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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







地蔵さん花咲さんと出会いうきゅーとか言いながら恩返しをする

地蔵さん現れたライバルにあわあわして変な風にがんばる

地蔵さん花咲さんにくっついたかわいいこぶに母性全開になる

地蔵さん大きい器と小さい器のどちらを選ぶかの選択を迫られることになる

あとがき







[image: オオカミさんとスピンオフ 地蔵さんとちょっと変わった日本恋話]







　　　地じ蔵ぞうさん花はな咲さきさんと出会いうきゅーとか言いながら恩返しをする







　太陽が沈しずみ、日の光の代わりに街がい灯とうが辺りを照らし出した頃ころに、一人の少女が歩いていた。

　背筋を伸のばし、しわ一つない制服に身を包み、その着こなしは模も範はんそのもの。他人との差異を感じさせるのは髪かみをまとめた赤い布のみという少女の姿はまさしく優等生のそれだった。そして、その艶つややかな黒髪に白い肌はだ、切れ長で凜り々りしい瞳ひとみという涼すずしげな美び貌ぼうも相まって、見る者を凜りんとした気分にさせる。

「…………どうすればいい？」

　ただ、その優等生少女だが、なにやら自らの思考に沈んでいるようだった。それは深刻な問題で困っているというわけではなく、不安半分期待半分というもので、だからこそ年頃の少女にとっては大問題かもしれなかった。

「どうしよう……花咲はどんな服が好みなのだろうか……とりあえず服装で少しでも好意を持たれないとな。最悪でも花咲に恥はじをかかせない程度の服装でないと」

　そう、少女の抱かかえているのは恋の悩なやみで……

「…………花はな咲さきは肉感的な女性が好きなようだが、スタイルは変えようがないしな」

　本人は大真面目まじめなんですが……

「……………………………………薄うすい」

　……実に見てて愉ゆ快かい、じゃなくてかわいいです。

　制服の上から自分の胸に手を当てて落ち込んだまま、物もの憂うげな表情で歩いていた少女だが、表札に地じ蔵ぞうと書かれた家の前で止まる。

「……もう家か」

　時間を忘れるほどに自分の思考に没ぼつ頭とうしていたらしい少女、その名も地蔵亜あ美みさんは、ふるふると顔を振ふって気分を切り替かえると玄げん関かんの扉とびらを開いた。




　このお話はお堅かたい少女地蔵さんとその周囲の人々による少しおかしな恋物語です。




　地蔵さんは靴くつを脱ぬぎ、とことこと廊ろう下かを歩き、居間にさしかかったところで中にいた人たちに挨あい拶さつをした。

「ただいま帰りました」

　中にいたのは女性が六人ほど、どうやらテレビを見ながらだべりつつお茶でもしていたようだ。

「おかえり～」

「おかえり」

「亜美、遅おそかったわね。遅くなるなら連れん絡らくしてちょうだいよ」

「そうだ、亜美は私に似てかわいいんだからな」

　口々にそう返す女性たち……だが、その中の一人がいきなり立ち上がると地蔵さんに抱だきついた。

「あみ～」

「どっどうしたんですか？　奈な美み姉さん」

「男なんて……男なんて……」

「亜美、ほっとけ。また男にふられただけだ」

「うっさいわね、宇う美みねーちゃんに言われたくないわよぅ。そっちこそ前の彼氏どうなったのよ!!」

「う……ふん、あんな私の魅み力りよくが理解できないようなぼんくらなんかこっちから願い下げ……」

「あーなるほど、宇美ねえがこないだやけ酒してたのは、ふられたからなんだ。やっぱりねー、そうなるんじゃないかと思ってたのよ。だってあの人、宇美ねえと合いそうになかったもんねぇ。そもそも宇美ねえのきつい性格についていける男なんてそうはいないわよ。女なのに男前って感じだし」

「黙だまれ、絵え美み。姉の話は最後まで聞け。あと、おしゃべり女は嫌きらわれて、久く美みねーちゃんみたいに行き遅おくれるぞ」

「…………そこで私の名前を出すんじゃない!!　それにまだ行き遅れと呼ばれるほどの歳としじゃない!!　現代では女性の社会進出が進んだおかげで晩ばん婚こん化が進んでいるので私の歳で結婚していないのは別におかしくなく、いやむしろ働くことで社会の一員として社会に利益を還かん元げんするという意味ではむしろ有益であり……」

「はいはい」

「由ゆ美みスルーするな!!　冷たすぎるだろう!!　というかお前らもっと姉を敬え!!」

「そうだそうだ、特に次女である私を」

「お前もだ、宇う美み!!　長女は私、一番偉えらいのも私!!」

「うわ～ん、あみ～慰なぐさめて～」

「奈な美み、いい加減にしなさい。亜あ美みが困ってるでしょ」

「なによお母さん!!　半分はお母さんのせいでしょ!?　このきつい目が遺伝したおかげで初対面でなんか怖こわいとか近寄りがたいとか言われんのよ!!　なんかオーラがある感じって、そんな妙みようなものまとってないわ!!」

　女三人寄れば姦かしましいというが、六人もいるとすごく騒さわがしい。

　ここにいる女性は皆みなどことなく雰ふん囲い気きが似通っている。なんといっても似ているのは特とく徴ちよう的な目。切れ長で涼すずやかで凜り々りしい印象を与あたえる。逆に言えばきつくて鋭するどくてちょっと怖い。

「で、どうにか仲良くなったと思ったら性格が思ってたのと違ちがう……よっ!?　ふざけるな!!　強い女が好みなら外見で選ぶな!!　私は甘えたがりなのよ!!　だだ甘に甘やかされたいのよ!!」

「そんなもん、知らないわよ。せっかく美人に産んでやったんだから、それくらい我が慢まんしなさい。それにこの目が好きだって言ってくれる男もいるわよ。お父さんなんかこの目が好きって……」

「……またのろけが始まった」

　…………で、このうるさい六人プラス地じ蔵ぞうさんは、近所でも有名な地蔵さん家ちの美人姉妹とそのお母さん、地蔵さんは六人姉妹の末っ子なのだ。

　服装や髪かみ型、そして見た目の年ねん齢れいは違うが、誰だれが見ても姉妹だとわかるほどに六人姉妹の顔は似ている。姉妹の名前は上から順に久美、宇美、奈美、絵美、由美、亜美。

　しっかりしているようで妹たちにいじられる長女久美さん、男っぽくてかっこいい次女宇美さん、甘えんぼらしい三女の奈美さん、一言多い四女のおしゃべり絵美さんに、ちょっとさめた感じの五女由美さん、そしてお堅かたく真面目まじめな末っ子亜美さんという、愉ゆ快かいな地蔵さん家の六人姉妹。

　なんかもうごちゃごちゃして、なにがなんだかって感じなのでしばらくセリフの前に名前なんかつけてみちゃいます。

宇う美みさん「でもまあ、たしかにそんな感じだなー。私たちは美人姉妹と言われはするけど、かわいい姉妹とは絶対言われない」

絵え美みさん「あたしなんか、小学生の頃ころに高校生と間ま違ちがえられたわよ。雰ふん囲い気きが大人びてたらしくてさ。まあたしかに子供って感じの目じゃないけど」

久く美みさん「絵美もか？　私もだ。それでなんでかクラス委員長とかさせられるわけだ。なんだか頼たよりになりそうだとか」

由ゆ美みさん「……久美姉さんみたく、遠い目で思い出すほど昔じゃないけど私もやった」

久美さん「遠い目なんてしていない!!」

奈な美みさん「うわーん、話がそれてるわよ!!　失恋した可か哀わい想そうな私を慰なぐさめてよ!!」

宇美さん「きついとか言うからいけないんだ、切れ長な目とか凜り々りしいとか言えばクールな感じでかっこいいだろう」

由美さん「宇美姉、問題解決してないわよ。この目のせいでどうにも強くて頼りになる女って見られるのが問題なんだから」

久美さん「お前らもまだまだだな。この目も遣つかいようだ。この目でさげすんだ感じで見られるとどうやらひどく快感が走る人種がいるらしいぞ」

奈美さん「マゾなんか願い下げよ!!　私は劣れつ化かして擦すれて汚よごれてしまった久美姉とは違うのよ!!」

久美さん「…………このがきゃぁ」

奈美さん「うわ～ん、やっぱり私を慰められるのは亜あ美みしかいないわ～！　よしよしって言いながら優やさしく頭をなでて～」

地じ蔵ぞうさん「よっよしよし……」

　地蔵さんは自分に抱だきついた奈美さんの頭をなでる。

お母さん「……はぁ。奈美、もうなんでもいいから亜美を離はなしなさい、困ってるわよ」

久美さん「お母さん、亜美には甘いわよねぇ」

お母さん「当たり前、末っ子だし、一番かわいいわ」

絵美さん「うわーひど。自分で産んだ子供たちを前にそこまで言いきる？」

由美さん「……たしかにかわいい。亜美は素す直なおだし純情で擦れてない」

宇美さん「そうそう、とてもじゃないけど久美ねーちゃんの妹だとは思えないな」

久美さん「お前の妹だともな!!　宇美っ!!」

絵美さん「まあ、お姉さんたち落ち着いて。……で、私と亜美ちゃんはそっくりよねー」

宇美さん「絵美が？　…………はん、馬ば鹿かも休み休み言え」

絵美さん「……宇美お姉ちゃん、さすがに今のは傷ついたわ」

奈な美みさん「うわ～ん」

お母さん「奈美、いい加減うるさい。というか亜あ美みが純情って、あんたらが男なんて～とかそんなことばっかり言ってるから亜美が純情を通り越こして男嫌ぎらいになっちゃったんでしょうが」

宇う美みさん「別にいいだろ、悪い虫がつかなくて」

久く美みさん「そうだ、私たちは亜美に悪い虫がつかないように現実の厳しさを教えてあげているんだ」

絵え美みさん「特に男のダメさをね」

地じ蔵ぞうさん「いや、母さんに姉さんたち。私は男が嫌いではなくて苦手なだけで……」

　地蔵さんはそう言うが誰だれも聞いてない。

　相談したいことがあったんだけども、これでは聞いてくれそうにない。というわけで、地蔵さんは仕方なく自分に抱だきついたままの奈美さんに言う。そしてそろそろ、名前つけるのめんどくさくなったのでやめます……。

「それはそうと、相談したいことがあるんですが」

「なに？　薄はく情じようでどうしようもない鬼おに姉たちに代わって、奈美お姉ちゃんが優やさしく聞いてあげるわ？」

「あの……その…………服を貸して欲しいんです」

　その言葉にぴたっと地蔵さん以外の動きが止まった。

「…………なんで？」

　奈美さんが続きを促うながすと、聞き耳立てまくっている周囲の皆みなさんに気づかず地蔵さんは言葉を続ける。

「あっ遊びに行くんです」

「…………誰と？　今までも遊びに行くことはあったけど、服貸してなんて言ってこなかったわよね？」

「いやその、初めて一いつ緒しよに遊びに行く人なので、それなりに見苦しくない服を……」

「…………見苦しくないじゃわかんないわ。具体的に言いなさい。で、どんなのがいいの？」

「でっできれば……その……あの………………………………………………かわいい感じのが」

　そう真っ赤になりながら小さな声で言う地蔵さんに、姉たちは立ち上がった。行動を起こしたという意味でも、文字通りの意味でも立ち上がった。

「絵美、由ゆ美み、お前らの持っている勝負服を全部持ってこい。私たちのは大人っぽすぎる」

「わかったわ!!　行くわよ由美!!」

「……はい、絵美姉さん」

「とうとう、亜美に春が来たのね……奈美お姉ちゃん、ちょっと寂さびしい」

「私はまだなにも言ってな……」

　地蔵さんはそう言いますがやっぱり誰も聞いてなくて、話が勝手に進んでいく。

「いや、問題は相手がどんな男なのかよ。亜あ美みは人を疑うことを知らないから変な男に騙だまされてなきゃいいけど」

「久く美みねえ、それは大だい丈じよう夫ぶじゃないか？　男嫌ぎらいの亜美が惚ほれたんだから、よっぽどなことがあったんでしょ」

「だから、嫌いじゃなくて苦手なだけ……」

　地じ蔵ぞうさんはそう言いますが、相変わらず誰だれも聞いてません。

「持ってきたわ!!　勝負服を」

「……私も」

「よし、絵え美み、由ゆ美みその辺に並べろ。そして亜美は服を脱ぬげ」

「そっそんな……はしたな」

「家族の前で恥はずかしいことあるか。めんどくさい、宇う美み剝むいてしまえ」

「了りよう解かい、久美ねえ」

「ひっひぁあぁ」

　悲鳴を上げる地蔵さんが、見る間に剝かれて下着姿にされちゃいます。

　恥ずかしさに身を丸める地蔵さんと、そんな地蔵さんを鋭するどく見つめる六対の瞳ひとみ。スーパーでお母さんがよりよい食材を見極きわめようとしているときの目に酷こく似じしています。もしくはお見合いパーティとかで、お相手を吟ぎん味みしている目。子供がこんな感じで見られまくったら絶対泣きますね、ええ。

「…………………………勝負下着もつけさせようと思ったけど、これはこれでいいわね」

「まあ、亜美なら白よね。清純路線で攻せめたほうがいいわ」

「……亜美はかわいいから」

「私ほどじゃないけどね」

「絵美、だから寝ね言ごとは寝て言え」

「じゃあ、どんどん着せていくぞ」

　そして地蔵さんの着きせ替かえタイムが始まります。

「むっむりだ、このスカートは短すぎる」

「せっかくこんなきれいな脚あしをしてるんだから見せないと損だぞ？」

「宇美姉さん、あんまりその脚……触さわらないで……絵美姉さんも」

「くっ、同じ遺伝子なのになんでこんなに細いの？」

「んなもん、亜美はお前みたいに間食したりしないだろうが」

「……ううっ、お菓か子しは控ひかえよう。だんだんスタイルが崩くずれてきた久美ねーちゃんよりはまだマシだし」

「くっ崩れてないぞ!!　まだ崩れてないぞ!!」

「まあ、お肌はだの曲がり角をものすごいドライビングテクニックであっという間に曲がりきっちゃった久く美みねえのことはほっといて、まずは亜あ美みのことよ」

「曲がってもいない!!」

「はーい亜美ちゃん、今度はこれ着まちょうね～」

「なっ、むむむむむりだ。袖そでがないのはだめだ！　肌はだが出すぎではしたなさすぎ……」

「いいからお姉ちゃんたちに任せて」

「ひっひゃぁああぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]……………………　　　」

　こんなわけで地じ蔵ぞうさんの着きせ替かえタイムは見事深夜まで続きました。

　仕事から帰ってきたお父さんが、妻と娘むすめたちに無視され……じゃなくて気づかれなくて、仕方なく自分でラーメンを作ってわびしい夕食をとったのはまた別の話です。




　地蔵さんが着せ替えさせられまくった何日かあとの日曜日、地蔵さんはそわそわしながら御お伽とぎ花ばな市しの中心にある待ち合わせ場所で待っていた。はやる気持ちに逆らえない、プラス待たせるわけにはいかないということから、思わず一時間以上前に来てしまった地蔵さん。

　キョロキョロと挙動不ふ審しんに周囲を見回し、ほんの少しだけ太ももを見せたほんの少しだけ短いスカートを落ち着かない様子で触さわっている。でも見た感じ清せい楚そで、スカートが短いといってもそこまでいうほど短くないのだが……これが精せい一いつ杯ぱいの背せ伸のび。

　地蔵さん的にはこれでも大冒ぼう険けんなんですよ、普ふ段だん長いスカートとニーソックスやタイツで生なま足あしなんて見せることないんですから。

「……待たせたな」

　そのとき、地蔵さんのデートのお相手がやってきた。ものすごくおっさん……じゃなくてものすごく大人びた大おお柄がらの少年。坊ぼう主ず頭にしかめっ面つらなその姿は、高校生とは思えない貫かん禄ろくがある。

「あっああ、花はな咲さきか」

　そんな少年……花咲さんの言葉にやっぱり挙動不審な感じで答える地蔵さん。そんな地蔵さんの姿を花咲さんはなにやら興味深そうに見て……地蔵さんはその視線に気がつきパニックになる。

「みみみみみ見苦しいものを見せてすすすすすすすまない。あっ姉に服を借りたんだがどうしてもこっこれがかかかかわいいからと」

　みっ見られている。花咲に見られているぞ！　ああああ、言われるがままに着てきてしまったが、駄だ目めだったのか？　やっぱりはしたなかったのか？　幻げん滅めつされてしまったのか？　やっぱりあの姉さんたちに聞いたのが間ま違ちがいだったのか？　姉さんたちは話を聞くところによると男の人に縁えんがないみたいだし……。

　なにげにひどいこと考えてる地蔵さんです。

　どどどどうしよう、どうすれば……

　地蔵さんは、必死にスカート引っ張ってちらりと見えた太ももを隠かくそうとしつつ、どうにか花はな咲さきさんに嫌きらわれまいとなにか言おうとします。

「あっ……あの、その……だから……」

　が、どうもそれは杞き憂ゆうだった模様です。そんなかわいい地じ蔵ぞうさんの姿を見て、花咲さんはいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらで言う。

「…………ふむ、服には詳くわしくないが、似合っていると思うぞ？」

　まあ、当たり前ですよね、今の地蔵さんはかわいいですし。

　あと花咲さん、顔おっさんのくせに、気配りのできる男です。

「…………そそそそそそそそそっそそうか!!」

　ぱあぁと地蔵さんの顔に笑えみが浮かぶ。

　いやいや地蔵さん、よかったですね。

「…………」

「…………」

　……が、そこで会話が途と切ぎれてしまった。地蔵さんも花咲さんも、口数が多いほうではなく、自分から積極的に話しかけるタイプでもないので、まあこれはなるべくしてなった状じよう況きようでしょう。この状況を回かい避ひするために地蔵さんは応おう援えんを頼たのんだんですからね。……はやる気持ちを抑おさえきれずに早く来すぎてしまったので、意味なしでしたが。

「…………」

「…………」

　二人の間に満ちる沈ちん黙もくに、地蔵さんは焦あせる。

　ああああ、なんでこんなに早く来てしまったんだ。いやでも、花咲を待たせるなんてあり得ないし……だからって花咲を退たい屈くつさせるのも駄だ目めだ、なっなにか話さないと……でもなにを話せば？

　……あああ、私にはまだデートは早すぎたのかっ!?　お友達とか、交こう換かん日記から始めるべきだったのか？

　今時交換日記はどうかと思いますが、それはともかく……そんな感じでテンパり具合がピークに達した地蔵さんは、とうとうどうしてこんなことになったのかを回想し始めました。要するに現実逃とう避ひです。

　それでは地蔵さんの回想スタート。




　地蔵さんは、まあなんというか……ちょっと変わった女の子です。

　見た目は凜り々りしく頼たよりになるクラス委員長、でも男が苦手だったりします。男と話すときは間に一枚見えない壁かべを入れたような事務口調で、性格はお堅かたく特に貞てい操そう観念がすごくお堅いのです。名前通り、石でできてるお地蔵さんのよう。

　地蔵さんがそんな風になっちゃった理由ですが、見た目は生まれつきですが、男が苦手なのはたくさんの姉たちに『男なんて、男なんて……』と男のダメな部分を教え込まれたからです。

　お姉さんたちについては前述の通り、誤解を招く容姿から色々あって、おとなしくてかわいい妹地じ蔵ぞうさんに色々吹ふき込みまくったのです。よかれと思ってが半分、愚ぐ痴ちが半分といった感じでしょうか。ですが、あの五人がやかましいのは毎日のことで、朝から晩まであの勢いで男の愚痴を聞かされたら、そりゃもう。男が苦手になってもしょうがないでしょう。

　まあ、たしかに地蔵さん家ちの姉妹は見た目が凜り々りしいんですよね。目がきりっとして、目め力ぢからがある感じなんです。なんとか目力トレーニングぐらいじゃ手に入れられないほどの目力。その目力はなにも考えずにぼへーっと景色を眺ながめてても、なにかを決意している表情に見えてしまうくらい。

　で、強くてかっこいい女だと誤解されて……あの有あり様さまです。余談ですが、長女の久く美みさんはもう少しで大台に乗ります。……いやマジ余談ですね。

　そして、おかしな地蔵さんを形作った二つ目の要因はお父さんです。

　地蔵さんがお父さんといることが多かった理由は、地蔵さんはお姉さんたちのことを嫌きらいではなかったのですが、ものすごくうるさかったのです。そこから逃のがれるように自然と、物静かだったお父さんと一いつ緒しよにいることが多くなっていきました。そして、一緒にいるときにお父さんに色々吹き込まれたから色々お堅かたくなってしまったのです。

　どういうことかというと地蔵さん家はものすごく女性が強くて、そのことについてお父さんは地蔵さんに愚痴ったんです。

　頼たよりになる男の背中を見せつつ、

「……あいつらも、もう少しおしとやかにしてくれたらなぁ」

　とか、

「奈な美みのあの服は肌はだを見せすぎだろう」

　とか。

　…………頼りになる男の背中は、たぶん地蔵さんの好感度のプラス補正によるものでしょうね。なんか影かげが薄うすそうなお父さんなので。

　それで、素す直なおな地蔵さんはお父さんの愚痴や、女はこうあって欲しいという願望をそのまま吸収し、気がつけば今の時代から少しずれた貞てい操そう観念を獲かく得とくし、それらの様々な要素が合わさって、今の愉ゆ快かいな地蔵さんが見事でき上がりました。

　副次的な要素として、鍵かぎ屋さんのお父さんから見様見真似でピッキングの技術を会え得とくしてしまってたりするんですが……それが役に立つのはもう少しあとのこと。

　そして、そんなちょっと変な地蔵さんの恋がどんな感じで始まったかというと、話は六月のある日の出来事までさかのぼります。




　それはしとしとと雨が降っていた梅雨つゆの日でした。




「……困ったな」

　学校帰り、いきなり雨に降られた地じ蔵ぞうさんは、たまたま近くにあったお店の軒のき先さきで雨宿り。

　しっかり者の地蔵さんは、いつもはきっちり天気予報を確かく認にんし、折りたたみ傘がさを持っているのだが、その日に限って忘れてしまい、いきなり降り出した雨に近くの店に逃にげ込んだのだ。

　濡ぬれた服が体温を奪うばい、ブルブルッと地蔵さんの身体からだが震ふるえる。

「……寒いな」

　さてどうするか、このままでは風邪かぜをひいてしまう……と、走って帰ることを検けん討とうし出した地蔵さんだが……

「おい」

「ひゃうっ!!」

　いきなり声をかけられたことにビックリして飛び上がった。

　地蔵さんがギギギギと関節が錆さびついたロボットのような動きで声のほうを向くと、そこには実に老ふけ顔がおの……もとい、大人びた少年がいた。着ているのが制服でなければ誰だれも高校生だとは思わないようなその少年に、地蔵さんは見覚えがあった。名前は花はな咲さき仁じん、同じ学校の同級生でもあるし、野球部のエースで少し有名なのだ。

　しかし、知ってるからといって驚おどろいて固まった地蔵さんが動けるようになるわけでもなく、カチコチ地蔵さんは名前通りのお地蔵さん状態になる。

　花咲さんはそんな地蔵さんの奇き妙みようなリアクションを気にせず話しかける。

「傘は？」

　急に男性に話しかけられた驚きでパニック状態に陥おちいり石のように固まっている地蔵さんは、その問いに答えられない。が、やっぱり花咲さんは気にしない。

「愚ぐ問もんだったか、傘を持っているのなら雨宿りなどしないしな」

　真っ赤で固まって動かない地蔵さん。さすがに瞬まばたきはしているが、動くのはただそこだけ。

　その地蔵さんの様子を見ていた花咲さんは質問を変えた。

「…………傘は必要か？」

　相も変わらず微び動どうだにしない地蔵さん。意思の疎そ通つうができていない。

　黒くて大きなこうもり傘を差した花咲さんはその場でしばし考え……

「ふむ、…………イエスの場合まぶたを一回閉じる。ノーの場合はまぶたを二回閉じる。わかったか？」

　その言葉に地蔵さんは瞬きを一つ。

　パチリ

　…………ここでまったく動じず、こういった意思疎通手段を思いつき実行する花咲さん、実にただ者じゃありません。

「では聞こう、誰だれかに傘かさを持ってきてもらうなどの予定はあるのか」

　パチリパチリ

「では、この傘を貸そう」

　パチパチパチパチ

　激しく瞬まばたきをしている地じ蔵ぞうさん。なにを伝えたいのかわからない。

　もちろん、花はな咲さきさんもわからない。

　が、わからないまま放ほうっておけるわけでもなく、花咲さんは考え込み、そして答えらしきものにたどり着いた。

「…………ワシが濡ぬれることを気にしているのか？」

　パチリ

「見ず知らずのワシに傘を借りることがためらわれるのか？」

　パチリパチリ

「…………見知らぬ男であるワシに借りを作るのが嫌いやなのか？」

　パチリパチリ

「…………ワシのことを知っているのか」

　パチリ

「ということは、ワシが野球部で、県予選が近いことも知っているということだな。もしかすると、ワシの身体からだを気き遣づかっているのか？」

　………………パチリ

　自分のせいで風邪かぜでもひいたら大変だと地蔵さんは思っていたんですね。

「なるほどわかった。しかし、お前のその心配はただの杞き憂ゆうだ。雨ぐらいでどうこうなるほど柔やわな鍛きたえ方はしていない。だから、これをお前に貸そう」

　パチリパチリ

「なにより、ここまで関かかわってしまったのだ。このままお前を見捨てると、とても後味が悪い」

　そういって花咲さんはかちこちに固まった地蔵さんの手に傘を握にぎらせようとする。

　花咲さんの手が地蔵さんに触ふれ、地蔵さんは余計に硬こう直ちよくする。

　雨に濡れて冷えきった地蔵さんの手はまさしく石のように冷たく、その手に花咲さんは一いつ瞬しゆん顔をしかめるが、その冷えた指を一本一本開かせて、傘の柄えをつかませると今度はまた一本一本閉じていく。

　その冷たく青ざめた指にぬくもりを与あたえたいと衝しよう動どう的に思ったが、いきなり手を握って温めるわけにもいかないし自分にはどうしようもない。解決するなら家に帰るのが一番だろう。そのためには自分はさっさとこの場から消えたほうがよい。

　そう考えた花咲さんはその場から立ち去ろうとし……

「ではな」

　……なにかにつかまれた。振ふり向くと花はな咲さきさんの制服をつかんで固まっている地じ蔵ぞうさんの姿があった。花咲さんが後ろを向いたので動けるようになったらしい。まんま、だるまさんが転んだです。

「………………」

「………………」

　しゃべらない二人。埒らちがあかないと、花咲さんは唯ゆい一いつのコミュニケーション手段である瞳ひとみを見つめる。

　その瞳はなにかを切実に訴うつたえていた。

「……………………よけいなお世話だったのか？」

　パチリパチリ

「違ちがうのか」

　パチリ

　花咲さんはうーむと考え込み、地蔵さんの目が傘かさと自分を行ったり来たりするのを見て、気がついた。

「………………ああ、なるほど。傘を返したいのか」

　パチリ

「ワシのクラスに持ってきてくれてもいい。返すときは教室に来ずとも、野球部の部室に置いてもらってもかまわない。では帰ることにする」

　パチパチパチパチ

　それだけ言うと、固まったままの地蔵さんを置いて花咲さんは走っていった。

「…………あっ」

　一人取り残された地蔵さんはようやく金かな縛しばりから解き放たれたように動けるようになり、手に握にぎらされた男物のこうもり傘を眺ながめる。

「礼を……言えなかったな。……情けない」

　そのとき風が吹ふき、地蔵さんが片手で持つには大きすぎる男物の傘が煽あおられた。地蔵さんはあわてて両手でその傘を支え……ぽつりとつぶやく。

「手……温かかったな。それにすごく大きかった」

　手を重ねることで、花咲さんの手が重なったときのことを思い出したのか、地蔵さんは頰ほほを染める。

「……すごくごつごつしてた」

　手はその人のことを雄ゆう弁べんに語る。

　マメができていて硬かたくてかさかさな……がんばっている人の手。

　地蔵さんが見慣れている父親の手を思わせる手のひら。

　無意識に地じ蔵ぞうさんは、花はな咲さきさんの触ふれた場所をさする。

　地蔵さん、若い男はお姉さんたちのせいで苦手ですが、お父さんと一いつ緒しよにいることが多かったおかげで年ねん齢れいがある程度以上の男性は大だい丈じよう夫ぶだったりします。要するに親父おやじ好き……刷すり込こみって偉い大だいですね。

　そして、花咲さんはどう見ても十代に見えない老ふけ顔がお。条件ばっちりなのです。

　というわけで地蔵さんは、身体からだが冷えきっていることも忘れて、花咲さんが走り去った方向を見つめ続けていました。




　次の日。風邪かぜだか医者でも草くさ津つの湯でも治せない病かはわかりませんが、地蔵さんは寝ね込こみました。

「亜あ美み、大丈夫？」

「……大丈夫」

「欲しい物なにかない？　りんご剝むいてあげようか？」

「飲み物が欲しい」

「わかったわ、ちょっと待っててね」

　地蔵さんのお母さんは地蔵さんの頭をなでたあと、部屋を出ていった。

　部屋に一人残された地蔵さんは天てん井じようを眺ながめつつ火ほ照てった頭で考える。

「傘かさ……返さないと。あと、お礼……言いたいな」

　熱に浮かされてる地蔵さんからぽつぽつと声が漏もれる。

「でも……言えないだろうな。若い男の人は……苦手だ。花咲は……見た目が大人っぽいから、少しましな感じがしたけど……でもいつもみたいになりそうだな。いつもみたいな感じでお礼を言うのは失礼だ……」

　大人っぽいというよりは親父っぽいのですが……。地蔵さんの中ではいい方向に補正が入っています。

「それにお礼だけじゃなくて……恩返ししたいな。でも、迷めい惑わくかな」

「花咲は、今野球忙いそがしいんだったな……大会近いらしいし」

「ならお弁当とか……いや、いきなり渡わたすのははしたなさすぎるな」

「……………………そうだ、奈な美み姉さんが一人暮らしの男は部屋が汚きたないし、外食とかインスタントばかりで栄養が偏かたよるから、掃そう除じしたり料理作ってあげたりすると喜ぶとか言ってたな……」「よし、そうしよう……恩は返さないと……いけないしな……」

　地蔵さんはそんなことを考えつつ、なにやら幸せな気分でうとうとし始めました。

　そしてこの恩返しが地蔵さんの……ついでに花咲さんの運命を大きく変えることになるとは、この無む邪じや気きな顔で眠ねむる地蔵さんは知らなかったのです。




　その後、風邪かぜから回復した地じ蔵ぞうさんはまずこっそりと花はな咲さきさんに傘かさを返したあとに、行動に出た。熱に浮かされながら考えた恩返しの方法、花咲さんにご飯を作ってあげたり掃そう除じしてあげたりすることにしたのだ。

　ただ……何度も言うように、地蔵さんはちょっと変わっている。直接させてくれなんて言うのははしたなさすぎるし、恩着せがましい。できるなら昔話の笠かさ地蔵のように気づかれずにさりげなく恩を返したい……というわけで、地蔵さんが選んだのは、

　ガチャッ

「…………よし、開いた」

　花咲さん家ちに不法侵しん入にゆうして勝手に料理とか掃除とかするという方法。…………いやマジで。

　門前の小こ僧ぞう習わぬ経を読むって感じで、お父さんからピッキング技術を手に入れていた地蔵さんは、花咲さんの部屋のドアの鍵かぎを難なく開けて見事侵入した。さらに、花咲さんの部屋は学生マンションにあるのだが、ここに来るまで細心の注意を払はらっているため、地蔵さんは誰だれにも気づかれていない。完かん璧ぺきです。なんだか、どこかの蛇へびさんを思い出します。段ボールとかかぶったりしたんでしょうかね？

　まあそれはともかく、恩を返すために花咲さん家に不法侵入してしまった地蔵さん。

「ふぅ」

　いい仕事したぜという感じの地蔵さんの笑え顔がおはとってもかわいいんですが、やってることは不法侵入…………地蔵さんはなんだか真面目まじめだけどおかしな女の子です。

「じゃあ、掃除しておいしいご飯を作って、たくさん恩返しをしよう!!」

　こうして地蔵さんの恩返しという日課が始まりました。花咲さんのいない日を狙ねらって侵入し、人に見つからずに侵入できそうにない日は中止にする。地蔵さんになぜそこまで気づかれないようにするのか聞いたらこう言うでしょう。

　恩返しの姿を見せるなんて恩着せがましいこと、はしたなくてできない!!

　……鶴つるの恩返しの鶴も見られたら飛び去りましたし、恩返し界ではこれが普ふ通つうなんですかね？　理解できない世界です。

　というわけで、この日も地蔵さんは花咲さんの部屋に侵入することに成功しました。

　そして部屋に入った地蔵さんがまずやるのは……

「うきゅー」

　そんな奇き声せいを上げながら花咲さんのベッドにダイブ。これ、いつしか花咲さん家に侵入したときの、日課になったりしています。

　ちなみにダイブ中のときの地蔵さんの心の内はこんな感じです。

　ああ、なんてはしたないことをしているんだ私は。でも……このお布ふ団とんは、花咲の匂においがするし、なんだか落ち着くし……やめられないんだ。なんてはしたない子になってしまったんだ私は……でも……誰にも見られてないから……たまにはいいかな？　いいよ……ね……？

　最近花はな咲さきさんの部屋に入るのに慣れてきたのか、地じ蔵ぞうさんは少しだけ気が大きくなっています。これがどれほどの喜劇……じゃなくて、悲劇をもたらすのかも知らずに。

「はふぅー」

　地蔵さんは布ふ団とんの匂においを思いっきり吸い込む。なんだか時を忘れるほどに心地ここちよくて……でも、私はこんなことをしに来たわけじゃない!!　と途と中ちゆうで我に返り恩返しを始める地蔵さん。そう、いくら自分を見失おうとも、真面目まじめな地蔵さんは恩返しを忘れないのです。

　……でもまあ、自分のトリップ具合がさすがに恥はずかしかったのか、地蔵さんのほっぺは赤く染まってますが。

　地蔵さんは赤くなったまま食事を作るために持ってきた食材を冷蔵庫に入れて、掃そう除じを始める。てきぱきとしていて実にいいお嫁よめさんになりそうです。ですが……掃除中に地蔵さんの手が唐とう突とつに止まった。地蔵さんの視線の先には本ほん棚だなに整然と並んだエロ本が……。花咲さんは一人暮らしなので隠かくしてすらいない。

　地蔵さんは幻げん滅めつするかと思いきや……キョロキョロと周囲を挙動不ふ審しんな態度で見回したあと、そのエロ本を震ふるえる手で取り出してめくり始めた。お姉さんたちに男はこういうもんだとか教え込まれているので気にしないのです。普ふ通つうのことだと思っているのです。

　まあ、たしかに普通ですが。………………一般論ですよ？

「花咲は……こんな女性ひとが好みなのか？」

　地蔵さんは一ページ一ページふんふんとうなずきながらめくり、グラビアの女性のポーズを赤い顔で真似まねたりしていたが……あるページで硬こう直ちよく。

　地蔵さんはおそるおそる両手を自分の胸に当て……思いきり肩かたを落とした。

「………………全然足りない」

　ちなみに開いたページにはとても豊満な……特に胸のあたりがふくよかな女性の姿があった。その女性に比べたら、地蔵さんはたしかに足りていない。

　その後、我に返った地蔵さんは花咲は喜んでくれるかな？　喜んでくれるといいな？　なんて考えながら鼻歌交じりに掃除を再開し、料理をしてから帰かえり支度じたくを始める。

　出たゴミはちゃんとビニール袋ぶくろに入れて持ち、立つ鳥跡あとを濁にごさずを実じつ践せんするつもりらしい地蔵さん。もう、ここまで完かん璧ぺきだと恩返しのプロの犯行です。恩返しマスターですね。

「よし」

　準備のできた地蔵さんは最後にドアの前で部屋を見回す。塵ちり一つ落ちてなさそうな部屋、小さな折りたたみテーブルの上にはラップをかけられた地蔵さんのお手製料理が載のっている。

　そして地蔵さんは帰……

「うきゅー」

　……ると見せかけて、もう一度ベッドにダイブした。どうやら名残なごり惜おしかったらしいです。立つ鳥跡を濁しすぎです。

　そのあと、存分に花はな咲さきさんの布ふ団とんでうきゅうきゅしたあと、地じ蔵ぞうさんは実に満足げな顔で花咲さんの部屋をあとにしました。今日も地蔵さんは絶好調です。




　私立御お伽とぎ学園。御お伽とぎ花ばな市しに存在する幼等部から大学までという巨きよ大だい学園で、地蔵さんが通っている学校でもある。

　昔、ある爺じじいが最近の若い者は!!　とぶち切れた。そこまでならよくありそうなことだが、その爺は金も権力も人脈も持っていたのだ。その爺はそれらを駆く使しし、使えないなら儂わしが使える若いもんを育ててくれるわ!!　と学校を作ってしまったのだ。それが御伽学園だった。

　その御伽学園に、

『は～い、皆みなさんこんにちは～☆☆☆　皆さんのお耳の癒いやし、天使のさえずり下した桐きりすずめが今日も皆さんの昼食を楽しく彩いろどっちゃいます☆☆☆』

　今日もキンキンのアニメ声が響ひびいていた。

　その声を聞きながら、地蔵さんの前に座ったツインテールの小こ柄がらな少女がつぶやいた。

「すずめは相変わらずですわね」

「でもこれがないと昼ひる休きゆう憩けいだという気がしないな」

「たしかにファンもそれなりについてるみたいですわね……物好きが多いことで」

　地蔵さんの言葉に、その白いゴスロリ改造制服を着た少女は苦笑する。

「癖くせになる声だからな。宇う佐さ見みも嫌きらいじゃないだろう？」

「……初めはすごい声だと思いましたけどね」

　この地蔵さんのお友達の白ロリお嬢じようさんの名前は宇佐見美み々みさんといいます。

　二人がしゃべりながらお弁当を食べてる中、スピーカーから流れてくるのは地蔵さんと宇佐見さんのお友達らしいすずめさんのトークと音楽だ。気がつけばこれは御伽学園お昼の名物となっていた。

『あ、ここで放送を中断しまして、御伽学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会からの連れん絡らくを伝えたいと思います☆☆☆　すずめの放送を中断させるなんてふてぇやつらですが、やつらは敵に回すと怖こわいし、すずめは長いものには巻かれる主義なので読んでやります、感謝してください★★★　……ごほん、それで連絡の内容ですが、二年Ａ組、地蔵亜あ美みさん、ご相談したいことがありますので、昼食後でかまいませんから御伽学園学生相互扶助協会までお越こしください……ってあみちゃんいったいなにしたんですか☆☆☆　あそこと事を構えるのはいただけませんよ～★★★　って部長痛い痛い、すずめのぷりちーな顔が伸のびちゃいますよ～☆★☆　わかりまひたわかりまひたから放送で私語は慎つつしみますから、はなひてくらはい～★★★』

　すずめさんの悲鳴を残して音楽が再び流れ出す。

　放送を中断して流れたいきなりの呼び出しに地蔵さんは宇佐見さんと顔を見合わせた。

「御伽学園学生相互扶助協会……御伽銀行ね。あいつらに呼ばれるなんて。あみ、いったいあなたなにしたの？」

　出てきた名前に、あいつら呼ばわりをして少々中身の黒さが漏もれ出してきている宇う佐さ見みさんと、

「いや、わからない。私はあそこに借りを作ったことなんてないが」

　困こん惑わくの表情を浮かべている地じ蔵ぞうさん。

　ここで、唐とう突とつに出てきた御お伽とぎ銀行という組織について説明しましょう。なんか説明ばかりですが気にしない。

　御伽銀行とは御伽学園に存在する組織の中でも特に有名な組織の一つです。正式名めい称しようは御伽学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会。この組織は、助け合いをモットーに掲かかげ、助けを求めてくる生徒たちに力を貸しているという実に頼たよりになる組織なのです。ただ……助け合いということで、無む償しようで力を貸すことはなく、力を借りた者は御伽銀行に借りを作ることになり、御伽銀行はその借りをほかの生徒を助ける力とすることで助け合いを成立させる。つまり御伽銀行は、貸し借りを仲ちゆう介かい斡あつ旋せんすることで、無理矢理、強制的に、手段を選ばず、本人たちの都合も気にせず、生徒同士を助け合わせる組織なのです。

「そうなの……ということはやつらなにか企たくらんでるのかもしれないわね。気をつけたほうがいいかもしれませんわ」

　苦々しげにそう言う宇佐見さんの様子に地蔵さんは聞いた。

「宇佐見は学生相互扶助協会のことが嫌きらいなのか？」

「あいつらは敵だわっ!!　せっかく私がかわいい子キャラで人気を集めてたのにぶち壊こわしやがってくれやがって、けっ」

　宇佐見さんは悪態をつく。怒いかりでお嬢じような白うさぎの毛皮が剝はがれてます。

　実は宇佐見さん、少し前は清純派ロリで売ってました。そのロリーでかわいい外見からそこそこ人気があったりしたのです。ファンクラブなんてのも小さいながらもありました。でも、御伽学園学生相互扶助協会に関かかわったことでその黒い内面が暴あばかれてしまったのです。今では白ロリから腹黒ロリへジョブチェンジですよ。しかも腹黒ロリでそこそこ有名な人が御伽学園学生相互扶助協会、通称御伽銀行にいたのでキャラがだだかぶりになってしまいました。

　そういうわけで、現在宇佐見さんはクラスで絶賛腫はれ物もの扱あつかい中。今までおしとやかでよく気の利きく娘むすめさんだと思ってたら、いきなり腹黒い本性がバレちゃいましたから無理もありません。なので、クラスメイトはいまだにいったいどう接したらいいものかわからず、遠巻きに見ている感じなのです。

　地蔵さんはそんなこと気にせず、普ふ通つうに接しているみたいですが。まあ、地蔵さんはそんなこと気にしそうにない感じですからね。おかげでというかなんというか最近地蔵さんと宇佐見さんの仲は急接近しちゃったのです。あと、今放送してたすずめさんもですが。

「だから、あなたも気をつけたほうがいいですわよ。あいつら敵に回したらいったいなにをされることか……」

　宇う佐さ見みさんはものすごく深刻な顔でそう言うので、どんどん不安になってきた地じ蔵ぞうさんは、真しん剣けんな顔でうなずいた。

「……わっわかった」




　お昼ご飯を食べたあと、地蔵さんは目的地の前に立っていた。文化系クラブの入った文化棟とうと体育系クラブの入った体育棟、その二つの部室棟に挟はさまれるようにして建っているボロボロのプレハブ小屋。掛かけられた同じくボロボロの看板には御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会と書かれている。

　名指しで呼び出されるなんて、いったいなんなんだろうか……と疑問と不安を心に秘ひめつつ、おそるおそる地蔵さんは扉とびらをノックした。だが、中から聞こえてきたのは、すごくかわいらしい声だった。

「どうぞですの」

「失礼する」

　引き戸を開きプレハブの中に入ると、そこには背の低い身体からだをひらひらフリフリの改造制服に包んだ赤毛のかわいらしい少女。長いスカートを穿はき、まとまりの悪い髪かみを長く伸のばしたものすごく目つきの悪いスケバン風の少女。長く伸ばした髪で目を隠かくした中肉中背のおどおどしてなんだか自信なさげな少年がいた。

「ええと、簡単に自己紹しよう介かいをさせていただきますの。私が御伽学園学生相互扶助協会所属の赤あか井い林りん檎ご、彼女が大おお神かみ涼りよう子こで、彼が森もり野の亮りよう士しですの」

　紹介されて頭を下げる大神涼子……って言いづらいのでいつもの呼び名でいきますね。

　おおかみさんと亮士くんは紹介されて頭を下げる。

　知っている人は知っているでしょうし、知らない人は知らないでしょうが、彼女らはオオカミさんシリーズで主役張っている人たちだったりします。このお話をおおかみさん側がわから描えがいた短編が、オオカミさんシリーズ三作目『オオカミさんと〝傘かさ〟地蔵さんの恋』に載のってたりしますので、持ってない方は買ってね☆

　……すいません、話を元に戻もどします。

「地蔵亜あ美みだ。……まあ、そちらは知っているようだが。それで……」

　その三人を見回し自己紹介をしたあと、地蔵さんは聞いた。宇佐見さんに言われて警けい戒かいしているのか、態度が少し硬かたいです。

「いきなり私を呼び出した理由はなんだ？　私は君たちに借りもなければ頼たのむべきこともないが」

　いつも通り凜り々りしい地蔵さん。そう、普ふ通つうの地蔵さんは凜々しいんです。頼たよれるクラス委員長なんです。しかも、宇佐見さんに煽あおられて警戒心バリバリなので強気で凜々しさが二割は増しています。

　だが…………ここにいる三人がそんな地じ蔵ぞうさんを見る目は、なにやら可か哀わい想そうな人を見る目だった。三人は気まずそうに顔を見合わせたあと、りんごさんがおずおずと口を開いた。

「えと、非常に言いづらいことなのですけど……」

　言いづらいこと、いったいなんだ？　地蔵さんがそう考えていると、りんごさんの口から爆ばく弾だん発言が飛び出した。

「私どもは花はな咲さき先せん輩ぱいの依い頼らいを受けたんです」

　予想してなかった名前に地蔵さんの身体からだがぴくりと反応する。

「……花咲？」

　地蔵さんはおそるおそる聞き返す。

「はい。依頼内容は、誰だれかが部屋に侵しん入にゆうしているようだ。それが気になって仕方がないので調べてくれというものでしたの」

　それを聞いた地蔵さんの顔から血の気が引いていく。思考が停止し、それと共に身体も硬こう直ちよくする。しかし、そんな地蔵さんの様子を気の毒そうに見つつりんごさんは言葉を続ける。

「それで先日、花咲先輩の部屋に先輩の同意のもと、隠かくしカメラを仕し掛かけさせていただいたんですの」

　それがとどめ。地蔵さんの脳裏をかすめるのは今までの奇き行こうの数々だった。

　うきゅーとか言いながら布ふ団とんにダイブしたり、はふぅーとか言いながら布団の匂においを胸一いつ杯ぱい吸い込んだり、エッチな本を真しん剣けんに読んだり、写真のポーズを真似まねしてみたり、花咲さんのワイシャツを思わず胸に抱だきしめてみたり、冷蔵庫の中のペットボトルの口のところを触さわってみたり（はしたないので間接キスはしていません）、グラビアの女優と胸を比べてずがーんと落ち込んだり、帰りしなにもう一度うきゅーとダイブしたり……

　隠しカメラを仕掛けたのがいつかはわからないが、どれかは確実に見られたということで、

「…………」

　地蔵さんはふら～っと立ち上がり、いきなり入り口に向かってダッシュした。

　しかし、おおかみさんに羽は交がい締じめにされて脱だつ出しゆつを阻そ止しされる。

「しっ死なせてー！　お願いだから死なせてー!!」

　地蔵さんが泣きわめく。

　花咲の依頼ということは、私のあの姿を花咲が見たんだろう。ああ、……あんなはしたない姿を花咲に見られたなんてもう生きてはいられない……。

　地蔵さんはそんなことを考えてるみたいです。焦あせったりんごさんたちは錯さく乱らんする地蔵さんをどうにか落ち着かせようとする。

「とりあえず、落ち着きましょうですの。こんなことで死んじゃったら本気で浮かばれませんのよ？」

「そうっスよ！　生きてたらきっといいことあるっスよ!!」

「そうそう！　たしかにかなりアレだったが……」

　が、おおかみさんのうかつな一言に、地じ蔵ぞうさんの錯さく乱らんっぷりがいっそう激しくなる。

「うわああああん、いっそ殺してー!!」

　その後も地蔵さんは、自分を羽は交がい締じめにするおおかみさんから逃にげようとじたばたしていたが、しばらくして観念したのか不意に身体からだから力が抜ぬけた。地蔵さんはぺたんと地面に女の子座りをする。

「うう……」

　なんだかもう目がうつろです。そんな地蔵さんにりんごさんが慰なぐさめるように言う。

「安心してくださいの。コレを見たのはここにいるメンバーだけですの」

　それを聞いて一いち縷るの望みに縋すがるようにして、地蔵さんは顔を上げる。

「ほっ本当か？」

「ああ、そうだ。花はな咲さき先せん輩ぱいには見せていない」

　おおかみさんの言葉に、あれを見られなかったのなら、花咲に幻げん滅めつされないですむ……と、地蔵さんは少しだけほっとした表情を浮かべる。

「……よかった」

　地蔵さんの心を占しめているのは、花咲さんにただ嫌きらわれたくないということだけ……実にかわいらしいじゃありませんか。

「ええ、あれはさすがに、同性として見せられないかなと……」

　人目がないからってこのお堅かたい地蔵さんが、あんなはしたない行動を取っちゃってましたからね。

「あっありがとう!!　本当にありがとう」

　地蔵さんは涙なみだながらに感謝する。

「それでですの、この映像は見せるつもりはないのですけど、不法侵しん入にゆうして食事を用意したり掃そう除じをしていたのは地蔵先輩だということは、花咲先輩に伝えさせていただきますの」

「そっそれは……」

「さすがにそれを隠かくすのは無理ですの」

　たしかに隠すなんていうのは虫がよすぎる話だなと、地蔵さんはうつむく。

「…………わかった」

　でも、花咲が知ったらどう思うだろうか……地蔵さんはしょぼんと落ち込む。そんな地蔵さんにおおかみさんたちは次々に聞いた。

「でも、なんでこんなことをしたんだ？」

「たしかに、わけわかんないっスねー」

「できれば話してくれますの？　それを聞けば協力できることがあるかもしれませんし」

　話すのか、それは……と、地じ蔵ぞうさんは躊ちゆう躇ちよする。でも、ここまで知られたのなら話してもかまわないか……とあきらめ混じりにうなずいて、あの花はな咲さきさんと出会った雨の日からの出来事を順に話していった。




「…………なるほどな」

　すべてを話し終えた地蔵さんにおおかみさんが口を開いた。

「恩返しですのね。…………なんで恩返しに走る方というのは、こう奇き妙みような行動力を持った方が多いんですの？」

「まったくっスね」

　話し終えた地蔵さんを前に三人が感想を述べている。

「でもですの。なぜ、こんな回りくどいことを？」

　ようやく落ち着いてきたらしい地蔵さんが、いつもの態度でその問いに答えた。

「私は…………実は男性が苦手なんだ」

「そうなんですの？」

「ああ男性と二人きりになったりすると固まってしまう。身構えてしまうんだな。まあ、会話ができなくなるまで固まることはまれだが」

　なんというか……あの騒さわがしい姉たちのせいで、若い男の人は狼おおかみだというイメージが地蔵さんの中には根付いているんです。

「口うるさいクラス委員長をやっているのは、そうすれば男が近寄ってこないからなんだ。こういう事務口調ならばどうにかボロを出さずに話せるしな。まあ、堅かたいのは性分というのも否定しないが。……しかし、そんなだから、どうにか傘かさは返したが、面と向かってちゃんとお礼も言えず……」

「心残りで恩返しに走っちゃったと」

「そうなんだ」

　地蔵さんはこくんとうなずく。

「でも、見た感じ恩返しというよりも、花咲先せん輩ぱいのことが好きだからという印象を受けるんですけど？」

　その言葉を聞いた地蔵さんの反応は劇的だった。自分がわざと考えないようにしていたことを、ダイレクトに突つかれた感じなのだ。でも地蔵さんはこの期ごに及およんでごまかそうとし……

「そっそんなことはない！　これは純じゆん粋すいに感謝の念で……」

「感謝の念で『うきゅー』とか言いながらベッドにダイブして、ごろごろしてたんですの？」

「うっ」

「『はふぅー』とか言いながら、布ふ団とんの匂においを胸一いつ杯ぱいに吸い込んでたりしてたっスしね」

「そっそれは……」

「鼻歌なんかしながら楽しそうに料理してたしな」

「その……」

　……撃げき沈ちん。おもしろいくらい、がっくりと肩かたを落とす地じ蔵ぞうさん。

　言われてみたらたしかに無理がある気がしないでもないが、でもこれは恩返しだから……なんて考えながら落ち着かない様子で、地蔵さんはきょろきょろ視線をさまよわせる。

　そんな想おもいが態度に出まくりの地蔵さんに、りんごさんは苦笑しつつ言う。

「まあ、今の姿とかあの姿を見ればバレバレですのよ。それに、花はな咲さき先せん輩ぱいがいない間にエッチな本を熟じゆく読どくしていたのは、花咲先輩の好みが知りたかったなんていう理由からなら納なつ得とくできますの。というかそうでないと……」

　意味深なところで言葉を切るりんごさんに、地蔵さんは聞いた。

「……そうでないと？」

「そうでないと…………地蔵先輩はピッキングまでして侵しん入にゆうした部屋でエッチな本を熟読して勝手にへこんでいた変な人になりますのよ」

「そっそうだ！　私は花咲のことを好いている!!　あと、読んだのは花咲の好みが知りたかったからで間ま違ちがいない!!」

　さすがに不法侵入してエロ本読んでた変な人呼ばわりされるのは我が慢まんできなかったらしい地蔵さんは、ものすごい勢いでカミングアウトする。

「それと、熟読はしてない!!」

　あと、ここは乙女おとめとして絶対に譲ゆずれない部分らしいです。

「にしてもよー」

　おおかみさんがそんな地蔵さんを見てあきれながら言う。

「花咲先輩のことが好きでそこまでやるんなら、告白でもなんでもすりゃーいいだろうに」

「そっそんなはしたないことできるか!!」

　地蔵さんは真っ赤になって叫さけぶ。地蔵さん的には、いくら好きだからといって女性のほうから告白するなんてのははしたなさすぎるのです。

「……ピッキングで不法侵入は犯罪なんだが、それははしたなくないのか？」

「なんか、奇き妙みような方向に貞てい操そう観念の発達した方ですのね。肌はだを隠かくしてるのも、そんな理由からなんじゃないですの？」

「なるほど、肌を見せるのははしたないとかそんな感じっスか」

　真っ赤な地蔵さんはぼそぼそと話す三人に気がつかない。

「……こほん。まあ、事情はだいたいわかりましたの。では、これからどうしますの？　私どもがお手伝いすることで、直じかにお礼を言うこともできると思いますのよ？　花咲先輩はおいしく食事をいただいていたみたいですし、印象は悪くないと思いますの」

「そうなのか！」

　おいしく食事をいただいていたのところで、地じ蔵ぞうさんは喜びの声を上げる。

「まあプラスにはなっているよな」

「花はな咲さき先せん輩ぱいも変わってるっスしねー」

　ああ、私のやったことは恩返しになっていたんだ……と地蔵さんは感激です。でも、誰だれが作ったんだかわからない料理を食べる花咲さんの神経は図太すぎると思います。

「それで、これから依い頼らい達成を報告しようと思うんですけど、どうしますの？　そのときに口を利きいてさしあげてもいいんですけど……」

　りんごさんの言葉は、このままだとどうしても地蔵さんの名前を出すことになるので、そのときついでに想おもいをぶっちゃけてみない？　ということでしょう。

　その言葉に地蔵さんは、……今の状じよう況きようは自分のまいた種だし、どうせ私の想いが伝わるのなら自ら伝えたほうがまだましか？　なんて考える。

「ああ……うう……」

　そして地蔵さんは……散々考え逡しゆん巡じゆんしたのちに頭を下げた。

「わかった、よろしくお願いする」




「…………というわけで不法侵しん入にゆう者と不法侵入の動機が判明しましたの」

　その日の放課後、御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会で、花咲さんへの説明が行われていた。地蔵さんはプレハブ小屋の給湯室に、花咲さんから見えないように隠かくれている。

「……なるほど、たしかに傘かさを貸したのは憶おぼえている」

　私のことを憶えていてくれた！　と、聞き耳を立ててた地蔵さんは喜ぶ。

「しかし……なぜあのような行動に出たのか理解できない」

　まあ、恩返しでピッキングですからね。普ふ通つうの人にはちょっと理解できない……

「どう考えても、ワシが受けた恩のほうが大きいぞ？　なぜ傘を貸した程度であそこまでやってもらえるんだ？」

　花咲さんの疑問ですが、どう考えても理解できない場所が普通の人とは違ちがいます。なんだかちょっとというか、かなりずれてます。

「それはですの。花咲先輩が傘を貸した方はとてもとても感謝しているだけでなく、それ以上の気持ちを持ってしまったということですの」

「……よくわからないが、それは恋愛感情というやつだろうか？」

「それは本人に聞いたほうがいいと思いますの。……ねえ、地蔵先輩？」

　……きた!!

　名前を呼ばれた地蔵さんは震ふるえる身体からだを押さえつつ、給湯室から出る。

　……花咲。

　給湯室を出ると、そこにいたのは花咲さんで……花咲さんを見ながら地蔵さんは渾こん身しんの勇気を奮い立たせて言った。

「あっああ。そうだ」

「そうなのか」

　相変わらずのしかめっ面つらでそう聞く花はな咲さきさんに地じ蔵ぞうさんはもう一度言う。

「その通りだ。……わっ私は花咲に好意を持っている」

　緊きん張ちようでカチコチに固まった地蔵さんの一世一代の告白。……が、花咲さんはあっさりと言った。

「そうか、ワシは間ま違ちがいなく恋愛感情を抱いだいていないな」

「はうぅ」

　わかってはいた。わかってはいたんだ……ちゃんと話したのはあの雨の日一度きりで、こんな薄うすくて女の魅み力りよくがない私が花咲に好かれているはずはない。だが、それでも……ショックはショックだ。

　地蔵さんはその慎つつましやかな胸を手で押さえる。しかし花咲さんの言葉はそこで終わりではなかった。

「……が興味は抱いていた。あの料理はうまかったからな。栄養バランスも考えられていたし、食べる者のことをよく想おもって作られている食事だった。そのほかにも掃そう除じしてもらったおかげで部屋はとても清潔だ。さっきも言ったように、貸しを返してもらいすぎた気がする」

「いっいやそんなことはない。私がやりたくてやったことなんだ」

　地蔵さんはアタフタと手を振ふって否定しようとする。本当にけなげな人です。

　そう、あの日私は返しきれない温かさを貰もらったんだ。こんな想いは生まれて初めてなんだ。だからああやって花咲の……好きな人のお世話ができるだけでとても幸せだったんだ。

　だから、そんな風に思われると申し訳ない……地蔵さんはそう花咲さんに伝えようとするが、花咲さんは言う。

「だが、やはり傘かさを貸しただけであそこまでしてもらっては、逆にこっちが恐きよう縮しゆくする。なにかワシに望むことはあるか？　このままではこちらが心苦しい」

「そんな……」

　その言葉だけで私は報むくわれた、天にも昇のぼるような気持ちだ。だからこれ以上花咲に迷めい惑わくをかけるわけには……と地蔵さんは断ろうとするが、後ろからりんごさんにちょいちょいとつつかれた。

　もう十分だと言おうと視線を後ろに向けるとりんごさんと目が合い、そしてその目からりんごさんの言いたいことが伝わってきた。

『本当にそれでいいんですの？』

　そのりんごさんの視線に地蔵さんの心は揺ゆさぶられ、地蔵さんの口から言葉にならない声が漏もれる。

「あーうー」

　たしかに……このまま断れば……今後花はな咲さきとの接点はなくなってしまうだろう。

　地じ蔵ぞうさんの胸にむくむくとわき上がってくる願い。恩返しはとても楽しかった。花咲の役に立てていると思うと心が弾はずんだ。でもそれはただ私の一方的な感情で……そう思ったとき、自然に地蔵さんの口から言葉が漏もれた。

「なっなんでもいいのか？」

「ああ」

　はしたないかもしれない。嫌きらわれるかもしれないし、幻げん滅めつされるかもしれない。でも……許されるなら、私は花咲と…………一度でいいから、たわいもないことでも話しながら、一いつ緒しよに並んで歩いてみたい。できればあの温かくてごつごつした手と手を繫つないで……

　地蔵さんがそんな些さ細さいな願いを思い描えがいた瞬しゆん間かん、地蔵さんの今まで気がつかぬ間に積もっていた花咲さんへの想おもいがこらえきれないほどにふくらみ…………気がつけば地蔵さんは叫さけんでいた。

「デッデートを所しよ望もうしたい!!」

　地蔵さん……あなたはいったいいつの時代の人間ですか。だいたいそんな妙みような告白に、普ふ通つうの人がそう簡単に首を縦に振ふるわけは……

「わかった」

　地蔵さんの人生をかけた一世一代の告白に、あっさり即そく答とうする花咲さん。

　……そういえば、花咲さんは普通ではありませんでしたね。

「では、どのようなデートをしたいか決まったら言ってくれ。それとも、こちらが計画を立てるほうがいいか？」

「いや、そこまで手を煩わずらわせるのは……」

　あれ、いったいどういうことだ？　花咲はなにを言ってるんだろう？　なんて考えつつも、地蔵さんは反射的に返答する。

「では、どこに行くかは任せる。場所はお前の行きたいところでかまわない」

「わっわかった」

「あと、ワシは部活があるので、できればこちらの予定に合わせてくれるとありがたい。休みは追って知らせる」

「あっああ」

　なんだかあまりにもさくさく話が進むので、地蔵さんは逆に混乱してしまう。

「それでは、部活があるので失礼する」

　そして、花咲さんは決めることだけ決めると小屋を出ていった。

　残された地蔵さんは、

「あっ……あうぁ」

　降ってわいた思いもかけぬ幸せに大パニックだ。

「………………どどど、どうすればいいんだ？　私はデートなんてしたことないぞ!!」

　そこにはやはりお堅かたい優等生の姿はない。いるのは一人の恋する乙女おとめのみ。

「こっこういう場合は、遊園地か？　動物園か？　映画館か？」

　恋する乙女地じ蔵ぞうさんは、その出来のよい優等生頭脳を駆く使しして答えを導き出そうとする。

「そっそうだ！　ひっ避ひ妊にん具は……」

　久く美み姉さんが、男は狼おおかみなんだから……とか言ってた気がする。ほかには宇う美み姉さんが使えよ、泣くのは女なんだからなとかも言ってた気がする。そこまでの準備は私はできていないぞ!?　最初は痛かったとか奈な美み姉さんが言ってたし、でも、相手が花はな咲さきなら私は……

「……でもそういうことは結婚してからじゃないと」

　はしたないし……、結婚してからなら子供は欲しいんだが……そう、子供は三人がいいな。一いち姫ひめ二に太た郎ろうというし、最初は女の子で次が男の子。あと一人は女の子がいいな。いや、今の時代、子供三人は経済的な問題で厳しいかな？　なら二人で……。子供は私立に通わせるべきか。老後の蓄たくわえも必要だな、子供にあまり迷めい惑わくをかけたくないし。……子供が独立したら花咲と二人で趣しゆ味みでも楽しみながらのんびりとー、でも時々は孫と遊んだり……ってこの場合は花咲ではないな、私も花咲になっているはずだし……ここはあなただろうか、子供の前ではお父さんかな？　でも二人のときは仁じんって呼び捨てとか……うきゃーっ!!

　地蔵さんの明めい晰せきな頭脳は、こんな感じでどんどんと未来予想図を組み上げていたが、

「地蔵先せん輩ぱい、地蔵先輩、落ち着いてくださいの」

　ゆさゆさと身体からだを揺ゆさぶられることで、自らの幸せ未来予想図構築作業をようやく中断させた。

「……はっ、すまない。少々舞まい上がってしまったようだ」

　思考が結婚後の人生設計にまで及およぶのはさすがに舞い上がりすぎでしょう。あまりに頭の出来がよかったために、未来予想図が老後にまで到とう達たつしてましたし。

「まあ、初デートで最後まで行っちゃう人もいるでしょうけど、少なくとも花咲先輩は初デートで地蔵先輩をどうこうしようとする人じゃないと思いますのよ」

　そんな愉ゆ快かいな地蔵さんに、りんごさんもあきれ顔になる。

　りんごさんの営業用のよそ行き笑え顔がおが剝はがれてしまうほどに愉快で楽しい地蔵さん、本人は大真面目まじめなんでしょうがね。

「だなー。でもまあ、あの花咲先輩なら地蔵先輩が要求したらどんなことでも淡たん々たんと応こたえそうだけどな」

「そうっスねー。そのあともあのしかめっ面つらでちゃんと責任まで取ってしまいそうっスね」

　そのおおかみさんたちの会話に、地蔵さんはあわてる。

「ええ!!　それは困る、まだ心の準備が……」

「困るって、地じ蔵ぞう先せん輩ぱいが行動起こさなきゃいいだけだろ」

「それはそうなのだが……しかし……」

　地蔵さんは考える。今まで私なんかを花はな咲さきが好きになるわけはないと思っていたし、恋人関係になるなんてことは夢想することはあったが真面目まじめには考えてもいなかった。

　でっでも、もしかして、万が一、今度のデートで、こっこっ恋恋……恋人同士みたいになれたら。そんなに……うれしいことはない。

　だが一人では…………そういえば、ここは御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会だ。困っているときには助けてくれる。すでに一度助けてもらったし、信用できるだろう。いつか貸しを返すことになるが、そんなことは当たり前だし、問題はない。

　ニコニコ商売人笑え顔がおのりんごさんに向かって、地蔵さんは決意の表情で言った。

「…………一つ依い頼らいをしてもかまわないか？」

「はいはいですの」

　毎度ありーってな笑顔を浮かべるりんごさん。

　どうやらこうなることがわかってたらしいですね。というか、こうなるように誘ゆう導どうしていたんでしょう。これで地蔵さんに対する貸しが二つ目です。りんごさん、あなたはどれだけやり手なんですか。

「正直なにをやればいいのかわからないし、どこに行けばいいのかもわからない。とはいえ、このことを相談できるのはすべてを知っているお前たちしかいない。なのでアドバイスなどをしてくれないだろうか」

　とても真しん剣けんな顔でそんなことを言う地蔵さんに、

「お安いご用ですのよ」

「あーまあそれくらいなら」

　りんごさんとおおかみさんは同意する。

　まあ、ここで否いななんて言ったら地蔵さんは本気でわけがわからない行動を取っちゃいそうなので、普ふ通つうの人なら見捨てるなんてできませんよね。それにここは助け合いを仲ちゆう介かい斡あつ旋せんする組織ですし。恩を売って貸しを作るチャンスは逃のがさないのです。

「そうか、感謝する」

　了りよう承しようを得られたことに、地蔵さんはほっと胸をなで下ろす。

「それでデートコースは初デートですし、あたりさわりのないオーソドックスなコースを選ぶとして、サポートのほうはどうしますの？　まったくいらないか、陰かげから見守りつつサポートするか、ダブルデートみたいな感じですぐ側そばからサポートするかの三さん択たくになると思いますの」

　りんごさんは一本ずつ計三本の指を立てながら言った。

　それを見た地蔵さんは考え込む。デートということは二人きりということで……いっいきなり二人きりなんてはしたなさすぎないか？　それに、二人きりで私が間を持たせることなんてできると思えないぞ？　……不安だ。なにより、できるなら花はな咲さきに楽しんでもらいたい。

　とりあえず二人きりがはしたなかったら、この世からさわやかカップルが絶ぜつ滅めつしてしまいますよ。なんだか相変わらず思考回路がおかしなことになってる地じ蔵ぞうさんです。

　そんな感じでくるくると表情を変えつつ脳内会議をしていた地蔵さんですが、ようやく結論が出たらしくこう言った。

「うー……一人じゃ不安だ。ダブルデート方式で頼たのむ」

　そののち、地蔵さんとダブルデートをするのは消去法でおおかみさんと亮りよう士しくんに決まり、デートコースの話し合いに入りました。そして…………




　…………今日のデートに至るわけです。

　ようやく長い長い回想から帰き還かんした地蔵さん。しかし現実逃とう避ひしたからといって事態が変わるわけはなく、隣となりには相変わらず無口で仏ぶつ頂ちよう面づらの老ふけ顔花咲さんの姿があった。

　待ち合わせ場所に来て、どれくらい経たっただろう。まだ約束時間前なのであんまり経ってないはずなのだが、地蔵さんの体感時間的にいえば何時間も経ってしまったよう。

　花咲は野球が忙いそがしいのにわざわざ私のために時間を割さいて来てくれたんだぞ？　なっなにか話さないと……でも、なにを？

　処理能力を超こえフリーズしたのか、地蔵さんは硬こう直ちよくして微び動どうだにせず突つっ立っている。まさにお地蔵さん状態です。そして隣には無言でたたずむ老け顔花咲さん。

　この二人を見てデートだとわかる人は、よほど観察力のある人か変な人かのどちらかでしょう。

「…………」

「…………」

　そんな感じで地蔵さんがデートが始まる前からあわあわしていたら、

「ちーす」

「どうもっス」

　ようやく待ち合わせ時間になり、救世主が現れた。今日のダブルデートのお供、おおかみさんと亮士くんだ。

「あっああ、遅おそかったな」

　そう話しかけつつ、地蔵さんは安あん堵どする。

　ダブルデートならまだどうにか間が持つに違ちがいない。私としては一いつ緒しよにいるのは苦痛ではないんだが、花咲を退屈させてはいけないからな……なんて考えてたら、おおかみさんが耳打ちしてきた。

「……で、地蔵先せん輩ぱいどうしたんだ？　さっきから一言もしゃべらず突っ立って」

「だっだめなんだ、緊きん張ちようして身体からだが思い通りにならないし声も出ない」

「…………そんなんでよくデートを所しよ望もうするなんて言えたな」

「あれはもう清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び下りるぐらいの覚かく悟ごで言ったんだ」

　その答えに、おおかみさんはこりゃダメだなんて顔をしています。なんというか……色々な意味で先が思いやられますね。

　今、地じ蔵ぞうさんたちがいるのは御お伽とぎ花ばな市しの中心部。いくつも大きな学校がある学生の街、御伽花市だけあって、学生向けのお店や各種施し設せつが揃そろっている。今も周囲には青春を謳おう歌かする学生たちが集まってきている。今日は休日なので人出がすごく多い。

　そんな中で、緊きん張ちようで固まり動きがカクカクとぎこちない地蔵さんと、相変わらず仏ぶつ頂ちよう面づらな花はな咲さきさんはとても場ば違ちがいに見える。

　いやはやどうなることやら。




　御伽花市の真ん中には大きな市民公園がある。女め神がみの池いけと名づけられた人工の池を中心に作られた公園で、無料だし芝しば生ふとかあってのびのびできるし池ではボートに乗れるしと、若者のデートコースの定番となっている場所ですが、そこに地蔵さんたちはやって来ていた。

　ここに来る前に映画館で今話題のラブストーリーを見てきたりしたのですが、

「…………」

「…………」

　地蔵さんと花咲さんの間には会話がない。

　そして今も……二人の間にはなにやら緊張感すら漂ただよっている。

　初夏のさわやかな公園の中を、カップルとは思えない空気で歩いている地蔵さんと花咲さん。それでも致ち命めい的な空気になっていないのは、おおかみさんと亮りよう士しくんがいるからだ。時々、話を振ふってくれるために無言にならずにすんでいるのだ。

　そんな二人に心から感謝してダブルデートをお願いしてよかった……とか思っていた地蔵さん。

　が、そこでいきなりおおかみさんが買い忘れたものがあるからと離り脱だつし、亮士くんもそれについていくと言い出した。

　つまり、唐とう突とつに地蔵さんは花咲さんと二人きりで取り残されることになったわけで……地蔵さんは大ピンチだ。

「花咲先せん輩ぱい、おれ、涼りよう子こさんを追いかけることにするっスから、あとはよろしくお願いするっス」

「ああ」

　亮士くんからデートコースの書かれた紙を渡わたされ、うむとうなずく花咲さんは動じてないようだが、

「えっそんな!!」

　地蔵さん的に青せい天てんの霹へき靂れきって感じの事態で、大あわて。

　いきなり二人にされても、心の準備なんかまったくできていないのだ。

「…………次は昼食をとったあとにボートか。たしか芝しば生ふの広場があったはずだな。行くぞ」

「えっわっわかった」

　そんなパニクってる地じ蔵ぞうさんに比べて花はな咲さきさんは冷静だった。渡わたされた紙を見ながら歩き出す花咲さんに、地蔵さんは緊きん張ちようでカチコチのままついていった。

　なんというか……先が危あやぶまれますね。

　あ、唐とう突とつに消えたおおかみさんと亮りよう士しくんですが、あっちはあっちで色々あって帰ってきません。おおかみさんが幼児退行したり、亮士くんがかっこよく啖たん呵かを切ったりしてたんですが……詳くわしいことは、オオカミさんシリーズ三作目『オオカミさんと〝傘かさ〟地蔵さんの恋』に載のってますので、持ってない方は買ってね☆☆　[image: ←]☆増量しました。

　…………ほんとウザくてすいません。




　そんなこんなで、地蔵さんと花咲さんは芝生の上にビニールシートを敷しいてその上に座っていた。なだらかな斜しや面めん、青く萌もえる木々と草の匂におい、遠くに見えるのは太陽をきらきらと反射させる池。

　そんな場所で高校生がビニールシートを広げてピクニック、若い二人の横にはお弁当箱らしき包み。独ひとり身みが見たら、やってられねーよこんちくしょう!!　なんて普ふ通つうは思うんでしょうが……二人の間には相変わらずデートとは思えない緊張感が漂ただよっています。たとえるなら見ているだけで胃が痛くなりそうな空気です。

「…………」

「…………」

　無言。ひたすら無言。元から口数の少ない花咲さんに、緊張で口が回らない地蔵さん。はっきり言って相性最悪です。

　それでも地蔵さんはがんばって話しかけようとします。

　くいっと地蔵さんは花咲さんに顔を向けると凜り々りしい目でじーっと見つめます。そして、口を開いてぱくぱくさせますが、真っ赤になってうつむいてしまいました。惜おしい！　でも、このままじゃ埒らちがあきません。

　地蔵さんとしては、貴重な花咲さんの自由時間を自分のために割さいてもらったのだから、せめて来てよかったと思ってもらいたいのです。

　……が、会話は弾はずみません。ころころと転がりもしません。

　そんなどうしようもない状じよう況きように地蔵さんが……途と方ほうに暮れかけたところで、地蔵さんに救いの電話がかかってきた。花咲さんに断ってから、地蔵さんはその場から離はなれる。

『もしもしですの』

「あっ赤あか井いか!!」

　地じ蔵ぞうさんは聞き覚えのあるその声に、ホッと安心のため息をこぼす。

『もうちょっと会話は弾はずみませんの？』

　そんな地蔵さんに、りんごさんは心底あきれた声を出す。

　本当はおおかみさんと亮りよう士しくんが側そばでサポートして、りんごさんが少し離はなれた場所から二人をサポート……という感じだったのですが、なぜかおおかみさんと亮士くんが離り脱だつしちゃったのでりんごさんが出てきたのです。

　そのりんごさんに、地蔵さんは焦あせった声で言い返す。

「むっ無理だ！　二人きりだと緊きん張ちようして。大おお神かみたちも戻もどってこないし……」

　地蔵さんのその泣き言に、りんごさんは言った。

『それは地蔵先せん輩ぱいのためにしたことなんですのよ』

「……私の？」

　地蔵さんは呆ぼう然ぜんとつぶやく。

『そうですの、少しずつにでも慣れていかないと、いつまで経たってもそのままですのよ？　段階的にでも人を減らして慣れていかないといけませんの！』

「うっ」

　痛いところを突つかれた地蔵さんは思わずうめく。ちなみに、もっともらしいことを言ってますが、りんごさんはちっともそんなことは思ってません。ですが、素す直なおな地蔵さんが腹黒ロリに敵かなうわけもなく、電話の向こうでなんとかこの場はごまかさないと……なんて考えているりんごさんの本音には気づきません。

『だからがんばってくださいの。まずは簡単な会話から。いい天気ですね？　とかどんな食べ物が好き？　とかなんだっていいんですのよ？　地蔵先輩は花はな咲さき先輩のことなんにも知らないんですから、色々聞きたいことあるでしょう？　それをきっかけにすればいいと思いますの』

「そっそうだな。うん、その通りだ。わかったどうにかがんばってみる」

『はい健けん闘とうを祈いのりますの』

　そう、そうだ。今日ここまで大神たちにかなり世話になってしまった。だが、それでは私と花咲のデートといえるだろうか？　こんな他人の力を借りてばかりのデートは花咲に失礼なのではないか？　そうだ、私が誘さそったんだから私がどうにかしないと……人のよい地蔵さんはりんごさんの言うことをそのまま真に受けます。……いい娘こですねぇ。

　そして地蔵さんは花咲さんの許もとに戻もどると、決意の表情で気き迫はくを込めていった。

「いっいい天気だな！」

「そうだな」

「…………」

「…………」

　さっきまで緊張で会話もままならなかったことも考えれば、これは大変な進歩なのですが、

「たったた食べ物のスッスすす好き嫌きらいはあるのか？」

「基本的に好き嫌いはない」

「そそそそうなのか」

「ああ」

　ただ、今度は気き迫はくの込めすぎでなんだかデートの会話って感じじゃありません。

　地じ蔵ぞう家特有の目め力ぢから……鋭するどい目つきも相まって、地蔵さんからオーラが出ているように見えます。もちろんデートのときにそんなもの出しちゃいけません。いや、出してはいないんですが、出ているように見えるのが問題です。ほら、通りすがりの人がいったいあれはなにやってんだという目で見てますよ？　デートしてるとは思われてませんよ？

「…………」

「…………」

　ものすごい勢いで空回ってる地蔵さん。そんな地蔵さんに再び救いの電話がかかってくる。

『もしもしですの』

「あっ赤あか井いか!!　わっ私はどうすればいい？　今の状態はなにか違ちがう気がするんだ」

　地蔵さん、どうやらこの空気がデートの空気じゃないことには気がついていたんですね。まあ、そもさん説破とか言ってそうな空気ですしね。

『…………押しが足りませんの』

「そっそうか？　今でも、もういっぱいいっぱいなんだが」

　たしかに見たところそんな感じです。エンジン焼きつきそうな勢いで空回ってますし。あと、押し以外にも足りてないものがありまくりなんですが、そのへんはスルーしたらしいりんごさんです。

　まぁ……どうしようもなさそうですしね。

『そうですのね……そろそろいい時間ですしお弁当にいきましょうですの。そんでもってあ～んをいっときましょうですの』

「あっあ～ん？　それはあのあ～んかっ!?」

　地蔵さんはが～んと驚きよう愕がくの表情を浮かべる。驚おどろきすぎです。

『ほかにどんなあ～んがあるのかわかりませんけど、まあそうですの』

「そっそれはレベルが高すぎないか!?　もうちょっと仲が深まってからのほうがよくないか!?」

　花はな咲さきさんにあ～んをする自分の姿を思い浮かべたのか、地蔵さんの顔が真っ赤になっちゃってます。さらに、なぜかきょろきょろして挙動不ふ審しんになりました。あ、花咲さん見て動きが止まりました。

『あの花咲先せん輩ぱいにはこのくらいやらないと、どうにもなりそうにありませんの』

　あまりにもレベルの高すぎるあ～んという行こう為いに躊ちゆう躇ちよしていた地蔵さんですが、そのりんごさんの言葉に覚かく悟ごを決めたのかうなずいた。

「…………わっわかった」

　そして電話を切った地じ蔵ぞうさんはお弁当の準備を始める。

「おっお昼にしよう。花はな咲さきの分も作ってきた」

「そうか」

　花咲さんは仏ぶつ頂ちよう面づらでうなずく。相変わらずなにを考えているのかわからない。

　そんな花咲さんの目の前で地蔵さんが取り出したのは大きめのランチバスケット。それを膝ひざに載のせ蓋ふたを開くと、中にはおにぎりや色とりどりのおかずが入っているのが見えた。

　ほう、これは……と、かすかに花咲さんの目が細くなるが、地蔵さんはまったく気がついてません。なので地蔵さんは相変わらずテンパったままで花咲さんを睨にらみつける。……いや、真しん剣けんな目で見つめているだけなんですが、やっぱり地蔵家特有の鋭するどい瞳ひとみのおかげでそのようにしか見えません。まあ、花咲さんはそれに動じてないようなので別にかまわないのですが。

「はははははは花咲」

「なんだ？」

「くっ口を大きく開けてくれないか？」

「ああ」

　花咲さんは素す直なおに口を開ける。

　地蔵さんはぷるぷると震ふるえながら、膝の上に載せたランチバスケットの中から箸はしでタコさんウインナーをつまむ。

「あああっあ[image: ～][image: ～]ん」

「あー」

　花咲さんは素直に口を開いている。

「ああ～ん」

「あー」

　地蔵さんはぷるぷる震える箸で花咲さんの口の前までタコさんウインナーを運んでいく……

「あ～ん」

「あー」

　ゆっくりゆっくりと地蔵さんの箸が花咲さんの口に到とう達たつしようとしたまさにそのとき、地蔵さんは……

「…………ぱく」

　そのタコさんウインナーを自分で食べた。

　その瞬しゆん間かん、りんごさんから電話がかかってくる。

　花咲さんから少し離はなれて、地蔵さんは怒おこっているりんごさんと会話する。

『自分で食べてどうするんですのっ!!』

「だっだがな、すごく恥はずかしくて……」

　どうやらあ～んが恥ずかしかったから、自分で食べちゃったらしいです。実にわけがわかりません。

『アホ面づら下げて口開けたままの花はな咲さき先せん輩ぱいのほうが恥ずかしいですの!!　次はちゃんとやってくださいの!!　わかりましたの!?』

「ううっ……わっわかった」

　そして電話を切った地じ蔵ぞうさんはもう一度チャレンジする。地蔵さんは再びランチバスケットを膝ひざの上に載のせると、今度はランチバスケットの中の卵焼きをぷるぷる震ふるえる手でつまみ、律りち儀ぎに開いたままの花咲さんの口に運ぼうとして………………

「あ」

　落とした。……まあ、あれだけ震えてれば落ちもしますよね。

「ああー」

　無情にも転がっていく卵焼き。そして獲え物ものを狙ねらう影かげが一つ。

「にゃー!!」

　近くの茂しげみから飢うえた獣けものが現れたのだ。素す早ばやい動きで卵焼きをくわえる飢えた獣。

「まっ待てっ!!」

　その飢えた獣の行動に、地蔵さんは思わず立ち上がってしまう。

「あっ」

　その拍ひよう子しに今度はランチバスケットがひっくり返る。膝の上に置いていたんですから当たり前ですね。

「ああ[image: ～][image: ～]っ!!」

　地蔵さんは呆ぼう然ぜんとひっくり返ったお弁当を見る。しかし、それだけでは終わらない。茂みから飢えた獣たちの群れが現れたのだ。飢えた獣たちは次々にひっくり返った弁当に群がっていく。

「にゃっ」

「にゃにゃっ」

「みゃー」

　ここの公園は居い心地ごこちがいいらしくネコたちが住み着いていて、ネコたちの楽園になってたりするのだ。

　自らの想おもいを伝えようと精せい魂こん込めて、愛情をこれでもかというほど詰つめ込んで作り上げたお弁当の悲ひ惨さんな末路に、地蔵さんの悲痛な叫さけびが響ひびき渡わたる。

「あっあっああ[image: ～][image: ～]!!」

　そして地蔵さんは膝をつき、ガックリと手をついた。

「……その煮に物ものは昨日の晩から下ごしらえして……ああ、その唐から揚あげはニンニク醬じよう油ゆで下味をつけたんだ。母に教わったお袋ふくろの味というやつなんだ。……それはうまいだろう、自信作なんだ」

　ブツブツと、ネコたちの胃い袋ぶくろに収まっていくお弁当のおかずを、それぞれ解説する地じ蔵ぞうさん。

　哀あわれです。なんだか哀れすぎて涙なみだが出てきます。これをどこかで見ているはずのりんごさんも、あまりの哀れさに涙を落としていることでしょう。

　しばらくしてその哀れな解説が終わった頃ころ、お弁当を食べ終わったネコたちが満足そうにニャーニャー鳴き始めた。これはごちそうさまとでも言ってるんでしょうか。

　その鳴き声に地蔵さんはうつろな声で答える。

「そうか……うまかったか……それはよかった」

　そんな、ネコと会話する哀れなドジッ娘こ地蔵さんを見て花はな咲さきさんは一言。

「………………ふむ」




　弁当を強ごう奪だつされて意気消しよう沈ちんした地蔵さんとお昼ご飯にありつけなかった花咲さんは、デート予定が書かれた紙に従い、女め神がみの池いけへボートに乗りに来ていた。

　この池のボートはもちろん二人乗りの手こぎボートだ。東京にあるどこぞの公園の池には、そこのボートに二人で乗ったら別れるという都市伝説があるらしいですが、ここにはそんなものはなく幾いく艘そうもの舟が恋人たちを乗せています。そんな中にひときわ場ば違ちがいな空気をまとった一艘の舟が。それはもちろん、

「…………」

「…………」

　地蔵さんと花咲さんの乗ったボートだった。

「あっあのな」

「なんだ？」

「いっいや、なんでもないんだ」

　会話も弾はずまず、ただ浮いているだけの二人。……なんかうまいこと言っちゃいました？　ほら、周囲から浮いているとボートが水面に浮いているという二つの意味があって…………すいません。

　ともかく、空気の重さでボートが沈しずむんじゃないかと心配になるほどの沈ちん黙もくが漂ただよっている。

　しかし、これではいけない、お弁当もダメになったし、散々迷めい惑わくをかけてきた。花咲の貴重な一日を私は潰つぶしてしまった。だから最後くらいは楽しく……もう、花咲といい仲になろうなんて思わない。自分のいいとこを見せようとも思わない。ただ最後にいい思い出を……。

　地蔵さんは最後の勇気と気力を振ふり絞しぼってどうにか笑え顔がおを浮かべると、先ほどのりんごさんの言葉を思い出して言った。

「きょっ今日は本当に、いっいい天気だな!!」

　よし、ここから会話をどうにか弾はずませてなんて考える地じ蔵ぞうさんですが……

　地蔵さんが口を開いた次の瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん雨が降り出した。

　ザ─────────

　その夏ならではの夕立に二人はびしょ濡ぬれになる。

　踏ふんだり蹴けったりや泣なきっ面つらに蜂はちどころの話ではない散々な状態に、もうどうしようもなくなった地蔵さんは、とうとう乾かわいた笑い声を上げた。

「ふふふふ……ははははは。なにからなにまで……」

　これはどう見ても楽しいから出た笑いではありませんね。そしてどうやらもうなにもかもあきらめ、あきれ果て、そして開き直った地蔵さんは花はな咲さきさんに言った。

「今日はすまなかった。……こんなおもしろみのない女といてもつまらなかっただろう？」

　そして頭を下げる。

「……今日は付き合ってくれて本当にありがとう。花咲には悪いが、私は楽しかったんだ。すごくうれしかったんだ。……さんざんヘマした私が言うことではないかもしれないが」

　その地蔵さんが無理に浮かべる笑え顔がおは痛々しくて……そんな地蔵さんを見た花咲さんは無言でボートを操あやつり乗船場へととって返す。

　そして、花咲さんは地蔵さんに言った。

「………………ちょっとここで待っていろ」

　花咲さんはそのままどこかに走り去ってしまう。

　地蔵さんはそれを見たあと……顔を歪ゆがめ、雨で涙なみだをごまかしつつ、その場を立ち去ろうとした。

　……が、そのとき携けい帯たい電話が鳴った。

『どこ行くんですの？』

　電話の相手はりんごさんだった。

「もう、ここにいても仕方ない……」

『……逃にげるんですの？　花咲先せん輩ぱいは待っていろって言ったんですのよ？』

「逃げる……逃げるか、そうだな。なにを言われるかはわかっている。私はそれを聞きたくないんだ。自分のことは自分が一番よくわかっているからな」

『自分は散々言いたいことを言って、逃げる。それはどうかと思いますの』

「……怖こわいんだ、私は」

　今日の自分の行動を思い出せば、嫌きらわれていないはずがない。せっかくの花咲の休日をこんなめちゃくちゃな一日にしてしまった。

『怖かろうがなんだろうが、地蔵先輩には聞く義務がありますの。花咲先輩を連れ出してきたのは地蔵先輩なのですから』

「でも……」

『まあ、いいですの。時間切れですし』

「時間切れ？」

『では健けん闘とうを祈いのりますのよ』

　りんごさんは一方的に電話を切り、地じ蔵ぞうさんがいぶかしげに顔を上げるとそこには傘かさを持った花はな咲さきさんがいた。

「花咲……」

　花咲さんはどうやら傘を買いに行っていたらしい。面食らっている地蔵さんに花咲さんは言った。

「傘はいるか？」

　しかし固まった地蔵さんは応こたえられない。そんないつかと同じ光景に……花咲さんはいつかと同じ言葉をかけた。

「…………瞬まばたき一回はイエス、二回はノーだ」

　パチパチパチパチ

　地蔵さんは驚おどろきで瞬きを連発する。

「…………ちなみに傘に入る場合は、恩返しが必ひつ須すだ。恩返しの方法は今までと同じでいい。まあ、その場合はやはり恩を返してもらいすぎなので、今回のようにお前の願いを叶かなえるということになるだろう」

　…………掃そう除じしてご飯作って時々デートに行って……それはいわゆる恋人関係ではないか？

　地蔵さんはびっくりして花咲さんを見つめる。

「お前は自分のことをおもしろみがないと言ったがな、ワシとしては正直おもしろかった。お前は相当おもしろいやつだぞ？」

　たしかに端はたから見ると地蔵さんはとてもおもしろいです。

「ものすごく便利だし、側そばにいられても不ふ愉ゆ快かいではないしな」

　そんな思いを、花咲さんはオブラートに包みすらしない。野球小こ僧ぞうらしくまさに直球。たしかにそれはそうなんでしょうけど、どう考えても都合のいい女ゲットーって感じなんですが……

「ほっ本当にいいのか？」

　それでも地蔵さんはうれしそうです。地蔵さんはやっぱりどこかおかしいです。

「まあ、野球のほうに時間が割さかれるから、お前のために使う時間はあまり取れないだろうがな。お前がそれでもいいのならだが」

「もっもちろんだとも！」

「ただまあ、これがどういう関係なのかはワシにもわからんが……恋人同士という関係になりたいのなら、どうにかワシを惚ほれさせてくれ」

「あっああ、わかった、努力する」

「では帰るぞ」

　そんなわけで、あり得ない過程を経てなぜかきれいにまとまってしまった二人は寄り添そい歩き出す。しばらくして雨はやんだが、二人はそのまま相あい合あい傘がさで歩く。先ほどまでと同じく会話はないが、先ほどとは違ちがって気まずげな空気はない。穏おだやかで、優やさしくて、温かい空気だった。

「なあ、花はな咲さき」

「……なんだ？」

「わっ私は……花咲を好きになってよかった」

　幸せそうな顔で地じ蔵ぞうさんがぽつりとつぶやいた。

「………………そうか。それにしてもお前は物好きだな。ワシは野球しか能がない男だ。そんな男のどこがいいんだ？」

　その言葉に地蔵さんは真面目まじめな顔で反論する。

「そんなことはない。花咲はすごくいい男で、私はそんな花咲に惚ほれた自分の男を見る目を世界中に誇ほこりたいほどだ。私はがんばっている人が好きだ。父は前言っていた、手を見ればその人物の人となりがわかる。花咲の手は硬かたくてごつごつしてる……がんばっている手で、私はそんな花咲の手が好きだ。あ、もちろん手以外だって好きだ。その、大人っぽいところとか、優しいところとか、好き嫌きらいしないところとか……」

　次々に語られていく地蔵さんの花咲さんへの想おもいに、仏ぶ頂ちよう面づらの花咲さんの顔がどんどん赤くなっていく。

　そんな地蔵さんの言葉に、花咲さんは心の中でなにかが動かされた音を聞いた。そして花咲さんは赤い顔のまま雨上がりの空を見つめ、地蔵さんに聞こえないほど小さな声でつぶやいた。

「…………まいった。本気になってしまいそうだ」


おしまい
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　　　地じ蔵ぞうさん現れたライバルにあわあわして変な風にがんばる







　むかしむかしあるところに、おじいさんとおばあさんがおったそうな……

　…………いや別に昔でも、おじいさんでもおばあさんでもないんですが、なんとなくそんなナレーションから始めたくなるカップルがベンチでお茶を飲んでいました。二人の側そばにはお弁当箱。どうやら昼食が終わり、まったりしているようです。

　そんなまったり空間を作っているのは、大おお柄がらで丸まる刈がりりですごく老ふけ……大人っぽい顔をしていて、眉み間けんに皺しわを寄せ仏ぶつ頂ちよう面づらをした、なぜだか枯かれた雰ふん囲い気きを漂ただよわせている少年。そして、少しお堅かたい雰囲気の切れ長な瞳ひとみと、赤い布で黒くろ髪かみを包んだお団子頭が特とく徴ちよう的な少女の二人です。

　どうやら食後のお茶を二人ですすっているようですが……どうにも縁えん側がわを幻げん視ししてしまうほどに空気が落ち着きまくってます。

「…………今日もうまかった」

「…………そっそうか、よかった」

　魔ま法ほう瓶びんから注がれた食後のお茶をすすりつつ少年がそう感想を漏もらすと、少女はうれしそうな顔をします。流れるのはゆったりとした静かな時間で…………なんかもう平成生まれの空気じゃありません。これは、もう昭和の空気です。下手したら大正です。大正ロマンです。二人は平成生まれですし、今いるのは御お伽とぎ学園高等部の校内なのですが……。

　ここで説明を入れておきますと、御伽学園とは御お伽とぎ花ばな市しに存在する私立の学園で幼等部から大学までを擁ようしていて、高等部だけでも三千人が在籍する巨きよ大だい学園です。

　成り立ちは、政財界にこの人ありとか言われたある金持ちの爺じじいが最近の若い者は!!　とぶち切れ儂わしが使える人材育ててやるわ!!　……と過か疎そに悩なやんでいた小さな街に乗り込み一から作り上げた学園なのです。使える人材を育てることに重点を置いているのでやることやってれば少々のことは許される自由な校風で有名です。人が多すぎて区別がつかないというとんでもない理由で制服の改造ＯＫ、生徒にある程度の自治が任されているために生徒会、文化系クラブの集まった文化会、体育系クラブの集まった体育会が予算を巡めぐり権力闘とう争そうに火花を散らし、さらには助け合いをモットーとする一見真っ当そうで実はそうではない変な組織が暗あん躍やくしているという、実に混こん沌とんとした学園になってしまいました。

　ただ爺のもくろみ通りその混沌にもまれることで有能な人材が多数輩はい出しゆつし、また爺の整えた教育環かん境きようのよさから幾いく多たの学校が林立することになり、今では市になるまで繁はん栄えいした御伽花市は一大学園都市として名をとどろかせるほどになったのです。

　そんな御伽花市にある私立御伽学園内の隅すみの辺りにある静かなベンチに、実に枯かれた……もとい落ち着いたカップルは座っていた。

「…………」

「…………」

　口数少なくただ並んで座っているだけの二人を、相変わらずの穏おだやかな空気が包んでいます。

　仏ぶつ頂ちよう面づらの少年とかすかに微笑ほほえむ少女。

　この実にほのぼのとして和なごむカップル、少年の名前は花はな咲さき仁じん、少女の名前は地じ蔵ぞう亜あ美みといいます。

　野球一筋ストイックで枯れた老ふけ顔がお花咲さんと、名前通りお堅かたい性格とお堅い貞てい操そう観念を持って男が苦手な地蔵さん。

　二人の人となりを知るための指針として、以下のような質問をしたとしましょう。

　Ｑ、なんで花咲さんはいままで彼女作らなかったの？

　すると花咲さんは仏頂面というかしかめっ面というかそんな感じの顔でこう答えるでしょう。

　Ａ、野球が忙いそがしくて時間がない、そもそも性欲は自分でどうにかできる。

　実にストイックというか、今時の若い者の発言ではないです。マジでただ者ではありません。

　そしてお相手の地蔵さんもおかしな娘むすめです。

　Ｑ、なんで今九月なのに冬服なんですか？

　こんな感じで質問したら、

　Ａ、女がはっ肌はだをむやみに見せるのは、そっその……はしたないだろう？

　みたいな答えが返ってくるでしょう。地じ蔵ぞうさんは超ちようがつくほど貞てい操そう観念がお堅かたいのです。

　こんな地蔵さんと花はな咲さきさんが、どうして仲良く昼食をとるような関係になったのかというと色々あったんです。…………たとえるなら短編一本ぐらい色々。

　……いやこれじゃあ不親切すぎますね。

　簡単に言うと地蔵さん傘かさ借りて、地蔵さん不法侵しん入にゆうして、地蔵さん「うきゅー」ってなって、地蔵さんエロ本見て、地蔵さん「デートを所しよ望もうする!!」となって、地蔵さんデートして、地蔵さん空回って、カップル成立めでたしめでたしってなったのです。

　…………なにがなんだかわかりませんね、なのでもう一度。

　ある雨の日に雨宿りをしていた地蔵さんはたまたま通りすがった花咲さんに傘を貸してもらったのです。その花咲さんの優やさしさに心奪うばわれた地蔵さんは、花咲さんに恩返しをしようと…………なぜか花咲さん家ちに不法侵入して掃そう除じをして料理を作って、それがばれたら花咲さんは地蔵さんをとがめることなくなぜだか今度はワシに恩を返させろと言い出して、地蔵さんがデートを所望したいと言ったのでデートすることになり、色々あって地蔵さんと花咲さんは仲良くなったのです。

　初めからこう書けですか？　すいません。詳くわしく知りたい方は前の話か、オオカミさんシリーズの３巻『オオカミさんと〝傘〟地蔵さんの恋』に載のってますので買って読んでください。

　まあ、そんなあざとい宣伝はおいといて、このお話はそんな愉ゆ快かいな地蔵さんと、おまけの花咲さんのラブストーリーなのです……たぶん。




「宇う佐さ見み、宇佐見っ!!　やった、花咲が……やったぞ!!」

　夏の甲こう子し園えん予選決勝が行われていた、とある野球場に大歓かん声せいが響ひびき渡わたった。

　そんな大歓声の中でいつもの凜り々りしいクラス委員長の姿をどこへやってしまったのか、地蔵さんは興こう奮ふんして隣となりに座っていたツインテールでゴスロリの宇佐見さんに抱だきつく。

「はいはい、見てますわよ」

　グラウンドでは花咲さんのいるマウンドにチームメイトが集まり喜びを分かち合っている。

　もちろん地蔵さんも大喜びで、喜びのあまりその瞳ひとみが涙なみだで潤うるんでいる。この暑い中いつも通り冬服だが、なぜかその雰ふん囲い気きは涼すずしげだ。それは地蔵さんがまとっている空気が凜りんとして涼やかなものだからで、その空気をもたらしている一番の要因は、鋭するどく輝かがやく切れ長の瞳ひとみだろう。

　……だが、今はその瞳も喜びの涙で潤んでしまっている。

「うう……花咲」

「まあ、今年の野球部はがんばってたみたいですし、報むくわれてよかったですわね」

「うん、花咲はすごくがんばっていたんだ。すごくすごくがんばっていたんだ」

　地じ蔵ぞうさんはずっと大好きな花はな咲さきさんのことを見守っていたんです。そう、野球部グラウンド近くの藪やぶの中で迷めい彩さいシートで身を隠かくし、オペラグラス片手に花咲さんを見守っていたのです!!

　そんな見守るを飛び越こえて、覗のぞきとか視し姦かんとかストーカーとしか言いようがない地蔵さんの行動ですが、なんでそんなことをするの？　と聞いたらこういう言葉が返ってくるでしょう。

『花咲の近くで直接応おう援えんするなんてはしたないことできるかっ!!』

　地蔵さんは貞てい操そう観念がなにやら変な風に発達している女の子なのです。

「はいはい、感動したのはわかりましたから、そろそろ泣きやみなさいな。疲つかれて帰ってきた旦だん那なをおめでとうと笑え顔がおで迎むかえてやるのが妻の務めですわよ？　そのときに涙なみだで真っ赤に腫はらした目で出迎えるつもりかしら？」

「だっ旦那？　妻っ!?」

　宇う佐さ見みさんから発せられたその素す敵てきワードに、地蔵さんは真っ赤になってぶつぶつ言い始める。

「いや、たしかに将来はそうなるといいなとは思うが、でもそうなるとしても、それはまだ先の話で……いやそもそも花咲とはそういう関係では」

「……………思い込んだらほかがまったく見えなくなるその一いち途ずさが、あみのすごいところですわね」

　まあ、浮気したりよそ見したりする地蔵さんは想像できませんよね。

　地蔵さんの隣となりに座った小こ柄がらなエセお嬢じよう、宇佐見さんは感心半分あきれ半分の言葉を発する。たしかに地蔵さんはちょっとばかり真面目まじめでお堅かたくて変ですが、純じゆん粋すいでまっすぐです。

「ああっ！　宇佐見、花咲がこっち来るぞ!?」

　そのとき地蔵さんが声を上げました。どうやら、選手たちが礼を言いに応援席のほうに走ってきたみたいです。

「手でも振ふってあげればどうですか？　喜びますわよ」

「そそそそうか？　ででででもはしたなくないか？」

「……手を振るのがはしたなかったら、この世にははしたないどころか淫いん乱らんな女しかいなくなりますわよ」

　手を振るぐらいでそんなことを言い出す地蔵さんに、宇佐見さんはあきれ顔になる。

「わわわわかった」

　そして地蔵さんは手を振る。…………………ほんのちいさーくですが。

　でもそんな地蔵さんを、走り寄ってきて応援席の前にほかの選手たちと並んだ花咲さんは一いつ瞬しゆんで見つけ、……かすかに頰ほほを緩ゆるませた。ほんのかすか[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]にですが。

　だが、地蔵さんはそんな花咲さんに感動する。

「はっ花咲がこっち向いて笑ってくれたぞ!!」

「……私にはいつも通りのしかめっ面つらにしか見えないのですけど」

　無む邪じや気きに喜んでいる地じ蔵ぞうさんに、微笑ほほえみを向けているらしい花はな咲さきさんを見ながら宇う佐さ見みさんは思う。

　お堅かたくて真面目まじめでちょっとおかしなあみと、いつも仏ぶつ頂ちよう面づらで不ふ機き嫌げんそうで老ふけ顔がおの花咲、最初はなんでこの二人が……とか思ったけど、すごくお似合いじゃない。今時のカップルじゃないけどね。

　なんて宇佐見さんは思いつつ、隣となりでうれしそうに手を振ふる地蔵さんを横目に拍はく手しゆを始めた。




　………………そんな地蔵さんが感激で大騒さわぎ（地蔵さん的には）している応おう援えん席から少し離はなれた場所で今回の波乱要因となる人物がグラウンド上を見つめていた。

「うふふふふ…………なかなかいい男じゃない。このアタクシが気がつかなかったとは……」

　焦こげ茶ちや色の髪かみを長く伸のばした少女が笑みを浮かべながら言う。少しばかり化け粧しようは濃こいかもしれませんが、それでも見苦しいほどではなく、間ま違ちがいなく美形の範はん疇ちゆうに入るそのお顔。少しばかりたれ目なのが玉に瑕きずかもしれませんが、これは好きずきでしょう。

　身にまとっているのは大きなリボンに長くボリュームのあるスカート。よくぞここまで!!　というくらい改造され原形すらとどめていない制服……というよりドレス。御お伽とぎ学園は制服の改造が認められているので問題はないのですが、これは実にやりすぎ感が漂ただよっています。学校でも浮きそうですが、この野球場ではさらに浮きまくってます。日ひ傘がさは差してますが暑いでしょうに……と、それはともかく、そんな場違いすぎるドレスを着た少女は、

「特にあの鍛きたえ上げられた身体からだはたまらないわね、あの厚い胸むな板いたに抱だかれてみたいわ」

　淫いん靡びに指先で唇くちびるをなぞりながらつぶやいた。

「決めた。次の男は……」

　その少女の視線の先には、老け顔をした球児、花咲さんが応援席に向かって礼をする姿が映っていた。




「あ、花咲」

　夏休みも終わり、新学期が始まって少し経たった頃ころ。残暑の中でも相変わらずの涼すずしげな空気をまとわせ校内をとことこ歩いていた地蔵さんは、遠くに花咲さんを見つけた。

　花咲さんはでかいので目立つのだ。背も高いし、筋肉で全体的にごついので。

　地蔵さんはうれしそうに花咲さんのほうに歩いていく。いつもの凜り々りしい表情は笑え顔がおに変わり、頰ほほなんかピンク色に染めちゃって、実にかわいくなってます。花咲さんを視界に入れただけでこれですよ。

　恋する少女の地蔵さんは少しだけ歩みを速める。本当は走りたいところだが、廊ろう下かを走るのははしたないし、廊下を走るなという校則を破るのははしたないし、女がばたばたあわてるのもはしたないので走れないのだ。手の中にはプリントの束もあるし、今はこれが精せい一いつ杯ぱい。それにこれでも、地じ蔵ぞうさん的には超ちよう特急なのだ。

「はっ花はな咲さき」

　地蔵さんは名前をつぶやきながら歩く。見た目優等生で中身も真面目まじめでお堅かたい地蔵さんは、先生にもクラスのみんなにも頼たよられる委員長なので、持っているプリントはクラスで配るものだろう。

　そんな委員長、地蔵さんは花咲さんに向かって脇わき目めもふらず歩いていき…………花咲さんのすぐ側そばにいる女生徒に気がついた。

　遠目にわかるほどにきらびやかなドレス風に改造された制服。スタイルもメリハリが利きいていて、なによりその女生徒は遠目にもわかるほどに美人だった。

　花咲さんの表情は角度的に見えないが、話している女生徒はすごく楽しそうで……地蔵さんはバサバサバサッと、お約束すぎる感じでプリントを落とした。

　花咲さんは野球部のエースですのでスポーツマン補正とかがかかり、まあ人気がないことはないんですが……ユニフォーム脱ぬぐと見た目おっさんですし、いつも仏ぶつ頂ちよう面づらで不ふ機き嫌げんそうで近寄りづらいですから、特定の女子と仲良くするということはあまりないのです。試合を見て、花咲君かっこいい!!　とか思っても学校で実物を見たら、深い仲になろうとはあまり思わないのです。それでも将来性を買ったのかオヤジスキーなのか近づこうとする猛者もさはいましたが、今のところ花咲さんを落としたという話は聞きません。というか落とされてたらこのお話は終わります。

　だからまあそんなわけなので、こんな女の子と仲良く並んで歩く花咲さんという光景を地蔵さんは見たことがなくて、大ショックを受ける。

「……はっ花咲？」

　噓うそだと思いたかったが、地蔵さんの目には間ま違ちがいなく女生徒をつれて歩く大好きな花咲さんの姿が映っている。しかも楽しそうなのだ。

　それは地蔵さんの主観でしかないのですが、地蔵さん的にはそれが真実で、

「………………うっ」

　地蔵さんは急いでプリントを拾い集める……がうまく集められない。動どう揺ようで身体からだが震ふるえているのだ。

「………………ううっ」

　地蔵さんはなぜだかにじんだ視界で花咲さんを見る。胸が締しめつけられるようで……その場にいるのが耐たえられなくて……地蔵さんはどうにかプリントを拾い集めると、逃にげるようにその場を歩き去った。この期ごに及およんでも歩いてる地蔵さん、生徒の鑑かがみですね。




「ううううううううううううううう宇う佐さ見み!!」

　眠ねむそうに小こ柄がらな身体を机に突つっ伏ぷしていたツインテールの小柄な少女……宇佐見さんにどこからか早歩きでやってきた地じ蔵ぞうさんが叫さけんだ。優等生な地蔵さんはパニックになっても廊ろう下かを走りません。……早歩きが精せい一いつ杯ぱいなのです。

　そんなあわあわしてる地蔵さんに、眠ねむくて不ふ機き嫌げんそうな顔で宇う佐さ見みさんは聞いた。

「……いったいなによ？」

　このやる気なさそうにだれたロリ美少女宇佐見さん、正式名めい称しよう宇佐見美み々みさんは冒ぼう頭とうの野球場のシーンで出てきたお嬢じよう言葉のロリと同一人物です。……いやマジで。

　外見実にロリで着ている制服も真っ白なゴスロリ服に改造されてて見た目は実にかわいらしい娘むすめさんで、長いツインテールはなにやらうさぎの耳を彷ほう彿ふつとさせます。

　そんな宇佐見さんは以前、その格好通り猫ねこというかうさぎかぶって清純派ロリを気取ってたんですが、見るも笑い語るも笑いなとても楽しい……じゃなくて悲しい出来事がありまして、その真っ黒くろうさぎな本性がばれちゃったのです。

　それでもしばらくは冒頭のシーンみたいに意地で白うさぎ気取っていたんですが、夏休みの終わり頃に色々あって白うさぎの皮は剝はがされて、夏休み明けに登校してきてみたら、今みたいに本性真っ黒くろうさぎになっていました。周囲もびっくりな、実に劇的な変わりようです。だって以前の宇佐見さんは、冒頭のように何々ですわおほほほ～みたいな感じのお嬢様口調だったんですから。おかげで今は、どう対処したらいいのかわからなくなったクラスメイトに遠巻きに眺ながめられる毎日でして、今クラスで仲良くしているのは地蔵さんほか数人くらいなのです。

　まあ、話を元に戻もどして、今はパニクる地蔵さんです。

「あああああああああああああああのあのあの」

「ちょっとは落ち着きなさいよ。はい息止めて」

「あっああ。………………………………………」

　地蔵さんは素す直なおに息を止める。

　いやいや宇佐見さん、そこは深呼吸と言うところでしょう。

　酸素の供給を絶たれた地蔵さんのお顔は真っ赤になっていき、少しして限界が来た。

「…………ぷはっ!!」

　荒あらい息をつく地蔵さんに、宇佐見さんはあきれ顔で言う。

「冗じよう談だんよ」

　……宇佐見さんは間ま違ちがいなくＳですね。

「……というかおかしいと思いなさいよ」

「…？　……??」

　自分がからかわれたことに気づいてない地蔵さんは、真っ赤な顔ではてなマーク浮かべている。

「じゃ、今度は深呼吸」

「あ……ああ……すぅーはぁーすぅはぁー」

　宇佐見さんの言葉に今度も素直に従い、地蔵さんは大きく深呼吸する。

　それにしても宇う佐さ見みさん、腹黒いロリってまぁ相変わらずどこかの誰だれかとキャラがかぶってる感じなんですが…………激しく気にしない方向で。

　ともかく見た目は白うさぎ、本性は黒うさぎな宇佐見さんに、深呼吸でどうにか落ち着いた地じ蔵ぞうさんが泣きそうな顔で言った。

「花はな咲さきが……花咲がおっ女と歩いていたんだ!!」

「たまにはそんなこともあんでしょ。花咲はうちの学校の有名人の一人なんだから」

　そう、惜おしくもベスト16で破れはしたが、花咲さんは御お伽とぎ学園野球部を甲こう子し園えんに連れていった立役者の一人なのだ。ヒーローなのだ。

「なんだか楽しそうに話して、腕うでを組んでいたんだ!!」

「まじで？」

　そのびっくり情報を聞いて宇佐見さんは考える。

　あの仏ぶつ頂ちよう面づらがデフォルトな花咲が楽しそうに話すなんてのはあり得ないので、楽しそうにというのは女が一方的に話していたということね。腕を組んでいたというのは、まあ無理矢理抱だきついたということで、たぶん胸を押しつけるなどして色いろ仕じ掛かけをしているということに違ちがいない。一見取っつきにくそうな花咲にそんなことをする理由、その女が実は花咲の生き別れた妹だったとかいう衝しよう撃げきの展開を除けば考えられるのは一つ……

「ふ～ん、要するに色仕掛けであみと入れ替かわって、正妻の座につこうとしてるやつが現れたわけね」

　宇佐見さんはあっさりと言った。

　しかしその発言に地蔵さんは焦あせる。

「そそそそんな!!」

「安心しなさいな。あの花咲が、有名になったらいきなり言い寄ってくるようなミーハー女になびくとは思わないわ」

「いやでも、男の人は……その……据すえ膳ぜん食わぬは男の恥はじとかいって、浮気してしまうんだろう？　そして、浮気が本気になったりも……」

　赤い顔してもじもじしながらそんなことを言う地蔵さんに、宇佐見さんはため息混じりに言った。

「………………あんたのお姉さんに今度一言言っておきたいわ、妙みような知識ばかりあみに詰つめ込むなと」

　地蔵さんは六人姉妹の末っ子で、姉たちに『男なんて、男なんて[image: ～][image: ～][image: ～]』と偏かたよった情報を与あたえられているために、こんな感じで男に対してダメな偏へん見けんを持っているのだ。……まあ、完全に間違ってもいないんでしょうが。

「それでも、花咲の気持ちはあんたに向いてんでしょ？　自分の部屋にあみを入れるくらいなんだし」

「そっそうか？」

「ご飯とか作ってるんでしょ？」

「ああ、そうなんだ。以前、花はな咲さきは近くの食堂で食べていたんだが、栄養バランスを考えずにただ食べたいものを食べていたらしくてな。まあ、食堂は食堂で栄養バランスを考えてはいたんだろうが、不特定多数向けだからな。量も足らなかったらしいし。だから、花咲の味の好みや体調に合わせて作っているんだが、最近とても身体からだの調子がいいらしいんだ。おかげで勝てたとかも言われたし、作ったかいがあったというものだ」

　地じ蔵ぞうさんはうれしそうにうんうんうなずく。

「へ～、結構仲良くしてるんじゃない。あの無愛想なおっさん顔がいったいどんな愛の言葉をささやいてるのかは興味が尽つきないところだけどね」

　興味津しん々しんって感じの宇う佐さ見みさんのつっこみに、地蔵さんはなにやらきょとんとした顔で答えた。

「言われてないぞ？　想おもいを伝えたのは私からだからな」

「……だからって向こうがなんも言ってないことはないでしょう。というか言わないでどうして恋人同士みたいな関係になんのよ」

「でも、言われていないんだが？」

「好きとも大好きとも愛してるとも？」

「ああ。そもそも恋人という関係じゃないからな」

「………………じゃあ、なんであんたは花咲の部屋に入いり浸びたってるの？」

「私が無理を言って押しかけて、側そばにいさせてもらってるだけなんだ。だから……花咲の気持ちがどこにあるのかは私は知らないんだ。でも……」

　でも私は花咲のためになにかができるだけで十分幸せ……なんて幸せそうな顔をしている地蔵さんに、宇佐見さんは下を向く。

　あっあのおっさん面づらぁ～、あみを都合のいい女扱あつかいしてくださりやがって、冗じよう談だんは顔だけにしなさいよ。あんたが女をえり好みできる立場だとでも？　あみはあんたにもったいないくらいなのに、ちょっと告白されて尽つくしてもらってるからって図に乗りまくって、本当ならあんたが「あみ様、どうかこの私と付き合ってください」と土下座する側がわでしょうが。そもそも……

　真っ黒くろうさぎの宇佐見さんはこんな非常に乙女おとめっぽくない思考ののちに、低い声でつぶやいた。

「……………………………………ってやるわ」

　その言葉が聞き取れなかったらしく地蔵さんは宇佐見さんに聞き返し、

「………………なんだ？」

「………………私が花咲に一言言ってきてやるって言ってんのよ!!」

「おっ落ち着いてくれ宇う佐さ見み」

「あみはいいのっ!?　そんな都合のいい女扱あつかいされて!!」

　宇佐見さんはびしっと地じ蔵ぞうさんに人差し指を突つきつける。

「いいんだ、私はただ花はな咲さきの側そばにいられるだけで」

　だが、地蔵さんはそう言って儚はかなげに微笑ほほえむ。

「うぐっ…………」

　地蔵さんのその純真な笑みに、宇佐見さんは二の句が継つげなくなる。

「それに、花咲は私に言ったんだ。ワシを惚ほれさせてくれと。だから私にできるのは花咲の気持ちが少しでも私に向くように努力することだけ。ほかの娘こに気持ちが向いたなら……それはすごく悲しいことだが……仕方のないことだし、おとなしく身を引くつもりだ。好きになってもらえないとしても……せめて嫌きらわれずにいたいからな」

「………………」

「そう、そうなんだ。先ほどは思わず取り乱してしまったが、重要なのは花咲の気持ちで、花咲が幸せなら私は……」

　自分に言い聞かせている様子の地蔵さん。地蔵さんのその手はきゅっと握にぎりしめられていて、強がっていることは丸わかりです。自分の気持ちを抑おさえつけてまで好きな人のことを想おもっている地蔵さん……でも、そこまでけなげだとなんか可か哀わい想そうですね。

　だからこそ許せなかったのか宇佐見さんがものすごく低い声で言った。

「………………………………………………そう」

　なにをどうしたらこの現代にこんな古風でいい娘が育つのかはわからないが、こんないい娘が幸せになれないなんて許せない。なにより、この娘は私の友達だ。本性を現しても……自分を偽いつわり黒い中身を無理矢理白く染めていたことを知っても、前と同じように接してくれる親友なのだ。

　宇佐見さんはそんなことを考えながら黙だまり込む。そんな宇佐見さんに地蔵さんはおそるおそる声をかける。

「うっ宇佐見？」

　そこで宇佐見さんはなんだかものすごく怖こわい顔で、ツインテールの片方を手で弄いじりながら言った。

「…………あいつは、ワシを惚れさせてくれと言ったのね？」

「あっああ」

　地蔵さんはそう答えるが、宇佐見さんから発せられるオーラに引いちゃってます。

「わかったわ。…………ふん、なら思いっきりあみに惚れさせてやろうじゃないの」

　目が据すわりまくって、なにやらすごみすら感じさせられる宇佐見さんがにやりと笑った。

　実に黒いロリです。

「花はな咲さきに嫌いやってほどあみのかっわいらしさを見せつけて、『これからもずっと一いつ緒しよにいてくださいあみ様』とか土下座状態で言わせてやるわ!!」

「いやそれはさすがに……」

　土下座の花咲……それは嫌だと、地じ蔵ぞうさんは口を挟はさみますが……

「安心しなさい。ジャンピング土下座させるのは、今いま更さらながらに現れたらしい泥どろ棒ぼう猫ねこをやっつけたあとだから」

　土下座の難易度がなぜか上がってます。

「となれば、花咲をどうメロメロにするかを考えつつ、花咲を狙ねらっている泥棒猫の情報収集ね」

　宇う佐さ見みさんはまったく聞く耳を持っていない。あのツインテールはうさ耳っぽいですけどただの髪かみなのです。

「いや、だから……」

「ふふふふ、燃えてきたわ。どこのどいつか知らないけど、正々堂々背後から忍しのび寄って、あることないことばらまいて、そいつの周囲をどこぞのブログのごとく炎えん上じようさせて、奥歯をかちかち言わせてやるわよ!!」

　宇佐見さんはおろおろしている地蔵さんを無視して、実に策士的な言葉を叫さけんだ。背後からの不意打ちを正々堂々と言える宇佐見さん、やっぱり黒いです。

「その……」

　あと、やっぱり地蔵さんはスルーです。いや、一応ヒロインなんですが。




「……邪じや魔まするわよ」

　御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会、通つう称しよう御伽銀行のプレハブでできたボロボロの小屋にやって来た宇佐見さん。

　ここは、皆みなさんご存じの……すいません、ちょっとうぬぼれがすぎました。

　ここは、オオカミさんシリーズを読んでくださっている皆さんならご存じの、生徒間の助け合いを推すい進しんするという崇すう高こうな目的のために設立された、怪あやしい組織の本拠地です。なぜ怪しいがつくかはまたあとで。

　宇佐見さんはそんな怪しい組織の小屋の扉とびらをノックする。入るのを促うながす声が聞こえ、宇佐見さんが扉を開くと、部屋の中でパソコンに向かっていた一人の女生徒が顔を上げ……開口一番言った。

「あら、宇佐見さんですか。先日はお世話になりました」

「………………それは皮肉？」

「いえ、滅めつ相そうもない。まあ、それはともかくお久しぶりです」

　その女生徒はショートカットで眼鏡をかけていて、なにやら二本の髪の毛が触しよつ角かくのように伸のびている。制服もスーツ風に改造されていて、なんかもう秘書っ!!　て感じです。しかもなかなかのクールな美人さんです。ちなみに名前を桐きり木きアリスさんといいます。

「お久しぶりってほど時間は経たってないと思うけどね」

　笑え顔がおとも苦笑ともつかない顔で二人は見つめ合う。

　最近宇う佐さ見みさんが真っ白しろうさぎの皮を脱ぬぐことになった、夏休み終わりに起きた出来事というか事件で、宇佐見さんとアリスさんは色々あったのです。

「それで、今日のご用件は？　お茶ぐらいなら付き合いますが？」

「私とあなたはそんな仲でもないでしょうに」

「それもそうですね」

　と、言いつつも二人はなにやら楽しそうな笑みを浮かべる。

　そう、宇佐見さんとアリスさんは友達ではありません。友達ではなく……戦友って感じなのです。宇佐見さんが策士策におぼれる感じで騙だまされて、おかげで宇佐見さんと巻き込まれたアリスさんの二人は一いつ緒しよに鬼おにさんたちに追いかけ回されることになり、色々あったあとにどうにかこうにか逃にげきることに成功したのです。詳くわしくはオオカミさんシリーズの６巻参照です。

「……で、今日来たのは欲しい情報があるからよ」

　その宇佐見さんの言葉で、アリスさんはお仕事モードになる。

「知っていると思いますが、我々の力を借りるということは、無む償しようではありませんよ？」

「わかってるわよ。そんなことは重々ね」

　それがわかっているにもかかわらずなぜここに助けを求めに来たのかというと、自分一人では欲しい情報がまったく集まらなかったからだった。

　花はな咲さきを狙ねらっているらしいあみの恋こい敵がたきの情報収集。私立御お伽とぎ学園は人数が高等部だけでも三千を超こえるマンモス校だけあって探すのは難しいか……と宇佐見さんは思ってたのだが、そんなことはなかった。その噂うわさの泥どろ棒ぼう猫ねこさんは実に目立ったからだ。

　花咲さんに寄ってくるドレス姿の女、そんなのが何人もいてはたまらない。

　というわけで、相手の正体を突つき止めた宇佐見さんだが、そこからが問題だった……。
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　さて、宇佐見さんは花咲さんにつきまとう泥棒猫をついに見つけた。家政婦が見てる勢いでドレスの少女を観察してみたが、その少女はいつも一人で仲のいい人はいないようだ。他人との接せつ触しよくは授業の間の休きゆう憩けい時間などに花咲さんの許もとに現れて色々話して帰っていくくらいのようだ。花咲さんの行動を把は握あくしているのか、昼休憩や放課後には会いに行かない。派手な外見に似合わず気を遣つかうタイプらしい。

「……なるほど、だからあみとあの女が顔を合わすことがなかったのね」

　地じ蔵ぞうさんはクラス委員長なので休きゆう憩けい時間に色々やることがあるし、わざわざ隣となりの教室にまで花はな咲さきさんに会いに行くなんてことははしたなさすぎてできないこともあり、昼休憩くらいしか一いつ緒しよにいない。なので入れ違いになって二人が直接顔を合わすことはなかったのだ。地蔵さんが二人が一緒にいるところを目もく撃げきしてしまったのは本当に偶ぐう然ぜんだったのだろう。

　で、次に宇う佐さ見みさんはドレス少女のクラスメイトに名前や人間関係等々を聞いてみた。

　色々聞いてわかったことは……

「名前は田た貫ぬきまことか……というか、あいつ友達少なすぎね。詳くわしい話が聞ける相手がいないなんて、どんだけよ。おかげで肝かん心じんなことがわからないったらありゃしない」

　……名前と、友達がいないことと、体育の時間は休むことくらいで、そのほかのことは全然わからなかったのだ。友達の少なさという点では宇佐見さんも負けてないですが、そのへんのことは思いきり棚たなの上に放ほうり投げたようです。

「うーん、もう少しあの女のことが知りたいわね」

　クラスメイトに聞いても、表面的な当たり障さわりのないことは教えてもらえるけど、深いところはまったくわからなくて、このままではどうにもならない。敵を知り己おのれを知ればなんとやらとか昔の偉えらい人が言っていたように、相手を知らなければ対策を立てようもないのだ。特に今回は、あみの恋の行方ゆくえがかかっている。万全を期して、あみと入れ替かわろうとしている泥どろ棒ぼう猫ねこというか泥棒狸たぬきをかちかち燃やして、そのあと花咲に好きだと言わせないといけないのだ。

　そう考えた宇佐見さんは、最後の手段に出ることにした。

「こうなったら仕方ないわね。……気はあんまり進まないけど」




　……はい、回想おしまい。

　というわけで、宇佐見さんは御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会、通つう称しよう御伽銀行にやって来たわけなのです。以前なら宇佐見さんがここに来るなんて考えられなかったんですが、色々あって御伽銀行に対するわだかまりが小さくなりましたからね。

「それで欲しい情報とは？」

「ある女に関する情報が欲しいのよ。あんたら情報をしこたま集めてんでしょ？」

「そうですね、御伽学園学生相互扶助協会は貸しを貯ため、それを用いて助け合いの仲ちゆう介かい斡あつ旋せんをする組織ですが、同時に情報も集めています。円えん滑かつに助け合いを仲介斡旋するためには情報が不可欠ですからね」

「だからまあ、こうやって下した手てに出て力を借りに来たわけよ」

　宇佐見さんはない胸を張る。そんな宇佐見さんにアリスさんは言った。

「どう見ても下手には見えませんが」

「…………」

　クールに言われて頰ほほがぴくぴくする宇佐見さん。実に微び妙みような空気が流れますが、アリスさんはまったく気にしていないようだ。

「……まあいいわ。二─Ｆの田た貫ぬきって知ってる？　私はそいつの情報が知りたいのよ」

「存じていますが……宇う佐さ見みさんが田貫さんの情報を欲しがる理由はなんですか？」

　その問いに宇佐見さんは散々躊ちゆう躇ちよしたあと聞いた。しかもちょっとかわいく。

「………………………………言わなきゃダメ？」

　いえ、ちょっとどころじゃありませんね。その大きくてつぶらな瞳ひとみは潤うるんで、かしげた小首はプリティーさを倍増させていて、体の小ささやそのかわいらしい服装も合わせればちょーかわいいです。子こ猫ねこや子犬や小動物が持つ、護まもってちょうだい～かわいがってちょうだい～ってな感じの媚こびたかわいさです。さすが昔ファンクラブを持っていただけのことはあります。が、

「言わなきゃダメです。悪用されては困りますから」

　アリスさんは取りつく島もない。というか女相手にかわいこぶりっこしたって意味ないですよ、宇佐見さん。

「ちっ」

　あと、舌打ちはもう少し小さくしないと。

　アリスさんにばっさり切られた宇佐見さんは、仕方なくぽつぽつと理由を話し始めた。

「あみ…………地じ蔵ぞう亜あ美みって知ってるでしょ？」

「ええ、知っています。以前、後こう輩はいたちが依い頼らいを受けましたし」

　ちなみにその依頼、御お伽とぎ銀行の中では花はな咲さきさん家ちのブラウニー事件という妙みような名前がついていたりします。少し前に起こった……具体的にいうとオオカミさんシリーズ３巻あたり、もしくはこの本の第一話目で起こった、地蔵さんと花咲さんが仲良くなった事件のことです。

「なら、花咲とくっついたのも知っているでしょ？　まあ、厳密に言えばくっついてないらしいんだけど、めんどくさいからスルーで」

「はい」

「それでその花咲が、最近有名になっちゃったじゃない？　だからか、田貫とかいう泥どろ棒ぼう猫……この場合は泥棒狸たぬき？　が、あみと入れ替かわって本妻の座に座ろうとしてるらしいのよ。その対策を練るために相手のことを詳くわしく知ろうと思ったわけ、入れ替わりは絶対阻そ止ししないと。…………友達としては、あみには幸せになって欲しいじゃない？」

　そこで恥はずかしそうに頰ほほを染めそっぽを向いた宇佐見さんに、アリスさんはかすかに頰を緩ゆるめた。宇佐見さんは黒っぽく見えて黒くなりきれない人なのです。タイプでいうなら最初は敵だったくせに、ストーリー最後のあたりでは仲間になっているタイプでしょうか。

「なるほど……そういうことならばわかりました。少々お待ちください」

　そしてアリスさんはパソコンに向かってなにがしかの操作をすると、すぐ側そばのプリンターが印刷を始めた。

　その最中にアリスさんは注意をし始める。

「これから見る情報は他言無用でお願いいたします。さらに言えば、もしこの情報を悪用した場合は、それ相応の報むくいを受けていただくことになっております。報いの内容については、目には目をという対応を取らせていただくと思っていただければよろしいかと」

　変なことに使いやがったらあんたの個人情報ばらまくぞと脅おどすアリスさんに、宇う佐さ見みさんは冷ひや汗あせ混じりにうなずいた。

「……肝きもに銘めいじておくわ」

「そしてこのたびのことは、貸しとさせていただきますので、私どもが宇佐見さんに助力を頼たのんだ場合は貸しを返していただく……力を貸していただくことになります。拒きよ否ひ権は基本的にありません。貸しの返済に関しては、情報でもかまいません。その場合、普ふ通つうは返済完かん了りようまでにいくつもの情報をいただくことになりますが、得がたく貴重な情報ならば、一度で貸し借りが相そう殺さいされるでしょう。説明は以上です。ご承しよう諾だくいただけますか？」

「いいわ」

　宇佐見さんは神しん妙みようにうなずく。

　このあたりのアリスさんの言葉が、御お伽とぎ銀行が助け合いという崇すう高こうな理念を掲かかげているにもかかわらず、周囲から怪あやしい組織と思われている理由でしょう。

　本人の意志を無視して無理矢理助け合わせるのは、助け合いとなんか違ちがうんじゃね？　って感じですか。

「それでは、お望みの情報はこちらです」

　プリンタから吐はき出された紙を、アリスさんは宇佐見さんに差し出す。

　宇佐見さんはそれに目を通し……見間違いとでも思ったのか目をこしこしとこすったあと再び目を通し、間違いでないと理解したのちに思わずつぶやいた。

「……これマジ？」

「マジです」

　アリスさんはうなずく。そしてアリスさんは出番は終わったと、宇佐見さんから視線を外しパソコンに向かう。

「…………いや…………なんというか…………驚おどろいたわ………………マジで」

　それだけ衝しよう撃げき的なことが書いてあったのか、宇佐見さんの小動物みたいにかわいいお目々はまん丸になっている。

「でも、これなら花はな咲さきがなびくことはたぶんないから……となるとこの状じよう況きようを利用して、いかにあみをたきつけるかね。そして、どうにかして花咲に好きと言わせること……」

　宇佐見さんは考え込む。そんな宇佐見さんにアリスさんはパソコンに向かったまま口を開く。

「これは独ひとり言ごとですが…………花咲さんの地じ蔵ぞうさんへの想おもいは疑いようのないもののようです。野球部の練習が終わったあと、まるで新しん婚こんの旦だん那なさんのように寄り道もせずまっすぐ帰る。野球部員に対しては、のろけともとれる発言をしているようです。『亜あ美みの作る食事はうまいし栄養バランスも考えられている、おかげで身体からだの調子がいい』という感じですね。まあ、あの性格ですし、のろけというよりは単に事実を話しているだけでしょうが、受け取る側がわがのろけととればそれはのろけです。

　それに、甲こう子し園えんのあと、田た貫ぬきさん以外にも花はな咲さきさんに目をつけた方が何人か告白したようですが、全員玉ぎよく砕さい。断りの文句は『ワシには好きな相手がいる』だそうです。その好きな相手というのは言わずもがなですね」

　独ひとり言ごとにすることで、これは貸しじゃないよ？　なんて、アリスさんは言ってるのです。クールですが実はいい人です。

　そんなアリスさんに宇う佐さ見みさんはにやりと笑う。

「こっちも独り言だけど、そこまでわかってるんなら、あとは無理矢理にでも話し合わせるだけでうまくまとまりそうね。花咲にあみのことをどう思っているか聞くだけで終わるし。

　だけど……どうせなら、あみががんばってハッピーエンドって方向に持っていきたいわね。あの娘こいい子すぎてどうにも……ね。なんというか花咲が幸せならそれで幸せって、それはそれでかまわないけど、それと同時に自分の幸せを考えないといけないわよ。あの娘の幸せが、花咲にとっての幸せになるだろうし」

　なんだか会話が成立していますが、たまたまです。だって二人ともただ独り言を言ってるだけですしね。愉ゆ快かいな二人のためにそういうことにしておいてください。

「そうですね。彼女は少し自分に素す直なおになるべきです。はしたないから～と引いてばかりですから。少し引いて惚ほれた男についていくというのは大和やまと撫子なでしこっぽくていいかもしれませんが、彼女は引きすぎていますからね。距きよ離りが開きすぎてついていくというより別々に歩いているという感じになっているように見えます。もっと歩み寄らないと…………独り言ですが」

「……よし！　ありがと、助かったわ！」

　考えがまとまったのか、宇佐見さんは座っていたソファから勢いよく立ち上がると、ばたばたというかぴょんぴょんといった感じで走り去った。

　そんなあわただしい宇佐見さんを見てアリスさんは苦笑する。

「騒さわがしい人ですね。……でも、宇佐見さんらしいといえばらしいですか」

　そして何事もなかったように宇佐見さんが来る前にやっていた作業に戻もどった。アリスさんはやっぱりできる女って感じですね。




「……へぇ、これが花咲の部屋ね」

　辺りを見回して宇佐見さんが言った。

「あみが管理してるだけあってすごくきれいじゃない」

　どうやら初めて入る部屋に興味津しん々しんなご様子です。

「元からこういう感じだったぞ？　そもそも物が少ないしな」

　この二人の会話からもわかるように、今二人がいるのは花はな咲さきさん家ちだ。

「ふーん、じつに野球馬ば鹿かって感じな部屋ねぇ」

　家具や服は最低限で、棚たなに飾かざってあるのは野球のボールにトロフィー、賞状などなど。

「それにしてもホントにやるのか？」

「ちゃんと花咲に許可取ったじゃない」

「でも噓うそは……」

「噓じゃない！　ちゃんと勉強してるじゃない、恋のお勉強を。まあ勉強というか作戦会議だけど、あんまり変わらないでしょ」

「……変わると思うが」

「細かなことは気にしない！」

　いつぞやの地じ蔵ぞうさんとは違ちがい、花咲さんに許可を取ってこの部屋に侵しん入にゆうした宇う佐さ見みさんと地蔵さん。どうやって許可を取ったのかというと『私もあみも兄妹きようだいが多くて自分の部屋というものがないし邪じや魔まが入るから、宿題したいんだけど一いつ緒しよに勉強できないのよ。だから部屋貸して？』と言って宇佐見さんが頼たのんだのだ。すると、花咲さんはあっさり了りよう承しようした。実際はまあ宇佐見さんの言葉通り今後どうするかの作戦会議なのですがね。

　というわけで……

「あ。エロ本」

　宇佐見さんは容よう赦しやなく現場の下見をしている。

「……隠かくす気すらないわね。あみがほとんど毎日来るってのに、ここまで堂々と本棚に入ってるとは、ある意味男らしいわ。……どれどれ」

　とりあえず、地蔵さんに積極的にアプローチさせて花咲さんをメロメロにするために、宇佐見さんとしては現場が見たかったのだが……もう少し遠えん慮りよとかしませんか？　女の子なんですし、エロ本を嬉き々きとして見るのはやめましょうよ。

　真面目まじめな地蔵さんは、もちろんそんな宇佐見さんを注意する。

「みっ見るな、プライバシーの侵しん害がいだぞ！」

　ちなみにこの地蔵さん。花咲さん家に不法侵入して一人でエロ本読んでた過去を持ってます。

「いいじゃない、ここまで堂々と置いてあるんだから…………むむむ、花咲はお姉さん系、しかもおっぱいの大きいのが好みか」

　そこで宇佐見さんは地蔵さんの胸を見て容よう赦しやなく言った。

「……足りないわね」

「はうっ!!」

　気にしているところを突つかれて、地蔵さんは胸を押さえる。たしかに足りません。ないわけではなくやや控ひかえめって感じなのですが、平均を下回っているのはたしかでしょう。

「ま、それはわかりきってたことだけど」

　そこで、宇う佐さ見みさんは地じ蔵ぞうさんのほうに向き直る。

「あみ、あんたは積極的にならないといけない。あんたは花はな咲さきを振ふり向かせたいんでしょ？」

「あっああ」

　宇佐見さんの真面目まじめな表情とその声に、地蔵さんはちょこんと正座してうなずく。

「なら、少々のことは気にしない。……で、花咲をメロメロにするにあたり、あんたの有利なところは？」

「……いや、わからない……というかあるのか？　その……私は……あの……薄うすいし」

　地蔵さんは落ち込む。先ほどから足りないとか薄いとか言ってますが、何度も言うように地蔵さんは少々小さいかな？　でも今後の成長が見込まれますよね？　って感じなので別に気にすることもない気がするんですがね。グラビア女優を相手にするのが悪すぎるだけで。だって、グラビア女優とじゃなくて某ぼうおおかみさんと比べたなら、もう地蔵さんだってたっぷりですから!!

　……話がそれました。ともかく、宇佐見さんは地蔵さんにびしっと言う。

「なに言ってんの！　花咲の家に入り込めることでしょうが！　ここどこだと思ってるの、花咲の部屋よ？　ここに入れる女はあんただけなのよ？　そもそもあんたに胸がないことなんか花咲は重々承知でしょうがっ!!　今いま更さらそんなこと気にしてどうすんの」

「はぅう……」

　落ち込む地蔵さんは切なげに自分の胸を見下ろしている。

　端はたから見てたらおもしろかわいい光景なんですが、地蔵さんとしては大問題なのだ。

　ただ、宇佐見さんは地蔵さんをへこまそうとしているわけでもないので、救いの手を差し伸のべる。

「だから、家に入り込めるということを最大限に利用しなさいよ」

　地じ獄ごくで仏とはこのことか、突つき落とされたあとに垂たらされた蜘蛛くもの糸に、地蔵さんは思わず縋すがりついてしまう。

「……ぐっ具体的には？」

　……人ってこうやって騙だまされるんでしょうね。

「むっふっふっ……知りたい？」

「あっああ」

　地蔵さんはぶんぶん首を縦に振る。

　なんかコーチと選手というか、教祖と信者という感じです。

　宇佐見さんは、持ってきた鞄かばんからなんかを取り出し言った。

「これ着て料理。もちろんエプロンつけてよ」

　宇佐見さんが取り出した物を見た地蔵さんは、一いつ瞬しゆんでギブアップする。

「むっ無理だっ!!」

　衝しよう撃げき的すぎて信心も一いつ瞬しゆんで吹ふっ飛んだらしいです。

　ちなみに宇う佐さ見みさんが取り出したのは、チューブトップにホットパンツ。これでエプロンつけたら……正面から見たら、裸はだかエプロンです。宇佐見さんは地じ蔵ぞうさんになんて素す敵てきな……もとい、なんてものを着せようとしているのでしょう。

「これなら、いかに枯かれておっさんな花はな咲さきでもいちころよっ!!」

　ちなみに花咲さんの名めい誉よのために言っておきますが、花咲さんは見た目は老ふけてておっさんですが枯れてはいません。ナニがとは言いませんが年相応で枯れてはいません。中身はちゃんと思春期です。

　それに宇佐見さんあなた、先ほど花咲さんのエロ本見たじゃないですか。枯れてたらあんなもん必要ないですよ。

　って、そんな花咲さん擁よう護ごはともかく、地蔵さんは青い顔でふるふる首を振ふる。

「ぜっ絶対無理だ。はしたなさすぎるし、恥はずかしくて死んでしまう」

「なんでよ。外なら無理だろうけど、部屋の中には花咲しかいないのよ？　なら別にいいじゃない」

「…………それは……たしかに」

　花咲さんにしか見られないと聞かされ、地蔵さんは少しだけ落ち着く。

　たしかにその通りだ。部屋には花咲しかいない。でも……と、地蔵さんは決心がつきません。

　地蔵さんはその服を着た自分を想像し………やっぱりギブアップ。

「………………………………やっぱり無理だ」

　肌はだを見せるのすらはしたないとか言って冬服を常に着ているような地蔵さんですから、これを着るのはもう清水の舞台から飛び下りるどころの話ではありません。大たい気き圏けん突入くらいの覚かく悟ごがいります。

　以前、花咲さんとなし崩くずし的に行くことになったデートでも、目め一いつ杯ぱい冒ぼう険けんしてチラッと太ももが見えていたとかいうレベルだったんですから。

　そんな地蔵さんに宇佐見さんは含ふくみを持たせて言った。

「でも、今のままだと…………盗とられちゃうかもよ？　田た貫ぬきって人、すごくスタイルよかったじゃない？　背も高いし……」

「っ!!」

　地蔵さんは宇佐見さんの言葉に衝しよう撃げきを受ける。でも、遠目に見た田貫さんは実にスタイルがよかったのだ。

「たしかにあんたは薄うすい」

「……うう」

　ロリ体型の宇佐見さんよりはありますけどね、宇佐見さんはないこと全然気にしてないんですが。

　宇う佐さ見みさんは陸上でしかも長距きよ離りをやっているので、ある意味胸がないのは才能なのです。ちなみに宇佐見さんの野望はマラソンでオリンピックに行って、金メダル取って、人気者になって、ＣＭとかに出て～という感じです。

　実際、陸上でそこそこいい線いっているのです。まあ、うさぎみたいな見た目の通り、ぴょんぴょん走るのが得意なのですよ……って話がそれました。

「だからって、あきらめるわけにはいかないでしょうが!!　スタイルで負けてるなら、ほかの場所の色気で……露ろ出しゆつ度で勝負しなさい!!　ないものねだりをしても仕方ないでしょう、持ってる武器で勝負しないと!!」

　熱く語る宇佐見さん、しかし地じ蔵ぞうさんはその勢いにいまいち乗れない。

「でっでも、はしたなくないか？」

　地蔵さんはいつもはなにやらとんちんかんな場面や会話の流れの中で、はしたないはしたないと言ってますが、この場合は使用法を間ま違ちがってません。宇佐見さんの持ってきた服を着た姿はたしかにはしたないでしょう。

　が、宇佐見さんは言いきった。

「はしたなくない!!　恋する少女はなにやったって許されるし、どんな格好だってかわいいのよ!!」

　許されるかどうかはわかりませんが、たしかに恋する少女はかわいらしいと思います。

「そっそうか………………そうかもしれない……」

　というわけで、地蔵さんは少しだけ前向きにがんばろうという気になって……

「そうよ、その調子よ!!　もーどうせなら押し倒たおされちゃいなさい!!　あんたが肌はだ見せてりゃ、普ふ段だんとのギャップで花はな咲さきの理性だってぶち切れるわ!!　でもって既き成せい事実作っちゃえば、一気にハネムーンよ!!　あっ、避ひ妊にんはしときなさいよ？　ほらこれ」

「……そっそれはちょっと」

　用意周しゆう到とうに宇う佐さ見みさんが取り出した近こん藤どうさん（避妊具）に、地蔵さんはまたまた怖おじ気けづいた。宇佐見さん、生々しすぎますよ。というかあなた、説得する気あるんですか？

　しかしそんな宇佐見さんは怖じ気づく地蔵さんに服を持ってにじり寄る。

「往おう生じよう際ぎわ悪いわよ!!　花咲を盗とられていいの!?」

「そっそれは嫌いやだが、でも……心の準備がっ」

　さすがです。地蔵さんのお堅かたさは生なま半はん可かなものではありません。

　そんな地蔵さんの様子を見た宇佐見さんは、押してダメなら引いてみなを実じつ践せんしてみることにした。

　真面目まじめな顔で地蔵さんに向き直ると優やさしく諭さとすように言う。

「あみ……あなたは花咲のことが好きなんでしょ？」

「ああ」

「なら、すべてを見てもらわないと」

「…………」

「肌はだを隠かくしたあなたは、花はな咲さきに隠し事をしているということではないかしら」

「それは…………」

「自分をさらけ出すことは恥はずかしいかもしれないし、怖こわいかもしれない」

「…………」

「でも、花咲なら全部受け入れてくれるわ」

「…………」

「あみ、自信を持って。あなたはかわいいんだから」

　宇う佐さ見みさんは優やさしく微笑ほほえむ。

　見つめ合う二人。

　そして地じ蔵ぞうさんは言った。

「…………………………いやでも、その格好はさすがに」

　やっぱり地蔵さんはお堅かたいですね。

　宇佐見さんはそんな地蔵さんの言葉にガクッてなったあと、叫さけんだ。

「ええーい！　もういいわ!!」

　煮えきらない地蔵さんというか、地蔵さんの貞てい操そう観念の堅さに業ごうを煮やした宇佐見さん。とうとう実力行使に出た。宇佐見さんはすごく気が短いのだ。

「うっ宇佐見、なにをする……」

「おとなしくしなさい!!　なにもしないから！　なにもしないからっ!!」

　こういう場面でなにもしないからと言う人が、なにもしないわけがありません。

「って、ぬっ脱ぬがさないでく……ひぁあぁ～」

　そんなわけで、地蔵さんの哀あわれで愉ゆ快かいでかわいらしい声が花咲さん家ちに響ひびいたとさ。




　……で、地蔵さんの悲鳴が聞こえなくなってしばらくして、花咲さん家から宇佐見さんだけが出てきた。宇佐見さんは非常にいい顔で額の汗あせをぬぐう。

「ふ～、これでよし。こうやって不自然なまでに積極的になったあみを見れば、どんなにぶちんでもおかしいことに気がついて、どうした？　とか聞くはずよ。もし押し倒たおされたならそれはそれで一件落着。アレ置いてきたし、まあ問題ないでしょ。花咲の性格ならあみはそのまま永久就職することになるだろうしね。…………じゃ帰りますか」

　そう言って、実に黒うさぎな宇佐見さんは、そのままぴょんぴょん走って帰っていった。

　地蔵さんの運命やいかに。




　同日夕方、花咲さんは学校からの帰き途とについていた。

　野球部の花はな咲さきさんは日々野球に没ぼつ頭とうしているので、この時間になるのです。

「…………もう少しだな」

　練習で疲つかれて身体からだは重いですが、花咲さんの足取りは軽い。なぜならば最近は帰るのが楽しみなのだ。かわいい女の子が待っているだけでも浮かれてくるのに、自分のためだけに作られたおいしい料理が待っているのだ。これでうれしくない男はいないだろう。

　…………まあ、見た目は相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらな老ふけ顔がおで、浮かれているのは端はたから見てもわからないでしょうけど。

「…………今、帰った」

　そうは見えないが、花咲さんはかなりうきうきしながら自宅に帰ってきた。花咲さんの住んでいるのは学生マンションの一室。六畳じようの部屋にミニキッチンとユニットバスがついただけという狭せまい部屋だが、野球一筋であまりかさばるものを持っていないこともあり、一人で暮らす分には別に困らない。なにより学生の街だけあって家賃相場が安い御お伽とぎ花ばな市しの中でもとびきり家賃が安くて、親のすねをかじっている花咲さんとしてはありがたいことこの上ないのだ。

　花咲さんはそんな、狭いながらも住みよいだけでなく、かわいい女の子が迎むかえてくれる我が家の扉とびらを開き……

「おっおかえり」

　……持ってた鞄かばんを思わずどさっと落とした。

　年ねん齢れいのわりに外見も中身も落ち着いた花咲さんが、驚おどろきのあまりおもしろい顔で硬こう直ちよくする。

「あ……お……」

　まあ、そうなる理由もわかります。

　なぜならドアを開けたら裸はだかエプロンの地じ蔵ぞうさんがいたのだ。普ふ通つうビビります。地蔵さんの性格を知っている花咲さんとしたら、もう青せい天てんの霹へき靂れきって感じでしょう。

　そんな見た目裸エプロンの地蔵さんだが、

「ゆっ夕食はできてるぞ」

　くるりと背を向けると…………非常に残念なことに服を着ていた。いつもに比べればかなり露ろ出しゆつ度は高いのですが……裸エプロンに比べればかなりましです。

　あと、地蔵さんは宇う佐さ見みさんから手渡わたされた服以外に、黒のニーソックスを身につけているんですが、これは地蔵さんが、「これだけは～」と宇佐見さんから死守したんでしょう。

　ただ、たしかに肌はだの露出は減ったんですが…………なんか余計にエロくなってます。

　生なま足あしは生足でいいモノですが、ニーソはニーソで生足とは違ちがうよさがありますからね……と、それはともかく、安あん堵どすればいいのか悔くやしがればいいのか、なんて微び妙みような気持ちになる花咲さん。

　でもまあ、自分家ちの玄げん関かん前で突つっ立ってるのは馬ば鹿かみたいなので、落とした鞄を拾って部屋に入る。

「それで…………どうしたんだ？　今日は」
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　荷物を置きながら花はな咲さきさんは、夕飯の準備をしている地じ蔵ぞうさんに聞いた。とりあえず聞かないと落ち着かないですからね。

「にっ似合ってないか？　……やっやっぱりはしたなさすぎるか？」

「いや………………にっ似合っている」

　不安そうな顔で聞く地蔵さんにそう返しつつも、花咲さんは内心で『目のやり場に困るくらいにな』と付け加える。

　あと口ごもってました。どうやら自分で思っている以上に、動どう揺ようしているらしい花咲さんです。

「……で、どうしたんだ？」

「ああ、いっいわゆるイメチェンというヤツなんだ、他意はないんだ…………本当だぞ？」

　とりあえず花咲さん的には、イメチェンってレベルじゃねーぞとつっこみを入れたいところですが、スルー。スルーした理由は、なんとなく原因がわかるから。

　花咲さんは、地蔵さんが変わった生おい立たちのせいで男に対して変な偏へん見けんを持っていることを知っている。なので、またお姉さんたちに吹ふき込まれた奇き妙みような知識が原因で変な行動を取ったんだなと思ったわけです。

　しかも、もう帰ったようですが先ほどまで宇う佐さ見みさんがこの部屋に来ていたはずなので、もうなにが起こったのかわかりすぎるほどわかりまくってます。

　あのロリがやってくれやがったのです。

「さあ、準備ができたぞ、食べてくれ」

　そう言われ花はな咲さきさんはいつもの定位置につきます。小さな折りたたみのテーブルに載のせられているのは一人分の料理。地じ蔵ぞうさんは家に帰ってから食べるので、花咲さんはいつも一人で食べているのだ。しかし、一人といっても、側そばでにこにこうれしそうにしている地蔵さんがいるので、寂さびしくはない。かわいい女の子が一人いるだけで空気は華はなやぐのだ。

「……うまい」

　口数が少なく、食事時にはさらに静かになる花咲さんだが、こういうことは口に出すことにしている。

　これは礼れい儀ぎというよりかは……

「そうか！」

　……地蔵さんの笑え顔がおが見られるから。

　おいしいと言われにっこりと本当に幸せそうに笑う地蔵さんに、花咲さんはしばしの間見とれ、

「花咲？」

　地蔵さんに声をかけられてあわてて食事に戻もどる。

　いつもは無言で過ぎる食事の時間ですが、今日の花咲さんはなにやら落ち着かない。

　理由は一つ。

「…………」

　やっぱり地蔵さんの格好が気になるのだ。目に毒なほどに肌はだが見えてますしね。いつもは見れないので余計に気になります。

　だって、日に焼けてない地蔵さんの細くて華きや奢しやな肩かたに細い首、たおやかで真っ白いその手、透すけるほどに白くて柔やわらかそうな足、それらすべてが手を伸のばせば届くくらいすぐ側にあるんですよ？

　おいしそうに食べてる花咲さんに意識が集中してるからか、今の自分の格好を忘れてにこにこしたりしてるんですよ？

　魅み力りよく的すぎる地蔵さんが、魅力的すぎる格好で、魅力的すぎる笑顔を浮かべてるんですよ？

　正気でいられるほうがおかしいですね、ええまったく。ちくしょう。

　というわけで花咲さんは間を持たせるために珍めずらしく……本当に珍しく食事中に話しかけた。

「……亜あ美み、いつも豪ごう勢せいだが、ワシが渡わたしている食費で足りているのか？」

　地蔵さんが通い妻状態で食事を作ってくれるようになった頃ころ、花咲さんは地蔵さんに食費を渡したのだ。最初は渋しぶった地蔵さんだったが、先立つものがないとどうにもならないので受け取ることにした。お金を預けられるほどに信しん頼らいされているというのがわかって、地蔵さん的にもうれしかったので丸く収まった経緯がある。

「ああ、食材はだいたい商店街で買っているんだが、いつもおまけしてくれるし……これでも私は買い物上手なんだ。……とはいえ自分の小こ遣づかいに手をつけてないと言えば噓うそになるが、遣ったのは本当に微び々びたるものだ。自分のお金をたくさん遣ったら花咲は気に病やむだろう？　そういうのは私も本意ではないからな。だから安心してくれ」

「そうか……世話になる」

　噓はついていないだろう。だが微々たるものと言っているが自分の小遣いまで遣わせているのは少々気にかかる。

　どうするか……お金を返すのは芸がないから、今度なにか買うなり出かけたときにワシが金を出すなりすればいいか。

　花はな咲さきさんはそんな結論に達し、もう一度言った。

「…………ふむ、うまい」




　そして食後。しばらく無言ながらも穏おだやかな空気が流れ、そのあと花咲さんが地じ蔵ぞうさんを送っていくというのがいつもの行動なのだが、今日はひと味違ちがう。

　どのへんが違うかというと……

　花咲さんがテレビのリモコンに手を伸のばすと…………なぜかビックゥとなる地蔵さん。

　花咲さんがトイレに行こうと立ち上がると…………やっぱりビックゥとなる地蔵さん。

　そんな地蔵さんの心の中はこんな感じ。

　っ!!　きっ来たのか？　…………違った。……………………今度こそ来たのかっ!?　姉さんたちの言ったとおり男は狼おおかみなのか？　花咲も狼？　いや、でも花咲が相手なら、嫌いやじゃない。そう、嫌じゃ………………また違った。ダメだな私は。怖こわい……でも、花咲となら……今度こそ来たのかっ!?

　……と、こんなことを考えながら地蔵さんはビックゥとなっているのだ。

　ただ、花咲さんは地蔵さんの心の声を聞くことができないので、こんな反応をされると少々傷つきます。でも地蔵さんならまあ仕方ないだろうとも思います。そもそもこうなることはわかっていただろうに、なにがしたいのか……なんて考えながら花咲さんが食後のお茶をすすっていると、花咲さんの様子をおどおど見ていた地蔵さんがおそるおそる口を開いた。

「……花咲」

「……なんだ？」

「あの……」

「ああ」

「その……だ」

「……？」

　そこで地じ蔵ぞうさんは真っ赤になって目をつぶり、絞しぼり出すように言った。

「…………なっなにもしないのか？」

「ブゥ─────ッ!!」

　花はな咲さきさんが！　あのいつも落ち着いてるを飛び越こして枯かれてる感じで、老ふけ顔がおで何事にも動じないって感じの花咲さんが!!　ギャグキャラよろしく、口に含ふくんでいたお茶を思いっきり吹ふき出した。

「ぐふっごはっ」

　花咲さんはなにやら気管に入ったらしくむせる。

「だっ大だい丈じよう夫ぶか？」

　あわててタオルを持ってきた地蔵さんが花咲さんの背中をさすりつつ、花咲さんの塗ぬれた顔や服を拭ふく。

　ですが!!　拭くとなると、ものすごく近くに寄るわけで……普ふ段だんと比べたらもう半はん裸らとしか思えないような今の格好でそれをやられると……老け顔ですが年とし頃ごろの花咲さんとしてはもう色々と限界です。ナニがとは言いませんが、ぎりぎりです。

　やばい………………理性が。

「なっなぜだ」

　そんな感じで理性が切れる寸前の花咲さんは、どうにかこうにか地蔵さんに聞いた。

「？」

　はてなマークを浮かべる地蔵さんに花咲さんはもう一度聞く。

「なぜ今日になっていきなりそんなことを言ってきたんだ？　これでもお前のことは、それなりに知ってきたつもりだ。だから……鈍にぶいワシでもお前がいつもと違ちがうのはわかる」

　まあ、今の地蔵さんの姿を見て地蔵さんがおかしいことに気がつかなかったら、鈍いを通り越してただの馬ば鹿かですよね。正面から見たら裸はだかエプロンですし。

「いつもなら絶対取らない行動だと思うし……」

「…………」

「……なによりも、ワシにはお前がなにか焦あせっているように感じるぞ？」

　真しん剣けんに気き遣づかう花咲さんの言葉に地蔵さんはしばらく沈ちん黙もくしたのち、ぽつりと言った。

「…………そうか？」

「ああ、亜あ美みらしくないな」

「私……らしくないか」

「ワシも男だからな。お前とそうなりたくないと言えば噓うそになる。だが……今のお前とどうこうなるというのは駄だ目めだ、二人とものためにならないと思う」

「…………」

「なにか悩なやみがあるのなら言ってくれ。普段世話になっているからな。話を聞くぐらいはできるし、できるだけのことをしたいと思う。……野球馬ば鹿かのワシにできることなんて、たかが知れてるだろうがな」

　花はな咲さきさんは真しん剣けんな表情で地じ蔵ぞうさんを見つめる。

　そんな花咲さんの言葉を黙だまって聞いていた地蔵さんは、すべてを聞き終わったあとに感謝の言葉を口にした。

「……………………………………ありがとう」

　花咲さんの言葉は真しん摯しなもので、地蔵さんを気き遣づかい、地蔵さんのことを本当に想おもってのもので、なんの偽いつわりもなかった。地蔵さんのお姉さんたちは男は狼おおかみだ～といつも言っているが、花咲さんはその狼の衝しよう動どうを抑おさえつけてくれているのだ、ほかならぬ地蔵さんのために。

　その想いに触れた地蔵さんは、こちらもまた心の底からの言葉をこぼした。

「……………私は花咲に惚ほれて本当によかった」

　自分を真剣な表情で見る花咲さんの瞳ひとみを、地蔵さんは見つめ返す。

「たしかに私らしくなかったな。……あと、花咲は頼たよりにならないなんていうことはないぞ？　今だってほら、私がいつもと違ちがうことに気がついてくれたし、間違いに気づかせてくれた」

「そっそうか」

　ぶっきらぼうに言いつつ花咲さんは頰ほほを染める。

　そんな花咲さんに微笑ほほえんだあと、地蔵さんは立ち上がった。

「では、私は今日はもう帰ることにする」

「送ろう」

「ありがとう」

「気にするな。腹ごなしにも、いいトレーニングにもなるしな」

　地蔵さんに続き立ち上がった花咲さんはそのまま玄げん関かんに向かい、靴くつを履はきかけたところで地蔵さんのほうに振ふり返った。

「ところで……………………その格好で帰るつもりか？」

「っ!!」

　そこで自分の格好を思い出したのか？　地蔵さんは真っ赤になる。途と中ちゆうから忘れていたらしい。

　地蔵さんはあたふたあわてたあと、すまなさそうに上うわ目め遣づかいで言った。

「あの……その……少し外で待っていてくれ……………………………………着き替がえるから」

「ふっ、わかった」

　そんなかわいい地蔵さんに花咲さんはかすかに笑みを浮かべた。

　…………ちなみに、地蔵さんを送って部屋に戻もどってきた花咲さんが、忘れられた近こん藤どうさん（避ひ妊にん具）を見つけて悶もん々もんとした一夜を過ごすのはまた別の話です。




　地じ蔵ぞうさんが花はな咲さきさんに色いろ仕じ掛かけをした次の日、登校してきた宇う佐さ見みさんは真っ先に地蔵さんを探し……なにやら憑つき物ものの落ちたような地蔵さんを発見した。どうやら一皮むけた様子だ。

「あみ、どうなったのよ……って見ればわかるけど」

　まあ、どうにかなってたら地蔵さんがこうも平然としてられるわけないですしね。

「花咲に、焦あせっていると言われたんだ。私らしくないとも」

「……へぇ」

　それでなにが起こったのか一通り聞いたあと、宇佐見さんは言った。

「据すえ膳ぜん食わなかったんだ……私の中の花咲のポイントが上がったわ。今まででも、低くなかったのに……」

　宇佐見さんは素す直なおに感心する。

　たしかに宇佐見さんの計算通りだが、やりたい盛さかりの花咲さんがその燃えたぎるパトスを抑おさえきったことは評価に値あたいするだろう。そしてその衝しよう動どうを抑えたのは地蔵さんのためで……なんだか悔くやしくなって宇佐見さんは思わず言った。

「……くっなかなかやるわね」

　なんというか、地蔵さんの友達としてなんだか悔しかったのだ。が、そんな宇佐見さんに地蔵さんは勘かん違ちがいをする。

「えっ!?」

「……そこでなんでビクッとするのよ。盗とりゃーしないわよ」

「いや、だって、花咲はすごくかっこいいし」

　地味にのろける地蔵さんに、宇佐見さんは投げやりに言った。

「はいはいごちそうさま。で、これからどうすんの？」

「うん、やっぱりああいうのは私に向かないな……私は、私のやり方でやらないといけないんだと思う」

「……そう」

「私なりのやり方で……でも、今までよりは少しだけ積極的になろうと思う。やっぱり私は花咲のことが好きなんだ……昨日の花咲はすごくかっこよくて惚ほれ直したし」

　いい感じに前向きになった地蔵さんに宇佐見さんは笑えみを浮かべる。

　まあ、あの疑ぎ似じ裸はだかエプロンをやってしまったらちょっとやそっとのことじゃ動じなくなりますよね。アレよりはましだと考えれば、今までの地蔵さんなら無理だった積極的な行動だって取れちゃいます。まさしくショック療りよう法ほう。

「じゃあ、がんばんなさいな。できることは手助けしてあげるから」

「ああ、がんばる」

　そうやってこの友人たちは笑顔で見つめ合います。美しい光景です。が、……その片方、ロリのほうが笑顔で優やさしいその空気をぶち壊こわした。

「というわけで、あんたらしく……」

「私らしく？」

「……あのたぬき野郎と直接対決ね!!」

「………………………………………………え？」

　今までの会話の流れからはあり得ない言葉に固まる地じ蔵ぞうさん。とりあえず台詞せりふの前後の繫つながりがあり得ない感じです。なんで私らしくから直接対決に繫がるのでしょう。

「勝負は放課後、か[image: ～][image: ～][image: ～]燃えてきたわぁ!!」

　具体的な時期まで決定されました、地蔵さんの意見はまったく聞かず。

「………………宇う佐さ見み？」

　地蔵さん、とりあえず宇佐見さんは止められそうにないので、あきらめたほうがよさそうですよ。

「………………あの……」




「こんにちは、田た貫ぬきさん」

　放課後、人通りのある廊ろう下かで宇佐見さんは一人の女生徒を引き留めた。宇佐見さんは一人でやって来たようで、一人の理由は地蔵さんをぶっちぎってきたから。宇佐見さんは足が速いですし、地蔵さんは廊下を走れないので勝負にすらならないのだ。

「あら、なにかしら」

　もんのすごい笑え顔がおの宇佐見さんに、田貫さんもこれまた笑顔で答える。宇佐見さんはその実にわざとらしい笑顔のまま言葉を続ける。

「唐とう突とつだけど、地蔵亜あ美みって知ってる？」

「地蔵亜美？」

「そう。今のところ…………花はな咲さきの一番近くにいる女の名前よ」

　宇佐見さんが背の高い田貫さんのすぐ側そばに寄って見上げながら言うと、田貫さんは出てきた花咲という名前にピクッと反応する。そして、宇佐見さんの睨にらみつけるような視線を真っ向から受け止める。

「…………ああ、あの野や暮ぼったくて地味な娘こね」

「そうよ」

　まあ、花咲さんのことを調べれば、地蔵さんのことは浮かんでくるでしょう。その付き合いは別に隠かくされているわけではないですし……まあ、端はたから見たら恋人同士に見えるかどうかは疑問符ふがつきますが。だって地蔵さんは、はしたないはしたないと、ひたすら隠れようとする人ですから。お昼を一いつ緒しよに食べたりしてますが、人ひと気けのないところを選んだりしてますし。

「で、その娘がどうしたの？」

「いやね、その娘、私の親友なんだけど……知っての通り花咲に惚ほの字じなわけ。で、そんなあの娘こがあんたが花はな咲さきといるところ見ちゃったもんだからもうパニクっちゃったのよ」

　実に一いつ触しよく即そく発はつな空気が流れます。

「…………なにが言いたいの？　あれかしら。あの娘のほうが先に好きになったんだから、手を引きなさいとか？　ふん、性しよう根ねの腐くさった女の言いそうなことね」

　嫌けん悪お感を隠かくしもせずに言う田た貫ぬきさんに……宇う佐さ見みさんは張り詰つめていた空気を緩ゆるめるように表情を崩くずす。

「…………ほんとはそのつもりだったんだけどね。色々手を回して火のないところに火をつけて、噂けむりを立てて周囲からカチカチ言わせてやろうと思ってたんだけど……どうやらその必要はないみたい」

「……どういうことかしら？」

「なにもしなくてもあみは負けないってこと。あみは手て強ごわいわよぉ？　固くてまっすぐで決して折れない、そして脇わき目めもふらず一直線に突つっ込んでいくの。そりゃあ、なんにだって突き刺ささるわよ。それが、爺じじ臭くさくて枯かれた男のハートにだろうがね。……要するにあの娘と入れ替かわろうなんてあんたじゃ力不足ということ」

　ずけずけと馬ば鹿かにするようなことを言われ、田貫さんは不ふ機き嫌げんマックスになる。

「…………ならなんでアタクシのところに来たのかしら？」

　ごもっともです。今のままだとただ馬鹿にしに来たみたいですからね。

「んーあの娘引っ込み思案というか変な娘だから、色々悩なやむのよね。でもって変な結論に達したあげくに変な行動取るのよ」

　具体的に言うと、恩返しをしようという考えから、恩を返す相手の家にピッキングで侵しん入にゆうするという行動を起こしてしまうくらい。

「だから、本人も色々がんばる気になったみたいだし、なんか変なことになる前にさっさと直接対決させちゃおうかなと思ったわけ。どうせあみが勝つんだし」

「…………なめられたものね、アタクシも」

　まあ、いきなりやってきて、ここまで好き放題言われたらそう言いたくもなるでしょう。というか、宇佐見さんのこの自信はどこから来ているのでしょうか。

「なめてるのは私だけよ。あみは本気で思い悩んでるんだし…………あっ来た」

　そのときようやく、こんな状じよう況きようにもかかわらず律りち儀ぎに廊ろう下かを歩いてくる地じ蔵ぞうさんの姿が見えました。もう完全に手て遅おくれですが……。宇佐見さんを捕つかまえてやめさせようと思っていたんでしょうが、走る宇佐見さんを歩く地蔵さんが捕まえられるわけがないです。……真面目まじめでお堅かたい委員長体質が仇あだになりまくりです。

「宇佐見……」

　ようやく宇佐見さんのところに来た地蔵さんだったが、その隣となりにいる実に派手な人ひと影かげを見てビクッとしたあと、肩かたを落とした。

「遅おそかったわね」

「……………………ああ、遅かったようだ」

　まぁ宇う佐さ見みさんと地じ蔵ぞうさんの言う遅かったは、それぞれ意味が違ちがうんですが。

　田た貫ぬきさんはそんなテンションだだ下がりの地蔵さんを上から下までなめるように見る。

「……で、あなたが地蔵亜あ美みなのかしら？」

「ああ、そうだ。初めまして……だろうか」

「それでいいんじゃないかしら。アタクシは田貫まことよ…………顔ぐらいは見たことあるんじゃないかしら？」

「ああ」

　なにやら緊きん張ちようした様子の地蔵さんを存分に観察したあと、田貫さんは大きなため息をついた。

「…………はぁ。まあ、いいわ。そこのちっこいのに乗せられてあげる。なにかアタクシに言いたいことがあるなら言いなさいな、聞いてあげますわよ」

　そう言われた地蔵さんは少しキョロキョロとキョドったあとに言った。

「唐とう突とつにすまないが……たっ田貫は……花はな咲さきのことをどう思う？」

「……いい男ですわね。見た目はお世辞にもいけてませんけど……側そばにいてみればわかる。アタクシとしては最初は興味本位だったけど……今は正直惚ほれてるわね」

「そっそうか！　わっ私も、花咲に惚れているんだ!!」

「…………で？　それを伝えてどうしたいの？」

「いっいや、同じ男に惚れた者としての礼れい儀ぎを通しただけだ」

「正々堂々勝負しましょうって？　ずいぶんといい子ちゃんなことで」

　皮肉るように言う田貫さんに地蔵さんは真面目まじめに答える。

「そうでもない。田貫が勝っても私は祝福できないからな。花咲が幸せならいいと思っていたが……今は嫌いやだ。誰だれかが花咲を幸せにするよりも私が花咲を幸せにしたい。できることなら花咲を側で支えるのは私でありたいんだ」

「…………」

「決めるのは花咲だから、こう宣言するのはただの自己満足でしかないが……でもこうしておけば、祝福はできないが認めることはできると思う。花咲が選んだ人なら間違いないだろうし」

　地蔵さんはまっすぐに田貫さんを見つめ、田貫さんはその視線から逃のがれるように横を向くとつぶやくように言った。

「あなた……すごくむかつきますわね。でも、だからこそ……」

　田貫さんはそこでまた一つため息をつき、地蔵さんに視線を戻もどすと言った。

「…………はぁ、わかりましたわ」

　田貫さん、そんなにため息ついてると幸せ逃にげますよ？　ただでさえ、ゴージャスな外見にもかかわらず、なんだか幸さち薄うすそうな印象を受けるんですから。

「そこまで言うなら決着をつけましょう」

「え？」

「そこのちっこいのの言うとおり、さっさと白黒つけたほうがお互たがいにいいでしょう。こういうのは、だらだら続けることでもないですわ」

「いっいやでも、今すぐというのは……」

　正々堂々勝負しましょうと言ったくせに、地じ蔵ぞうさんは今すぐとなると怖おじ気けづいてしまったようだ。

「……そこまで、言っておいていきなり怖じ気づくとか、いったいどういう娘こなのよ。積極的なのか奥手なのかわかんないわ」

「……そういう娘なのよ。だからこそなんかほっとけないんだけど」

　田た貫ぬきさんと宇う佐さ見みさんがあきれて言う。

「まあ、あなたがなに考えてようが関係ないけど」

「……どういうこと？」

　宇佐見さんが聞くと、田貫さんはなんでもないことを言うかのようにさらっと言った。

「今からアタクシは花はな咲さきのところに行って告白するわ」

「ええっ!?」

　衝しよう撃げきの発言に、驚きよう愕がくの表情を貼はり付ける地蔵さん。

「そっそんな!!」

「そんなって、いつどこで誰だれに告白しようがアタクシの勝手ですわ」

「そっそれはそうだが……」

　地蔵さんはとまどい焦あせるが、田貫さんは気にせず歩き始めた。

「あとはあなたが好きになさい。このまま傍ぼう観かんして花咲を失うか、それともアタクシに奪うばわれる前に自分で花咲を手に入れるか。まあ、アタクシがふられた場合は今まで通りでしょうけど……傍観していただけなら、さっきのあなたの言葉は口先だけだったということになりますわね」

　そしてそれだけ言って歩き去る。

「…………」

　そして言葉をなくした地蔵さんが残される。宇佐見さんは、そんな固まって動けなくなった地蔵さんに聞いた。

「行っちゃったわね……で、あんたはどうするの？」

「……どう？」

「花咲があいつになびいちゃったら、ご飯を作るとか、好きになってもらう努力すらできなくなるわよ。……それでいいの？」

「いっいやだ」

　想像してしまったのか、地じ蔵ぞうさんはぶんぶんと首を横に振ふる。

「なら、あいつが花はな咲さきに告白する前に、急いで花咲を探しなさいな」

「でも花咲に会ってどうすれば……」

「知らないわよ。でも……あんたが今思っていることをそのまま話せばいいんじゃない？」

「そうか……わかった!!」

　宇う佐さ見みさんの言葉に、地蔵さんはうなずくと急いで花咲さんを探しに行った。

「……まったく世話が焼けるわね」

　そんな地蔵さんに、宇佐見さんは苦笑する。

「でもこれで、一件落着かしらね。花咲があんな秘密を持った田た貫ぬきになびくはずはないし、秘密を隠かくして付き合おうとするようなやつなら、なおさら花咲はあいつを選ばないでしょ」

　そして地蔵さんが走り去るのをいい笑え顔がおで見送った友達思いな宇佐見さんは、

「じゃ、デバカメ……じゃなくて、見守りに行こうかしらん」

　決定的瞬しゆん間かんを目もく撃げきしようと地蔵さんの追つい跡せきを開始した。

「やっぱり友人としてはちゃんと見守らないとね～」

　宇佐見さんってすごく友達思いですね。…………もちろん皮肉ですよ？




　地蔵さんは気がつけばはやる心のままに廊ろう下かを走っていた。

　いやだ……いやだ……いやだ。

　最初は早歩きだったのだが、はやる心のままに足はどんどん進んでいき、気がつけば地蔵さんは廊下を全力疾しつ走そうしていた。

　真面目まじめでお堅かたい地蔵さんなのに、頭の中から校則なんかもう完全にすっぽ抜ぬけてしまっているようだ。

　いやだ……いやだ……いやだ。

　そんな地蔵さんの頭の中で繰くり返されているのは、いやだという言葉。

　花咲にご飯が作れなくなるのはいやだ。

　花咲の部屋を掃そう除じできなくなるのはいやだ。

　花咲と一いつ緒しよに昼食を食べられなくなるのはいやだ。

　花咲の笑顔を見られなくなるのはいやだ。

　花咲の隣となりを歩けなくなるのはいやだ。

　いやだ……いやだ……いやだ。

　なによりも…………花咲と一緒にいられなくなるのはいやだ。

　地蔵さんはそんな想おもいに突つき動かされるままに廊下を進む。廊下を走る地蔵さんという未いまだかつてない光景に、地蔵さんのことを知っている生徒は、いったいなにが起こったんだ!?　なんて固まったりパニックになったりしているが、そんな生徒たちをかき分け、花はな咲さきさんがいそうな場所を走り回り……

「はぁ……はぁ……はっ……っ!!」

　……野球道具を肩かたにかけ、部活に行く途と中ちゆうの花咲さんを見つけた。

　地じ蔵ぞうさんは思わず叫さけぶ。

「花咲っ!!」

　辺りに響ひびき渡わたった叫び声に花咲さんは足を止め驚おどろいた顔で振ふり返った。この声は地蔵さんの声だということはわかるが、ここまで大きなせっぱ詰つまった声で呼ばれたことはなかったのだ。

「花咲、……ちょっと……待ってくれ」

　今地蔵さんがいるのは校舎間を繫つなぐ渡わたり廊ろう下かで、花咲さんがいるのは野球グラウンドへの道。花咲さんがいるのは外で、地蔵さんは上うわ履ばきのままです。

　ですが……地蔵さんは上履きのまま花咲さんの許もとへ走っていった。

　もう、校則違い反はんのオンパレードです。はしたないです。

　でも……そんなことより大切なものが地蔵さんにはあるのです。地蔵さんは恋する乙女おとめなのです。

「……花咲」

　地蔵さんは花咲さんの前までやって来ると、荒あらい息のままきょろきょろと周囲を見回した。

「…………いったいどうした？」

　校則を破りまくりな地蔵さんに、いったいどうしたことだと目を丸くした花咲さんはそう聞くが、地蔵さんは気にせず周囲を確かく認にんする。何度もきょろきょろし、田た貫ぬきさんがいないことを知ると胸をなで下ろしかけ……しかし、もう来たあとかもしれないと思い、あわてて花咲さんに聞いた。

「だっ誰だれか来なかったか？」

「いや、来ていないが」

「そうか……よかった」

　地蔵さんは今度こそ本当に胸をなで下ろす。そんな尋じん常じような様子ではない地蔵さんに、花咲さんはもう一度同じ質問をした。

「…………いったいどうした？」

　そこで、地蔵さんははっと我に返る。

「いやその……」

　校則を破り廊下を走って上履きのままでやっては来たものの、なにを話すか決めていなかったのだ。

「あの……」

　たちまち挙動不ふ審しんになる地蔵さん。

　またなにか色々考えてぐるぐるしてるんだなと思った花はな咲さきさんは、先を促うながすこともなく無言で地じ蔵ぞうさんがなにか言うのを待つ。

「その……」

　そこで『思ってることをそのまま話せばいいんじゃない』という宇う佐さ見みさんの言葉を思い出し、覚かく悟ごを決めて花咲さんに向き直った。

「はっ花咲……」

「なんだ？」

「前に言ったように、私は花咲に惚ほれている。惚れてなければ花咲の部屋に入いり浸びたって食事を作ったりなどしない。掃そう除じをしたり弁当を作ってきたりもしない。私は私のできることをやって、私なりに花咲の気持ちをこちらに向けようと努力してきたつもりだ。だけど、田た貫ぬきが花咲と歩いているのを見てしまい…………」

　地蔵さんはうつむく。

「……私は心が狭せまく浅ましい女だ。私は文句を言えるような立場でないにもかかわらず、田貫が花咲の側そばにいるのが嫌いやだった。だから似合わぬ色いろ仕じ掛かけなどを弄ろうしてお前の気持ちをこちらに向かせようとした。愛想を尽つかされてもおかしくないだろう。だから……私が邪じや魔まならそう言ってくれ。そのときは私はおとなしく身を引くから、田貫と幸せになってくれ。……私は心が狭いから祝福はしてあげられないだろうが」

　そこで地蔵さんは顔を上げ、潤うるんだ瞳ひとみで花咲さんを見つめた。

「でも……最低なことを言っていることはわかっているが……もし花咲が……花咲が……少しでも私のことを気にかけてくれているならば……田貫とは……」

　思っていることすべてを話せたわけではない。それでも、地蔵さんは自分の想おもいをどうにか伝えることができた。

「…………」

　黙だまって地蔵さんの話を聞いていた花咲さんだったが、そこで重大なことに気づき、地蔵さんに真面目まじめな顔で言った。

「亜あ美み」

　地蔵さんは名前を呼ばれビクッと反応する。その地蔵さんの怯おびえたような顔を見ながら花咲さんは衝しよう撃げき的な一言を発した。

「…………………田貫は男だぞ？」

「………………………………………………へ？」

　地蔵さんはものすごく間ま抜ぬけな顔で間抜けな声を出してしまう。

「いや、だから田貫は男なんだ」

「……………………………………………ええ？」

　明かされた衝撃の事実に、地蔵さんはぽかーんとお口を開け、ものすごい間抜けなお顔をしてしまう。

「心は女とか言っていたが、性別は男だ。あの制服は男用の制服を改造してあんな風にしているらしい」

　なるほど、制服の改造がＯＫなんですから、男子用の制服を女子用の制服に改造しようが問題ないですよね。

「そしてワシにはそういう趣しゆ味みはない。だからワシが田た貫ぬきとどうこうなることはない」

「…………そう……か」

　それを聞いて、地じ蔵ぞうさんはへなへなと崩くずれ落ちる。安心してしまい気が抜ぬけたのだろう。

「亜あ美み？」

　花はな咲さきさんが声をかけると、ぺたんと座り込んだ地蔵さんは自分の気持ちを語り出す。

「すごく……すごく不安だったんだ。花咲に恋人ができたなら、もう花咲の側そばにいられなくなるのかと思ったんだ。花咲…………まだ私は花咲の側にいてもいいんだな」

　そんな地蔵さんの独白……地蔵さんが恐おそれていたことを聞き、花咲さんはすべてを理解してつぶやいた。ただただ側にいたかったという地蔵さんの想おもいを知りつぶやいた。

「ああ……そうか」

　なし崩くずしに始まった今の関係。

　居い心地ごこちがよくて側にいてもらうのが当たり前になっていて……自分はその心地よい空気に甘えていた。

　考えてみれば、亜美はその想いを伝えていたが、自分は一度も想いを伝えていない。なので自分と亜美の関係は曖あい昧まいで……友人でもないし、もちろん恋人同士でもない。そう、今二人の間には言葉で言い表すことのできるような絆きずなが存在しないのだ。これでは、不安にならないほうがおかしい。

「……ふう」

　まったく、図ずう体たいばかりでかくなったが、まだワシは若造だということだな。

　花咲さんは自分の愚おろかさに一つため息をついたあと、地蔵さんに向き直った。

「亜美」

「なっなんだ？」

「一度しか言わないからよく聞いておけよ」

「……あっああ、わかった」

　そう言われた地蔵さんは、少し不安を湛たたえた表情で聞く準備に入る。

「以前、ワシはワシを惚ほれさせてくれとお前に言ったがな……」

　そこで花咲さんはぺたんと座り込んだ地蔵さんの頭の上に手を置いた。

「とっくの昔にワシはお前に惚れていたようだ」

「………………え？」

　地じ蔵ぞうさんのなにも手を入れていない細くなめらかな黒髪かみを、花はな咲さきさんはその無骨な手で梳すく。

「気がつけばお前のいない毎日が想像できなくなっていた……」

「……え？」

「気がつけば、ワシはお前を誰だれよりもいとおしく思っていた」

「……ええ？」

「というわけだから……これからもワシの側そばにいてくれるとありがたい」

「………………………………えええ？」

　ぺたんとしりもちをついたたまま夢心地ごこちで心ここにあらずといった感じの地蔵さんですが、花咲さんが髪を梳いていた手を地蔵さんに差し出したところで我に返る。そして地蔵さんは花咲さんの無骨な手を両手で握にぎって言った。

「………っ!!　ふっふふっふつつかものだが、こっここここっこちらこそよろしく頼たのむ!!」




　地蔵さんと花咲さんがなにやらいい感じにまとまった頃ころ、なぜか田た貫ぬきさんと宇う佐さ見みさんは二人並んで歩いていた。というか、宇佐見さんは田貫さんに襟えり首くびつかまれ引きずられていた。宇佐見さん、うさぎみたいです。

　でもって、なんでこんなことになってるのかというと、少し時間をさかのぼります。




　地蔵さんを追つい跡せきしていた宇佐見さん。花咲さんと地蔵さんがようやく遭そう遇ぐうし……でもなんかまごまごしている地蔵さんにいらいらしていた。

「あーもうなにやってんのよ！」

　物もの陰かげに隠かくれて地蔵さんたちを見てるんですが……端はたから見ると完全にイタイ娘こです。なぜなら隠れてこそこそしてるくせに、ぎゃーぎゃー騒さわいでるんですから。ちなみに宇佐見さんも地蔵さんと同じく思いっきり上うわ履ばきで外に出てますが、まったく気にしている様子がありません。

「えーい、こうなったら、私が出てって花咲に無理矢理土下座を……」

　宇佐見さん、あなたはなんでそんなに土下座に拘こだわってるんですか。どれだけＳなんですか。

　しかし、宇佐見さんの野望は頓とん挫ざしてしまう。飛び出そうとしたところでいきなり襟首をつかまれたのだ。

　宇佐見さんの襟首をつかんだのは、

「まったく、なにをやってるんだか」

　花咲さんに告白すると言ったはずの田貫さんだった。

「ああーいいところなのに！　離はなしなさいよ、このたぬき～!!」

　田貫さんは宇佐見さんの叫さけびを全力で聞き流し、そのまま宇佐見さんを引きずって歩き出した。




　……なんてことがあり、田貫さんと宇佐見さんは一いつ緒しよに歩いていたのだ。

　……いや歩いてると言ったら語ご弊へいがありますね。宇う佐さ見みさんは引きずられてますし。そんな感じで引きずられてしばらくして、宇佐見さんは口を開いた。

「で、どういうこと？　告白するって言ってたくせになんでここにいるの？　たぶん今いま頃ごろあの二人、きれいにまとまっちゃってるわよ？　あんた、花はな咲さきのこと好きなんじゃないの？」

　宇佐見さんは自分を引きずるドレス姿の美少女ではなく美お釜かまだと判明した田た貫ぬきさんに聞く。

「…………好きですわ。ただ、アタクシは腐くさった女みたいに女め々めしく相手の足を引っ張ろうという気がないだけですわよ。お釜にはお釜の意地がある……」

「だからあみをけしかけたわけ？」

　田貫さんがお釜だと告白しても驚おどろかずに、宇佐見さんは普ふ通つうに会話を続ける。

　なんで驚かないのかというと、アリスさんに教えてもらって宇佐見さんは知ってたんですよね。まあだからこそ、地じ蔵ぞうさんが負けるはずがないと余よ裕ゆうだったんです。

「………………女々しく引きずるなんてアタクシの美学に反するのよ。……完全に負けを突つきつけられれば仕方ないとあきらめられるでしょ？」

「ふーん」

「口だけじゃないかどうか確かめたかったしね、本気で花咲のことを想おもっているのか……」

　田貫さんはそこで苦笑する。

「……まあ、そう言いつつ、いざ二人がくっつくという場面を見たくなくてここにいるんですけど。さすがのアタクシでも、惚ほれた男がほかの女に盗とられる様をすぐ側そばで見るのは悲しすぎますわ」

「あーそれは嫌いやねぇ。で、どうでもいいから手を離はなしてよ。ちょっとばかし調子に乗ったのは謝るから……ってなんで私があなたに謝ってるの？」

「アタクシが知るわけないでしょう…………まったく。わかりましたわ」

　そう言って田貫さんは宇佐見さんを解放する。ようやく自由の身になった宇佐見さんは伸のびをしながら田貫さんに言う。

「ん～……それにしても……あんたやっぱ男なのねー。いくら私が軽いっていっても女の細ほそ腕うでじゃあ引きずれないでしょうし」

「…………余計なお世話よ」

　田貫さんは顔をしかめる。

「それにしてもなんで邪じや魔ましたのよ。せっかくラブシーンをデバカ……見守ろうと思ってたのに」

　宇佐見さん、あなた今デバカメと言おうとしたでしょう。

「惚れた男には尽つくすタイプなのよ、アタクシは。それに、未練を断ち切るいい機会だと思いましたし」

「ふ～ん、未練ねぇ……ま、心配しなくても、邪魔しないわよ。私だってあみには幸せになって欲しいんだから」

「どうだか。……そういえば、あなた最初から知ってたでしょう、アタクシのこと。さっきも驚おどろいてなかったし」

　田た貫ぬきさんは宇う佐さ見みさんを睨にらむ。

「知ってたわよ。あんたが男だと知ったときは本気でびっくりしたけど。でもまー、だからさっさと決着つけさせようかなと思って直接対決させたわけよ。花はな咲さきはそういう趣しゆ味みなさそうだったし……で、花咲はあんたが男だってこと知ってるの？」

「知ってますわよ。告白ついでにカミングアウトしたから……告白のほうはバッサリ断られましたけど」

「なるほど、だから未練なのね」

「そうですわ」

　ずーんと沈しずむ田貫さん。そんな田貫さんに宇佐見さんは疑問に思ったことを聞く。

「…………一つ聞いていい？」

「なんですか？」

「なんでいきなりカミングアウトしたの？　隠かくしてたらもしかして～というのがあったかもしれないのに。あんた見た目は女だし」

「隠してたっていつかはばれるでしょ？　なら最初から言っておいたほうがいい……お互たがいにね。じゃないと心に大きな傷がついちゃうわ。だからアタクシは気に入った男を見つけたら、まず告白から入るのよ」

「ふ～ん。でも、傷つかないようにというわりには十分あんたは傷ついてるみたいだけど」

「…………正体を知っても、花咲はアタクシを嫌けん悪おの目でも、哀あわれみの目でも、好こう奇きの目でも見なかった。そして真しん摯しに答えをくれた……それが否いなという答えでも、アタクシはうれしかった。だからもう、告白が不毛に終わったあとに本気で惚ほれちゃうなんていう無様なことになって……でももう玉ぎよく砕さいしてるし仕方なく友人として側そばにいたわけですわよ、未練たらしくね。そしたら、その姿を見てあの娘こがなんか勘かん違ちがいしちゃったわけ」

　そんな田貫さんの言葉に、宇佐見さんはあきれた顔をする。

「あのねぇ……あんたの世界じゃ男同士の友情の証あかしとして腕うで組むの？　身体からだ押しつけるの？　第一、見た目女のあんたと花咲が腕組んでる姿見たら普ふ通つう勘違いしちゃうわよ」

「いいじゃない！　少しぐらい幸せに浸ひたったって!!　お釜かまだって夢見る権利はあるでしょう!!　キィ[image: ～][image: ～][image: ～]、アタクシのほうがあの女より美人で、女らしくて、心も乙女おとめなのになんで幸せになれないのよ!!　不公平だわっ!!」

「…………ナニがついてるからでしょ」

　宇佐見さんは一刀両断する。でもたしかにそうですね、なんというか……ナニがついてるというその一点だけで、普通の男じゃキツいですからね。いくら見た目が美少女でも……ねぇ？

「仕方ないじゃない!!　生まれたときになんでかついてたんだから!!」

　ヒステリー起こしたり、だだーと涙なみだを流したり忙いそがしい田た貫ぬきさん。あーあー、そんなに泣いてると化け粧しようが落ちますよ？　あと、宇う佐さ見みさんはもう少し優やさしく……

「あーまあ、お釜かまだって生きてりゃいいことあるわよ」

　いや、優しくしようという心意気は買いますがおざなりすぎます。そんなやる気の感じられない慰なぐさめ方に田貫さんが激高する。

「あなたが言わないで欲しいですわ!!　アタクシのささやかな幸せをぶち壊こわしたくせに!!」

　宇佐見さんの起こした行動のせいで、地じ蔵ぞうさんと花はな咲さきさんはくっついちゃいましたからねぇ。

「友人として接するなら別に花咲に彼女がいたっていいでしょうに」

「そんな女め々めしい真似まねできるわけないですわ!!　ほかの女のものになった男に未練たらしく縋すがるくらいなら、いつもみたいにまた新しい男探しますわよ!!」

「……いつもみたいにってあんた……ふられなれてるのねぇ」

「だからうるさいですわよ!!　ええーい、もうあんたでいいわ!!　アタクシのやけ食いに付き合いやがりなさい!!」

「私、これから部活行くつもりだったんだけど……」

　実は真面目まじめに陸上に打ち込んでたりする宇佐見さん。ですが、田貫さんは気にしない。

「サボんなさいよ、そんなもん!!」

「あーわかったわかった。責任を少しは感じてるし、今日は付き合ったげるわ」

　宇佐見さんはハンカチをくわえてキィ～キィ～言って悔くやしがってる田貫さんの背中を慰なぐさめるようにポンポンと叩たたいた。




　これにて地蔵さんと花咲さんの物語、出会い編はどうにか決着。

　めでたく中ちゆう途と半はん端ぱな関係から、恋人同士という関係になった地蔵さんと花咲さんだったが……

「はっ花咲、お茶だ」

「ああ」

　………………そのやりとりは以前と全然変わっていない。いつも通り昭和だか、大正ロマンだかの空気を漂ただよわせながら二人でお昼ご飯を食べていた。

「…………」

「…………」

　相変わらず口数の少ない同士、実に静かで落ち着いている。

　やっぱり日本家屋の縁えん側がわとかが見えてきそうなほどの落ち着きっぷりです。いちゃいちゃとかぬるぬるとかそういった感じのピンク色をした恋人オーラはまったく出てません。

　でも……

「…………」

「…………」

　……やっぱり以前とは違ちがうのです。

　無言で穏おだやかに見つめ合う二人には、以前にはなかったちゃんとした繫つながりがあるのです。

　こうして思いを確かめ合い晴れて恋人同士になった地じ蔵ぞうさんと花はな咲さきさんは、

「……うまいな」

「そっそうか」

　まあ、こんな感じで仲良くやっていくのでしょう。

　ただ恋人同士なだけでなく、変人同士でもありますから今後も色々あるんですが……それはまた別のお話です。


めでたしめでたし









　そんな二人の愛のかけ橋はしというかキューピッド役だった宇う佐さ見みさんはというと、

「……なんであんたがいんのよ」

「いいじゃない別に……あ、それおいしそうね」

「あげないわよ」

「けちですわね」

　田た貫ぬきさんとご飯を食べていた。昼ひる休きゆう憩けいにお弁当を持って田貫さんがやってきたのだ。

「で、なんで来たのよ？」

「あの娘こが花咲とお昼ご飯食べに行ってるからあなた寂さびしいんでしょ？　そんな友達少なくて寂しいあなたとお昼ご飯を食べてあげようと、アタクシは来てあげたわけですわ」

「……余計なお世話よ」

　宇佐見さんは白うさぎの皮をかぶってお嬢じようで優等生気取ってた頃ころは人当たりもよく、話す人もファンクラブの会員さえもいました。ですが、本性を知られたあとに引かれ、本性を現したあとはさらに引かれて、その人たちと疎そ遠えんになってしまったのです。まあ、清純派白ロリが夏休み明けてみたらダークロリに進化してたら、そりゃあ思わず遠巻きに見てしまうでしょう。

　宇佐見さん的には自じ業ごう自じ得とくと受け入れているのであまり気にしてないんですがね。地蔵さんみたく、進化しても離はなれなかった友人が何人かいましたし。

「というか、友達少ないのはお互たがい様でしょうが」

　そう言いながら箸はしでびしっと田貫さんを指す、お行ぎよう儀ぎの悪い宇佐見さん。

　田貫さんはまあ、抱かかえている秘密が秘密なため男とも女とも親しくなる気がなかったので友達がいなかったわけなんです。何人もの男にカミングアウトしたあと告白して玉ぎよく砕さいしてるくせに、その噂うわさが広がらないあたり、男の人を見る目はあるんでしょうね。その想おもいが成じよう就じゆしないので、かなり宝の持もち腐ぐされなことになっちゃってますが。

「そうですわね。アタクシは色々隠かくし事してるし、友人を作る気はなかった……でも、あなたならアタクシのこと知ってるし問題ないと思うんですわ。なにより、愚ぐ痴ち聞いてもらったりして、これでも感謝してるんですわよ」

「……それは友達になろうって言ってんの？」

「そんな感じですわ。あなた女のくせになかなか見所ありますし……アタクシが男だったら惚ほれてたかもしれないくらいに」

「まあいいわ。あんたが男だったらイケメンだろうし、私もあんたとの交際を本気で考えないでもなかったでしょうけど……ねぇ？」

　笑い合う二人。……これもまあ友情の一つの形なんですかね。


これまた、めでたしめでたし
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　　　地じ蔵ぞうさん花はな咲さきさんにくっついたかわいいこぶに母性全開になる







　むかしむかしあるところに、おじいさんとおばあさんがおったそうな……




　…………いや別に昔でもおじいさんでもおばあさんでもないんですが、やっぱりこう始めないといけない気がしまして……と、まあそんなことはおいておいて、昼ひる休きゆう憩けい恒こう例れい、野球一筋ストイックで枯かれてるように見える老ふけ顔がお──花咲さんと、名前通りお堅かたい性格とお堅い貞てい操そう観念で男が苦手な優等生──地蔵さんの逢おう瀬せは続いていました。

「……うまかった」

「そうか、それはよかった。……お茶、もう一いつ杯ぱいいるか？」

「ああ、貰もらおう」

　とてもおいしい地蔵さんお手製のお弁当にこれでもかと舌した鼓つづみ打ったあと、花咲さんは食後のお茶を所しよ望もうする。そして、地蔵さんと花咲さんは並んでお茶を飲む。相変わらず、若さを感じさせない落ち着いた二人だった。

「花咲、今日も帰りはいつも通りなのか？」

「…………いや、今日はいつもより早めになるな、明日は練習試合だからミーティングだけで終わる」

　野球一筋花咲さんの生活は、野球を中心に回っているのです。なのでこんなチャンスは滅めつ多たにないと、地蔵さんはもじもじとなにかを言い出そうとし……

「そっそうか……なっなら……その……」

　しかし言い出せない。おかしな風に貞操観念の発達した地蔵さんは、自分から誘さそうのははしたないと思っているのだ。…………以前デートを所望したいと言ってるので今いま更さらなんですがね。いや、そんな初うい々ういしさがいいのかもしれませんが。

　そんな地蔵さんに花咲さんは、いつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらでさりげなく言った。

「……今日は一いつ緒しよに帰るか」

　空気の読めるいい男花咲さんの言葉に、地蔵さんはぱああっとすごくいい笑え顔がおになる。

「あっああ!!」

　地蔵さんのかわいい笑顔に、花咲さんの頰ほほがちょっと赤くなっている。素人しろうとにはただの仏頂面にしか見えませんが、あれでも照れてるんです。

「…………」

「…………」

　照れる花はな咲さきさんに、無む邪じや気きに喜ぶ地じ蔵ぞうさん。実に和なごむカップルですね。

　……まあ、花咲さんの見た目がおっさ……とっくに成人しているように見えるので、よく言えば年の差カップル、悪く言えば犯罪って感じなのですが……そのへんは気にしない方向で。




　その日の放課後、地蔵さんは校舎を出た辺りで、そわそわしながら立っていた。この辺で待っていると、花咲さんと合流しやすいのだ。迎むかえに行くなんてはしたないことはできないけれども、できるだけ早く花咲さんに会いたいという微び妙みような乙女おとめ心が折り合う絶ぜつ妙みような位置がここだったりする。ただ、部活に行く生徒も帰宅する生徒も通る場所なので非常に目立つ。

　そんな地蔵さんに気がついた通りすがりのクラスメイトが声をかける。

「あら、あみじゃない。そんなところでなにしてるのよ」

　そのクラスメイト……小こ柄がらでゴスロリ風に改造した制服を着たツインテール少女に、地蔵さんはそわそわしたままで答える。

「ああ、宇う佐さ見みか……人を待っている」

「誰だれ？」

　宇佐見と呼ばれた少女が聞き返すと、隣となりにいた前髪がみぱっつんな茶ちや髪ぱつの少女がにんまりと笑った。笑った拍ひよう子しに、尾お羽ばねを彷ほう彿ふつとさせる感じに縛しばられた後ろ髪が揺ゆれる。この少女も、宇佐見さんほどではないが小柄だ。

　スタイルのほうは宇佐見さんとは違ちがい、なかなかけしからん感じですが。メリハリ効きいていますし。

「うさちゃん、野や暮ぼなこと言ってるんじゃないですよ～☆☆☆　愛いとしの彼を待ってるに決まってるじゃないですか～★☆★　すずめにはお見通しですよ～★★★」

　ちなみに、すずめさんの声はものすごいアニメ声です。

　この地蔵さんのお友達らしき二人の名前は、宇佐見美み々みさんと下した桐きりすずめさんといいます。

　地蔵さんは、すずめさんに言われた愛しの彼という言葉に、目に見えて狼ろう狽ばいする。

「いっ愛しの彼っ!?」

「なるほど。いやーあついわね」

「あっついですね～★★★」

　顔を見合わせ手で扇あおぐフリをする宇佐見さんとすずめさんに、地蔵さんは周囲を見回しながらあわてて言う。

「うっ宇佐見、下桐、あんまり大きな声で……」

「なによ、別に隠かくすことでもないでしょ」

「そうそう、それに独ひとり者もののひがみを受けるのは、彼氏持ちの義務ですよ☆★☆」

「そっそうなのか？」

「そういうものなのよ」

「そうか……」

　それなら仕方ないと、素す直なおな地じ蔵ぞうさんは簡単に丸め込まれる。

「花はな咲さきはかっこいいからな、色々言われるのも仕方ないか」

「それはないわ」

「ないですね★★★」

　宇う佐さ見みさんとすずめさんは笑え顔がおを浮かべてきっぱりと断言する。

　……花咲さんは見た目おっさんですからね。将来有望ではあるんですが。野球選手になって高給稼かせぎそうですし……でも見た目おっさん。まだ十代なのに。

　と、そんな感じでわいわいしていたら宇佐見さんがなにかに気がついた。

「あ、噂うわさをすればなんとやら、旦だん那なが来たわよ」

「だっ旦那っ!?」

　その素す敵てきワードに真っ赤になり素すっ頓とん狂きような声を上げ、でも花咲さんを探してキョロキョロする地蔵さん。そしてこちらに向かって歩いてくる花咲さんを発見しものすごくうれしそうな顔をする。

「はっ花咲!!」

　……が、そこでその笑顔が急に焦あせりに変わり、あわてて自分の身なりを気にし始める。

「うっ宇佐見、下した桐きり、なにかおかしなところはないか？」

「あーだいじょうぶだいじょうぶ、あんたはいつも通りかわいいから気にしなさんな」

「そうですよ～☆☆☆」

「そうか？」

「ほんと、やっかんで意地悪しちゃいたくなるほどかわいいですよ★★★」

「ええっ!?」

「……すずめ、やめなさい。ジョークでも、この娘こは真に受けるんだから」

「はいは～いですよ☆☆☆」

　なんて文字通り女三人で姦かしましく話していたら、花咲さんが到とう着ちやくする。

「……待たせたな」

「いっいや、全然待ってないぞ!!」

　地蔵さんが即そく答とうする……だが、ほかの二人はそんな地蔵さんをからかう。

「ふ～ん、待ってない……ねぇ」

「うさちゃん、恋する乙女おとめは時間の流れが違ちがうんですよ～☆☆☆」

　ニヤニヤしながら、聞こえるように内ない緒しよ話をする宇佐見さんとすずめさんに、相変わらずおっさん面づらな花咲さんはいつもの仏頂面を少し困った顔に変えたあと、地蔵さんに言った。

「…………帰るか」

「あっああ」

　地じ蔵ぞうさんは素す直なおにうなずき、友人二人に別れのご挨あい拶さつをする。

「……ではな、宇う佐さ見み、下した桐きり」

「じゃあね」

「お幸せに～☆★★」

「しっ下桐!!」

　いちいち反応しちゃう地蔵さんはかわいいですね。さすがヒロインに抜ばつ擢てきされるだけのことはあります。

　ま、それはともかく、宇佐見さんたちと別れたあとのお二人ですが……

「…………」

「…………」

　一いつ緒しよに帰っているにもかかわらず会話はない。それどころか並んですらいない。無言で歩く地蔵さんは花はな咲さきさんの斜ななめ後ろを歩いている。

　ただ……地蔵さんの視線はちらちら花咲さんの手を見ている。なんというか、なにを考えてるか丸わかりです。晴れて恋人同士になったので手を繫つないだりしてみたいんでしょうね。でも、はしたないので自分から言い出せないといったところでしょうか。

「…………」

「…………」

　老ふけ顔がおだが空気の読める男、花咲さんはいきなり足を止めた。……すいません、老け顔関係ありませんね。

　ともかくいきなり止まった花咲さんに、地蔵さんもびっくりして立ち止まる。

「どっどうしたんだ？」

　地蔵さんがそう聞くと、

「…………」

　無言で花咲さんは手を差し出した。

　花咲さん、もうマジ空気読みすぎですね。これで見た目かっこよかったらモテモテだったんでしょうが……残念ながら花咲さんの見た目はおっさんです。親父おやじとかあだ名がつくタイプの見た目です。

　でも、地蔵さんから見たらそんな花咲さんはマジかっこよかった。

「……あ」

　勝手に見ほれ、わたわた周囲を見回したあと、おそるおそる手を伸のばし……でも手は握にぎれなくて、袖そでをちょこんとつまんだ。

「…………」

「…………」

　地蔵さん的にはこれが精せい一いつ杯ぱい。でも、かなりの大進歩なのです。以前はこんなことはできなかったんですが……晴れて恋人同士になったので地じ蔵ぞうさんは大冒ぼう険けんしてみたのです。これで。いやマジで。

　だからそれがわかっている花はな咲さきさんはなにも言わず歩き出した。地蔵さんはそれにあわててついていく。

　あわててとはいっても、気き遣づかいのできる花咲さんは歩くペースを地蔵さんに合わせているので、特別歩きづらいことはありません。いやホントに、すごくいい男ですね。そんな気遣いしながらも、そっぽ向いているのがいい感じです。

　地蔵さんもそんな気遣いに気がついているので、うれしくて頰ほほがピンクに染まっています。

　二人を繫つなぐのは、花咲さんの袖そでをちょこんとつまんでいる地蔵さんの指先だけ。

　でもまあ……花咲さんの袖を少しだけつまんでいる地蔵さんは、むちゃくちゃ幸せそうな微笑ほほえみを浮かべているので、手を繫いだら？　とかつっこむのは野や暮ぼかもしれません。

　そんな今時珍めずらしい古風なカップルがほのぼのと歩いていると…………いきなり現れた小さな物体が花咲さんに衝しよう突とつした。

　そしてその小さななにかは、花咲さんの足に抱だきつき衝しよう撃げき的な発言をした。

「おとうさん!!」

　その小さななにか……五歳くらいの男の子の言葉にも動じず、花咲さんはいつもどおりの仏ぶつ頂ちよう面づらでその子供を見下ろす。だが、地蔵さんは激しくショックを受けている。

　ガーンガーンガーンガーン。

「おっお父さん？」

　聞き間ま違ちがいか？　聞き間違いだよね？　というか聞き間違いであって欲しい……と、地蔵さんはおそるおそるその男の子にそう聞いてみるが、

「うん、ぼくのおとうさん!!」

　返ってきたのは肯こう定ていの言葉で、地蔵さんはその言葉にもう一つガーンとなる。

　花咲さんの袖から指を離はなし、よろよろと二、三歩後ずさります。

　そして、みるみるうちに地蔵さんの瞳ひとみに涙なみだが盛り上がっていきます。

　そんな地蔵さんはわなわなと震ふるえながら言った。

「はっ花咲……すまない、知らなかったんだ。子供がいたなんて……」

「……ちょっと待て」

　花咲さんはつっこみを入れるが、地蔵さんは聞いていない。

「だというのに……つきまとってしまって悪かった」

「……いや」

「……短い間だったが思い出をありがとう」

　地蔵さんはそこで無理矢理笑顔を浮かべて、別れの挨あい拶さつっぽい言葉を言うと……花咲さんに背を向け泣きながら走り去った。

「……………………うっうっうわ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　がんばって笑え顔がおで立ち去ろうとしていた地じ蔵ぞうさんなんですが、途と中ちゆうでまぶたのダムが決けつ壊かいして涙なみだをこらえきれなくなったらしいです。

　そんな去り際ぎわまでものすごく乙女おとめな地蔵さんの走り去る後ろ姿に、珍めずらしく困った顔をしたこぶつき花はな咲さきさんは聞こえないとは知りながらもつぶやいた。

「……………………………………………………………………話を聞いてくれ」




　がらららっ

　ある金曜日の放課後、御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会という看板の掛かかったプレハブ小屋の扉とびらがノックもなくいきなり開いた。

　荒あらい息をつきながらそこに立っていたのは切れ長な目が印象的な少女だった。目の特とく徴ちようときっちり揃そろえられた髪かみが凜り々りしく実直な印象を与あたえる。

　制服の改造が許されている御伽学園では珍しくどノーマルな冬服で、なおかつスカートも長めでニーソックスも履はいているため、肌はだが見えてる場所が顔と手以外に存在しない。雰ふん囲い気きは地味な優等生風で、唯ゆい一いつ髪をまとめた真っ赤な布だけが自己主張をしていた。

　そんなどことなくお堅かたく見える少女、地蔵さんはその真面目まじめで凜々しい表情を……

「うええあおうえあうあいえあ～」

　……いきなり崩ほう壊かいさせて泣き出した。

　そんな地蔵さんの様子に部屋の中にいた、フリフリ制服を着たとてもロリで、見た目だけは清純派な赤毛の美少女、りんごさんが立ち上がり近づいていく。

「あらあら地蔵先せん輩ぱいどうしたんですの？」

　りんごさんは伸のびをして地蔵さんの涙をハンカチでぬぐい、慰なぐさめつつ質問するが、

「おあいうおえあう～」

　返ってくるのは言葉にならない泣き声だけだ。地蔵さんのなかなかに整ったお顔は涙で汚よごれ、とうとう鼻水まで垂たれてきたようだ。

「うあう～」

　そんな様子にりんごさんはポケットからティッシュを取り出し地蔵さんの鼻に当てる。

「はい、ちーんして」

「ちーん」

　素す直なおに鼻をかむ地蔵さん。

「………………この人、ホントに年上なのかなぁ」

　それを見ていた茶色の長い髪をした、子供が見たら泣きそうなほどに目つきの悪い少女がため息混じりにつぶやいた。スケバン風に改造された制服がすごみを増すのに一役かっています。が、この人、おおかみさんは見た目こんなですが、オオカミさんシリーズ本編でヒロインを張ってたりするんですよ！　いやホントに!!

「ほんとっスねぇ」

　おおかみさんの言葉に相づちを打った、長く伸のびた前髪がみで目を隠かくしたヘタレは森もり野の亮りよう士しといってオオカミさんシリーズでヒーローやってるんですが、こいつはまあどうでもいいです。男ですし。

　それはともかく、なんで地じ蔵ぞうさんがここ御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会にやって来たかというと、ここは名前の通り相互扶助──助け合いを仲ちゆう介かい斡あつ旋せんしてくれる場所なのです。困ったときに来たら力を貸してくれ、その代わりほかの誰だれかが力を貸して欲しいとなったときには、今度は力を貸すことになる。ギブアンドテイク、助け合いの精神に満ちあふれたすばらしい組織。

　……まあ、本人の意志を無視して無理矢理にでも助け合わせるので、恐おそれられてもいますけど。

　で、地蔵さんは前に助けてもらったことがあったので、困ったときはここ……ということで、本能的に来てしまったのでしょう。

「ああうあうあう……」

　というわけで、混乱とショックであうあうと泣きじゃくる地蔵さんにりんごさんは聞く。

「……で、なにがあったんですの」

　りんごさんに聞かれた地蔵さんは、しゃくり上げながらも、ゆっくり自分の身に起きた出来事を話していく。

「ううっ……はっ花はな咲さきに…………………………………………………………子供がいたんだ」

　そう言って鼻をすすり上げる地蔵さんに、りんごさんはまん丸お目々でつぶやいた。

「……………………あれまぁ」

「お父さんと言われてて……すごくなつかれていたんだ」

　地蔵さんはそこで再びぶわわっと泣き出す。だが、りんごさんは首をかしげる。

「いや、でも、それは間ま違ちがいだと思うんですけど…………だって花咲先せん輩ぱいチェリーって顔してますし」

「顔でわかんのかよ」

　おおかみさんがすかさずつっこむ。

「わかるんですのよ…………ねえ森野君？」

「………………なんでそこでおれに話を振ふるんスか」

　りんごさんにそう振られ、すごく嫌いやな顔をする亮士くん（チェリー）、まあ亮士くんはおおかみさん一筋ですから、そういう経験はありません。というか亮士くんはド田舎いなかで同年代が一人もいないなんて環かん境きようで育ったので、時々やってきた親しん戚せきのお姉さん（ちなみに雪ゆき女めさんといいます）への淡あわい想おもいを除けば、おおかみさんが初恋ですしね。

「ともかく、いくら老ふけ顔がおで見た目おっさんで、一児の父とか言われてもまったく違い和わ感なさそうな花はな咲さき先せん輩ぱいでも、ヤることヤらなきゃ子供なんてできないんですのよ」

　りんごさん、花も恥はじらう年とし頃ごろの女の子がヤることヤらなきゃとか言わない。

「でっでも、すごく花咲になついていたんだ……まるで本当の父親に対するみたいな態度だったんだ」

「ん～、どういうことなんでしょうですの」

　りんごさんは頰ほほに指を当てて考え込む。

　りんごさんとしては、自分の目め利ききは間ま違ちがってないと思うのだが、それでもなんの理由もなしに花咲さんがなつかれるわけがないとも思うのだ。花咲さんは仏ぶつ頂ちよう面づらでいつも不ふ機き嫌げんそうな顔をしてるし、子供に好かれそうな要素はないに等しいし。

　そんなこんなで色々話していたら、隠かくし子ご疑ぎ惑わくの重要参考人が現れました。

「…………ここに亜あ美みは来ているか？」

　重要参考人……すぐ隣となりに小さなこぶをくっつけた花咲さんは入るなり聞いた。

「あら、ちょうどよかったですの。来てますのよ……涼りよう子こちゃん、地じ蔵ぞう先輩捕つかまえて」

「もう捕まえてる」

　突とつ然ぜんの花咲さん来らい襲しゆうに、逃にげ出そうとしていた地蔵さんだったが、おおかみさんにとっ捕まって脱だつ出しゆつに失敗する。

「はっ放して～放して～」

　前にも同じようなことがあったので、地蔵さんの扱あつかいは万全なのだ。

「まあまあ、落ち着いて。でもって花咲先輩に話を聞きましょうですの」

　というわけで、無理矢理地蔵さんをソファに座らせ、花咲さんも座ったところでりんごさんが切り出した。

「それでその子は……」

「知らん」

　相変わらずぶっきらぼうな花咲さん。でも花咲さんの隣となりで、亮りよう士しくんが持ってきたジュースをおいしそうに飲んでいる子供はまったく怯おびえていないようだ。それどころか安心しきっているように見える。

　困こん惑わくしている様子の花咲さんに聞いても埒らちがあかないなと思ったりんごさんは、今度は花咲さんの側そばから離はなれない男の子のほうに聞いてみる。

「えーと、ぼくのお名前は？」

「おきな……じゃなくてとりやまりゅうた、五さいです」

「あら、名前を言えるなんてえらいですのね～」

「えへへ、おとうさんがあいさつはちゃんとしなさいって」

　そこで花咲さんを見上げるりゅうた君（五歳）。

　だが……

「まったく知らん」

　花はな咲さきさんはまったく身に覚えがないようだ。

「えーと今、花咲先せん輩ぱいは何歳ですの？」

「十七だ」

「…………ほんとか？」

　花咲さんの老ふけ顔がおに、実は歳としごまかしてねえ？　と常々思っていたおおかみさんがそう聞いてみるが、花咲さんはもう一度自分の年ねん齢れいを繰くり返す。

「……十七だ」

　まあ、おおかみさんの気持ちもわかりすぎるほどわかります。何度も言うように、花咲さんは見た目おっさんですから。

「そもそもこの子が五歳というなら、十二……いや十一歳のときの子になってしまうだろう。あと、ワシは童どう貞ていだ」

　堂々と女性経験がないとカミングアウトする神聖童どう帝てい花咲さん。実に男らしいです。

「ほら、私の目は確かだったですの」

　あと、りんごさん、自じ慢まんしなくていいですから。

「というわけで、ワシは無罪だ」

　花咲さんの身の潔白が証明されたことで地じ蔵ぞうさんからへなへなと力が抜ぬける。

「そっそうなのか……よかった……」

　だが、だとすれば一つ問題が残る。

「……それならこの子はいったいどこの子なんですの？」

　皆みなの視線が足をぶらぶらさせながらジュース飲んでるりゅうた君に向かう。

　皆で目配せをし合ったあと、代表して地蔵さんがりゅうた君に聞いた。

「えーと、りゅうた君はどうしてここに来たんだ？　それになんで花咲のことをお父さんと言うんだ？」

　その問いにりゅうた君は少し考えたあと、ゆっくりとした口調で答える。

「えっとね、まえにおとうさんが、テレビのなかでやきゅうやってたの」

　テレビの中……と出たところでおおかみさんが答えに気がついた。

「テレビの中…………ああ！」

「甲こう子し園えん中ちゆう継けいっスか!!」

　花咲さんはただの老け顔高校生なわけではなく、才能があり将来を嘱しよく望ぼうされている高校球児なのだ。エースで甲子園にも行っている。

「なるほど、りゅうた君のお父さんが、花咲に似てるんだな」

　そこで地蔵さんは納なつ得とくと花咲さんのほうを見たんですが、おおかみさんたち三人はなんだか一言言いたそうです。……たぶん、高校生なのに五歳児の父親にそっくりってどんだけだよ!!　とかつっこみたいんでしょうね。口に出さないだけの分別はある皆みなさんなので、無言になっちゃってますが。

「それで、おとうさんにあいたいとおもって、そしたらテレビのなかのひとがおとぎがくえんとかいってたからおとうさんにあいにきたの」

「どうやって？」

「でんしゃできたの」

「一人でか？」

「うん、おとぎがくえんにいきたいっていったら、えきいんさんがおしえてくれたの」

　そのりゅうた君の行動力に、おおかみさんたちは感かん嘆たんの声を漏もらす。

「いや……よく来たなぁ」

「まったくですの。でもこの子一人で来れたんだから、あんまり遠くではないようですのね」

「そうっスねぇ、新幹線や飛行機ってことはないでしょうっスし」

「とはいえ、お家うちの人が探しているでしょうし、どうにか連れん絡らくして連れて帰ってもらわないと……」

　と、りんごさんの口から家に帰るという言葉が出た瞬しゆん間かん、いい子にしていたりゅうた君がいきなりだだをこね始める。

「いや、かえりたくない！　おかあさんきらい!!　おとうさんがいい!!　おとうさんのところにいる!!」

　その劇的な反応にこの場の皆みなさんは顔を見合わせる。

「父親と母親が一いつ緒しよに住んでないということは、離り婚こんしたということですの？」

「……そういえば名前言うときに名字を言い直したっスよね」

「なるほど、離婚で名字が変わったのか」

　おおかみさんがうなずく。

「それで、母親が嫌きらいだから父親に会いに来た……と。どうするんだ花はな咲さき？　このままにしておくわけにもいかないだろう？　親おや御ごさんも心配しているだろうし」

　地じ蔵ぞうさんにそう問われ、花咲さんはううむと考え込む。

「どうするべきか……」

　いきなり自分のことをお父さんと呼ぶ子供が現れるというシチュエーションに慣れてる人なんていないでしょうから、対応に困るのもわかります。

「……花咲先せん輩ぱいが連れて帰るわけにもいかねぇしな」

「そうっスね」

「まあ、どうしたらいいかわからないなら、とりあえず警察に届けといたほうがいいと思いますの。今のご時世、知らない子供連れてたら、誘ゆう拐かいがどうのと問題になっちゃうかもしれませんのよ。特に花咲先輩は見た目おっさ……大人っぽいですし」

　りんごさん今、おっさんって言おうとしたでしょう。

「そうだな……まずは交番に行くことにする。邪じや魔まをしたな」

「すまない、迷めい惑わくをかけた」

　りんごさんの提案を受け入れることにしたらしい花はな咲さきさんと地じ蔵ぞうさんは立ち上がりながら礼を言う。

「いえいえ、またなにかあったら来てくださいの～」

　りんごさんの非常ににこやかなよそゆき笑え顔がおに見送られながら、こぶつきになった花咲さんは地蔵さんと共に御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会をあとにした。




　………………で、りゅうた君をつれて交番に行った花咲さんと地蔵さんはというと、

「いくら自分で育てられないからといって……」

「いや」

「子供の親はあなたたちしかいないんだぞ？」

「あの……」

「こんなにかわいいのに……」

　交番に行って、かくかくしかじかと話をしたら、子供を捨てに来たと勘かん違ちがいされて説教を受ける羽目になっていた。

「いくら若いからといって……いや若いからこそ色々あるのかもしれないが、こういうことは奥さんと協力して……」

「おっ奥さん!!」

　その言葉に地蔵さんはうっとりとした目になる。いやあなた、五歳児の母親にされてるんですけど喜んでいいんですか？

「そもそもいい年したあなたが学生の奥さんを貰もらったんだから、苦労は予想できたはずでしょう」

「奥さん……」

　懇こん々こんと人の道、親の道を説くお巡まわりさんと、夢心地ごこちな地蔵さん。

「……お願いだから話を聞いてくれ」

　本日二回目のものすごく切実な花咲さんの言葉ですが、花咲さんの思いが伝わるのはもう少しあとになりそうです。




　家路につきながら、花咲さんが言った。

「…………亜あ美み、ワシはそんなに、老ふけて見えるか？」

「いっいや、その、花咲はちょっと大人っぽいだけだ！」

　なにやら少々傷ついているらしい花咲さんを、地蔵さんは一いつ所しよ懸けん命めいに慰なぐさめる。

　……ちなみに地じ蔵ぞうさんは同年代の男が苦手だったりします。でもある程度以上の年ねん齢れいからは大だい丈じよう夫ぶになります。若者じゃなかったら大丈夫なのです。

　なんでこんなことを書いたかというと、地蔵さんは花はな咲さきさんなら大丈夫なのです。若者は苦手だけど花咲さんなら大丈夫なのです。

　つまり、ある意味で花咲さんが老ふけ顔がおだということを誰だれよりも証明しているのが地蔵さんなのです。そんな地蔵さんが花咲さんを慰なぐさめる……

「そう、ちょっと大人っぽいだけなんだ!!」

　……切ないですね。地蔵さんの言葉は花咲さんには届きませんよ。説得力皆かい無むですし。

　まあ、本人たちにとっては悲劇でも、周りから見れば喜劇なのですが。

　そんな二人の間には……なぜかまだりゅうた君がいる。三人で手を繫つないで、幸せ家族といった感じだ。通りすがる人たちの花咲さんに向ける視線が少々厳しいようだが……これも仕方がないかもしれない。一いつ緒しよにいるのがセーラー服を着た地蔵さんだから、いい年して高校生に子供を産ませたおっさんの図といった感じになっちゃっているのだ。もしくはいい年して高校生と付き合ってる子持ちのおっさん。花咲さんは花咲さんで制服着てるのだが、カッターシャツをきっちり着てネクタイまで着けてるのでぱっと見社会人に見えてしまう。

　なら着崩くずせばいいじゃんとか、皆みなさんはお思いかもしれませんが、そういう着崩した格好が、花咲さんは異常に似合わないのです。花咲さんはおっさ……かなり老け顔ですしね。

　とまぁ、なんでこんなことになっているのかというと、時間を少しだけさかのぼります。




　交番にりゅうた君を連れていったら、自分の子を捨てようとするのかとお巡まわりさんに非難された花咲さん。

　学生証を見せて、自分の子ではないと証明して、あとは任せよう……としたところで、りゅうた君がいきなり泣きわめき始めた。『おとうさん』と叫さけび『いかないで』と花咲さんにくっつき、意地でも花咲さんから離はなれようとしなかった。

「いやーいやーいや[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　そんな尋じん常じようではないりゅうた君の様子に、地蔵さんは花咲さんをなにか言いたげな表情で見上げ……

「花咲……」

「…………はぁ」

　実は地蔵さんに弱い花咲さん、一つため息をついたあと、お巡りさんに聞いた。

「この子の親はどのくらいで見つかると思いますか？」

「名前がわかっているし、あまり時間はかからないはず……まあ最悪でも明日までにはわかるだろう」

「それくらいなら自分が預かりましょうか？」

「いや、さすがにそれは……」

「しかし、このままだと埒らちがあかないと思いますが？　それにこのままだと、隙すきを見てまたワシに会いに来ようとするかもしれない。お巡まわりさんも四六時中見ているわけにもいかないでしょう？」

「ううむ………………しかし、もしなにか問題が起こった場合」

　なんてお巡りさんが悩なやんで、花はな咲さきさんが困って、地じ蔵ぞうさんがうるうるして、りゅうた君が花咲さんに抱だきつき泣きわめいていたら、救世主が現れた。

「お困りのようですのね」

　花咲さんが振ふり向くと、そこには先ほど別れたばかりのりんごさんたちの姿があった。

「……なんでいるんだ？」

　花咲さんが聞くと、りんごさんが人差し指をほっぺに当てるという、実にかわいい考え中ポーズで言った。

「んーちょっと気になったんですのよねぇ。家に帰るという言葉が出たときのりゅうた君の反応が……案あんの定じよう今も尋じん常じようじゃない反応してますし。で、お巡りさんは要するに責任問題というか、りゅうた君になにか起こったら問題だということですのよね？」

「ああそうだ」

　お巡りさんはりんごさんの言葉にうなずく。

「まあ、当然ですのよね、ここで認めちゃったらお巡りさん失格ですの。でも今回はちょっと融ゆう通ずうを利きかせてもらいたいんですのよ」

　そのりんごさんの言葉に、お巡りさんは泣きわめくりゅうた君の姿を見る。

「それはわかるが……自分だけで判断できることでは」

　お巡りさんも、りゅうた君の様子がおかしいとは思っているようだ。

　そんなお巡りさんの様子を見て、りんごさんは携けい帯たい電話を取り出す。

「ちょっと失礼しますの」

　そして、どこかに電話をかけ始める。

「あ、おじいちゃまですの？」

「ちょっとお願いしたいことがありますの」

「そんな貸し借りなんて、私とおじいちゃまの仲じゃないですの？」

　なにやらおじいちゃまと呼ばれる人物とりんごさんは話しているらしい。

「大おお神かみ、赤あか井いはいったい誰だれと話しているんだ？」

　地蔵さんはその様子を見て、側そばにいたおおかみさんに聞いた。

「あーたぶん、エロ爺じじいだ」

「エロ爺？」

「学園長だよ」

　ここでいう学園長とは、御お伽とぎ学園の創立者、荒神アラガミ洋燈ランプその人のことです。最近の若者はっ!!　と癇かん癪しやくを起こして御伽学園を作った張本人です。実は御伽銀行の真のボスにしてスポンサーでもあるんですが、それはここでは内ない緒しよです。

「あっ赤あか井いは学園長とそんなにも親しいのか？」

「んーまぁ、そんな感じだな」

　りんごさんの交こう渉しよう……というかおねだりは続いていた。

「──小さな子供の心に一生残る傷ができるかできないかの瀬せ戸と際ぎわなんですのよ」

「──だから、おねがいですの……」

　ものすごく助けてあげたくなるようなか弱い声を出すりんごさん。

「…………本当ですの!!　で、やってもらいたいことはですの……」

　りんごさんはごにょごにょと電話口でして欲しいことを説明したあと、電話を切った。

　そんなりんごさんに亮りよう士しくんが聞いた。

「どうなったんスか？」

「問題なしですの。もう少ししたら……」

　と、そのとき交番の電話が鳴った。

「ああ、ちょっと待ってくれ」

　お巡まわりさんはそう言って交番に備え付けられた電話を取り、

「はっはい！」

　なぜか急に立ち上がり背筋が伸のびます。

「……はいっはいっわかりましたっ!!」

　聞こえてくるのはなにやらかしこまりまくりなお巡りさんの声。

　そのあと、なにがしかの会話を交かわすと、すごく疲つかれた感じでお巡りさんが言った。

「特例で認めるよう上から連れん絡らくが来た…………いったいなにをしたんだ？」

「ん～権力っていいですのね」

　……りんごさん、あんた最低ですよ！

　ちなみに、りんごさんたちのボスはこの街の支配者といっていいほどの権力を持ってます。

「…………じゃあ、その子の親が見つかったら連絡するから、そちらもなにかあったら連絡をください」

　関かかわらないほうがいいと判断したお巡りさんは、花はな咲さきさんに言った。

「わかりました、どうもありがとうございました」

　そして、交番を出た花咲さんと地じ蔵ぞうさんに、りんごさんが急に真面目まじめな顔で口を開いた。

「…………花咲先せん輩ぱい、地蔵先輩」

「なんだ？」

「取とり越こし苦労だといいんですけど…………もしなにかあったら、連絡くださいの。力になることができるかもしれませんし」

　そのりんごさんに、花はな咲さきさんと地じ蔵ぞうさんは顔を見合わせたあと、地蔵さんが答えた。

「ああ、わかった」

「じゃあ今度こそ、さよならですの」




　…………と、こんなことがあって三人は手を繫つないで一いつ緒しよに歩いているのです。

「おねえちゃんのなまえは？」

「私の名前は地蔵亜あ美みだ」

「あみ……じゃあ、あっちゃんだね！」

「……あっちゃん」

　なにやらじーんと感動しているらしい地蔵さん。地蔵さんはこんなかわいい愛あい称しように縁えんがなかったのです。まあ、小学校の頃ころから頼たよりになるクラス委員長をずっと続けてますしね。あだ名で呼ばれるようなキャラでもないですし、ちゃんづけがせいぜいです。

　地蔵さんはしばらく幸せと感動を味わったのち、満面の笑えみで聞く。

「それでりゅうたは晩ご飯なにが食べたい？」

「カレー!!」

「よし、じゃあ今日はカレーにしよう！」

　あっちゃんと呼ばれたのがよっぽどうれしかったのか、地蔵さんはりゅうた君に対して甘々だ。

「……ふっ」

　そんな地蔵さんに、花咲さんは仕方ないなとかすかに笑みを浮かべる。

「じゃあ、材料を買って帰らないとな」

「うん！」

　そんなことを話しながら仲良く歩く三人。

　とりあえず花咲さんはあともう少しだけ周囲の視線を我が慢まんしないといけないみたいですね。




　そしてその日の夜。

「おいしい！」

「そうか、それはよかった」

　いつもは家に帰ってから晩ご飯を食べる地蔵さんも、今日は一いつ緒しよに食べている。

　狭せまい部屋に小さなちゃぶ台、その上に並んだ高級ではないが実に愛情のこもった手料理。まさに狭いながらも楽しい我が家、幸せな若夫ふう婦ふって感じになっていた。

「口にカレーがついてるぞ？」

　地蔵さんはそう言って、りゅうた君の口をぬぐう。

「あっちゃん、すごくおいしかった!!　ねえ、おとうさん!!」

「……そうだな」

「そうか、それはよかった」

　地じ蔵ぞうさんがうれしそうに笑う。料理を作る者として、おいしいという言葉は最大の報ほう酬しゆうなのだ。

　そのあと、地蔵さんは洗い物をし、花はな咲さきさんとりゅうた君はテレビを見る。

　まごう方なき一家団だん欒らんの風景がここにあります。そう……ここまでは。

　地蔵さんはそんな幸せな光景に切れ長な瞳ひとみを細めたあと、りゅうた君に言った。

「りゅうた、そろそろお風ふ呂ろに入ろうか」

　地蔵さんとしては、花咲さんに入れてもらって？　と言うつもりだったんですが、帰ってきたのは次の言葉だった。

「あっちゃんとはいる！」

「えっ、でも……」

　花咲さんの部屋は狭せまく、お風呂もユニットバスで脱だつ衣い所なんかあるわけもない。

　ということは思いっきり花咲さんの前で服を脱ねぐことに……

「…………」

　地蔵さんは想像しただけで真っ赤になる。

　そっそれはダメだ！　嫁よめ入り前の女が肌はだを見せるなんて……でも、でも、花咲なら……。

　地蔵さんは相変わらずですね。ちょっと前に疑ぎ似じ裸はだかエプロンしたんですから今いま更さらな気もしますが。

　が、そこは花咲さん。空気を読んで立ち上がる。

「ワシは外に出ておく」

　…………ここは空気を読まず、恥はずかしがる地蔵さんの脱衣シーンを見て欲しかった。

　マジ、見て欲しかった!!

　ですがまあ、見た目がおっさんなだけあって、花咲さんは紳しん士しなんですよねぇ。……ここもおっさんは関係ありませんね、すいません。

　まあ、というわけで、花咲さんは玄げん関かんで靴くつを履はき始め、その花咲さんに地蔵さんは面目なさそうに言う。

「すっすまない」

「気にするな。適当に時間を潰つぶしてくるから、ゆっくり入れ」

「ああ」

　そして部屋を出た花咲さん、さてどうやって時間を潰すかなとか考えながら歩き出そうとした瞬しゆん間かん、部屋の中から地蔵さんの悲鳴のようにせっぱ詰つまった声が聞こえてきた。

「はっ花咲!!」

　なにが起こった？　と花咲さんがあわてて扉とびらを開けると、部屋の中では真っ青な顔で地蔵さんがりゅうた君を抱だきしめていた。

「花はな咲さき……」

　花咲さんを見た地じ蔵ぞうさんは今にも泣きそうな表情を浮かべていた。そんな地蔵さんに花咲さんは聞く。

「どうした？」

「…………」

　地蔵さんは無言で抱きしめていたりゅうた君を離はなし……そのりゅうた君の身体からだを見た花咲さんは言葉を失った。

　そこに見えたのは……無数の痣あざに、小さなやけどの痕あと。

　それを見た瞬しゆん間かん、パズルのピースが組み上がるかのように、花咲さんはすべてを理解した。

　……この子は逃にげてきたのだ。

　母親に虐ぎやく待たいされる日々のなかでテレビに映る父親にそっくりな自分を見つけ、藁わらにも縋すがるような気持ちでこの街にやってきたのだ。

　こんな小さな子供にとっては行ったことのない場所を一人で歩くなんて、とても恐おそろしいことで不安で心細かっただろう。それでも、助けを求めて……一人でここまでやって来たのだ。

　そしてだからこそ、異常なまでに自分から離れたがらなかったのだ。

　そこまで考えたところで花咲さんは、呆ぼう然ぜんとしたままの地蔵さんを見て我に返った。自分まで呆ほうけている場合ではない、こんなときに役に立たないでなにが男か。

　花咲さんはいつも通りの調子で地蔵さんに話しかける。

「……亜あ美み、早く風ふ呂ろに入らないと風邪かぜをひくぞ」

　だが、ショックを受けている地蔵さんは反応しない。それを見た花咲さんは少し語調を強めて、もう一度地蔵さんの名前を呼ぶ。

「亜美!!」

　地蔵さんはその声にビクッとする。花咲さんは注意が自分に向いたのを確かく認にんして、地蔵さんを呼ぶ。

「こっちに来い」

「あっああ」

　すぐ側そばに来た地蔵さんの頭に手を載のせなでて落ち着かせながら、花咲さんは小声で耳打ちをする。

「…………りゅうたが見ているぞ、笑え……じゃないとりゅうたが不安がる」

「でも……」

「いいからワシに任せろ。お前はただりゅうたが不安がらないようにしていればいい」

「……わかった」

　優やさしくなでる花咲さんの手の感かん触しよくと、とても頼たよりになるその様子に、地蔵さんは少し落ち着きを取り戻もどす。たしかに花はな咲さきの言うとおりだ……と地じ蔵ぞうさんは決意の表情でうなずくと、無理矢理に笑え顔がおを浮かべりゅうた君の許もとに戻もどった。

「すまないな、寒かっただろう？」

「ううん、だいじょうぶ」

「そうか……じゃあお風ふ呂ろに入ろう」

　そんな二人の姿を見ながら花咲さんは玄げん関かんの外に出ると、携けい帯たい電話を取り出してどこかに電話をかけ始めた。

「もしもし……」




　……花咲さんがどこかに電話をかけてからしばらくして、なにかあったときのためにと、部屋の前に立っていた花咲さんの許にお客さんが現れた。

「こんばんはっス」

「……こんな時間にすまんな」

「いいえっス」

　お客さん……亮りよう士しくんは、そう言いながらなにかを渡わたす。

　花咲さんがかけた先ほどの電話はりんごさんへで、りんごさんから連れん絡らくを受けた亮士くんが届け物をしに一人でやって来たのです。超ちよう特急でやって来たのです。夜道を女の子が歩くのは危ないということで、パシらされたのです。

「これは明日の朝一で取りに来るっス。赤あか井いさんたちももう動いてるので、明日にはどうにかなるんじゃないっスかね」

「わかった、恩に着る」

「…………それにしても、赤井さんの心配事が当たっちゃったっスねぇ」

「……そうだな」

　この虐ぎやく待たいというのが、りんごさんがあのりゅうた君の反応を見て懸け念ねんしていたことなのでしょう。そしてその心配事は現実になった。だからこそ……花咲さんは思う。

「…………本当にワシが預かってよかったのか？」

「それはあのまま、警察に預かってもらっていたほうがよかったかということっスか？」

「……ああ」

「それはわからないっスけど……」

　そのとき、部屋の中からりゅうた君の笑い声が聞こえてきた。

『きゃははははくすぐったい～』

　どうやら大変盛り上がっているらしい地蔵さんとりゅうた君。結構な長風呂になっている。

「……今笑えてるということが大事なんじゃないっスかね。預かってもらってたらたぶん笑えてないっスよ。お父さんに置いていかれたと思って」

「そうか？」

「それに……よかったかどうかは、これからわかることっスよね。終わりよければすべてよしというっスし……そのためにおれらが動いてるんスから」

　自信ありげに言う亮りよう士しくんの口調からは仲間のことを信しん頼らいしているのが窺うかがえる。

「しかしワシが預かってもできることなんかなにもない。現に、お前たちに頼たよってばかりだからな……情けない」

「そんなことないっスよ！　それぞれができることをやればいいんス。それが助け合いというものっスよ。だから花はな咲さき先せん輩ぱいはりゅうた君が笑えるようにしておいてあげてくださいっス。それが花咲先輩が今できることっスよ。そして、それができている花咲先輩は、全然情けなくなんかないっス!!」

　亮士くんはそう言いながら花咲さんに笑いかけた。その言葉で心が軽くなったのか花咲さんもかすかに笑えみを浮かべる。

「そう……か」

　男同士の実にいいシーンです。

『ちょっ待って、私は自分で身体からだを洗うから』

『あっちゃんやわらか～い、はだすべすべ～』

「…………」

「…………」

『ちょっ……あっ』

「…………」

「…………」

『出ないから！　まだ出ないからっ!!』

「…………」

「…………」

　なんか、響ひびいてくる声で色々台無しです。

　というか、りゅうた君、うらやまけしからんすぎるでしょう。それにしても地じ蔵ぞうさん、出ないって、なにが出ないんですか!!　もっと具体的に!!　はっ!?　…………すいません、取り乱してしまいました。

「……じゃあ帰るんでまた明日」

「ああ……よろしく頼たのむ」




　それからしばらく、地蔵さんとりゅうた君がお風ふ呂ろから出たあと、花咲さんから渡わたされた大きめのＴシャツに地蔵さんが恍こう惚こつとしちゃったり、自分も入ろうと堂々と服を脱ぬぎ始めた花咲さんに地蔵さんが赤面したりというコメディ的な要素もありましたが、まあそれはおいておいて……いやだって見た目おっさんな少年の脱だつ衣いシーンはいらんでしょう？　……え？　Ｔシャツのシーンはいる？　仕方ないですね。
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　色々なことが原因で真っ赤になってお風ふ呂ろから出てきた地蔵さん。うかつな地蔵さんはそこで着き替がえがないことに気がついた。

　仕方なく扉とびらの外にいる花はな咲さきさんに相談をする。

「あっあの花咲？」

「なんだ？」

「えと、なにか着るものを借りたいんだが……」

「…………それならなんでも勝手に使ってかまわない」

「そうか、すまない」

　というわけで、地蔵さんはバスタオル一枚で花咲さんのタンスを物色する。

　通い妻をやってる地蔵さんはどこになにがあるかは把は握あくしているので、Ｔシャツを選んで取り出す。

　花咲さんは大きいので、そのＴシャツの丈たけは膝ひざ近くまでありワンピースのようだ。

　自分の姿を確かく認にんしながら地蔵さんは考える。

　これなら……どうにか。はしたないかもしれないが仕方ないし、前のときより肌はだは見えてないし……なにより……なにより……………………気持ちがいい。花咲の匂においがする気がするし……まるで、花咲に包まれて……抱だきしめられているようで……ああ……。

　気がつけば自分で自分を抱きしめトリップしていた地蔵さん。が、今は一人ではなかった。

「……あっちゃんなにしてるの？」

「はっ、いやなんでもない、なんでもないんだ」

　と、りゅうた君に指し摘てきされて我に返った地蔵さんは真っ赤になる。

　……と、まあそんなことがありました。
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　花咲さんが部屋に入ると、Ｔシャツを着てもじもじしている地蔵さんがいた。ぺたっと女の子座りをしているので、結構大だい胆たんに太ももが見えていたりする。気まずかった花咲さんは視線を上げると、今度は首元がだぼっとしているので慎つつましやかな胸の谷間が見えてしまう。枯かれているようで実は思春期真っただ中の花咲さんは気になってしょうがない。

「むぅ……」

[image: ]

「やっやっぱりはしたないか？」

　耳まで真っ赤になった地じ蔵ぞうさんは、恥はずかしそうに身を縮ませる。

　でも、こればっかりは仕方がありません。花はな咲さきさんはぎくしゃくとしながらも、あえてＴシャツのことは意識しないことにしたようです。

　風ふ呂ろに入ったあと、いつまでも帰る様子を見せない地蔵さんに花咲さんは尋たずねます。

「帰らないのか？」

「いや……今日は……花咲さえよければ泊とめて欲しい。……今はこの子の側そばにいたい」

　地蔵さんの視線の先にはこっくりこっくりと船をこぐ眠ねむそうなりゅうた君の姿があった。そのりゅうた君の手は、地蔵さんのＴシャツの裾すそをつかんだままで……地蔵さんはどうやら母性本能が全開になってしまったようだ。

「そうか…………………………………………………………………わかった。ワシはかまわん」

　花咲さんは了りよう承しようする。途と中ちゆうの沈ちん黙もくに、どれだけの思春期的葛かつ藤とうがあったのかは推おして知るべしですが……花咲さんは男でした。すべては地蔵さんの気のすむように。

「すまない、花咲は明日試合があるのに」

「気にするな……では寝ねるか。りゅうたも眠そうだしな」

「ああ」

「ベッドはお前たち二人で使え。ワシは床ゆかでいい」

「そっそんなのだめだ！　そんなことをしたら、明日に差し支えがあるだろう!!　私が床ゆかで寝ねる!!」

「いやそれはさすがに男として……」

　……なんてやりとりをしばらく繰くり返したのちに出た結論は、今の三人の姿を見てもらえばわかります。

　シングルの小さなベッドの上で、くっつくようにして眠ねむる三人。

　花はな咲さきさん、りゅうた君、地じ蔵ぞうさんの順番で川の字になってます。狭せまいので密着しちゃってます。特に花咲さんはでかいので身体からだが壁かべにくっついちゃってます。が、問題なのはりゅうた君を挟はさんでいるとはいえ、地蔵さんがくっつきそうなほどすぐ側そばにいること。

　というわけで……

「…………眠れん」

　花咲さんはつぶやいた。暗くら闇やみの中にかすかに聞こえる二つの寝息……特に寝息の片方、地蔵さんの寝息は花咲さんの心の中をかき乱します。

「……ううん…………あっ」

　りゅうた君に抱だきつかれている地蔵さんから時々甘い吐と息いきが漏もれます。

　いやなんというか……地蔵さん、あなた誘さそってるんですか？　誘ってるんですよね？　誘ってるんでしょう！　誘ってて欲しい!!　清純そうな顔して実は小こ悪あく魔まとか、たまりませんよ!!　…………失敬、また話がそれました。

　ともかく、見た目はおっさん、頭脳は思春期な花咲さんには今の状じよう況きようは刺し激げき的すぎます。

「……ワシはこれでも十七なんだがな」

　そもそも、こんなかわいい地蔵さんがすぐ側で寝息を立ててるんですから眠れないですよね。眠れたなら思春期失格ですよ。

　今の地蔵さんはパジャマ代わりに花咲さんの大きなＴシャツを着ててすごく色っぽいですし、なんかいい匂においがするし……。

　同じシャンプー使ってるのになぜここまで違ちがうのかと、花咲さんが貴重な睡すい眠みん時間を削けずってまで真理を追究してしまうのも無理はありません。

「……それにしても、ここまで無防備なのはどうなんだ？　ワシも男だぞ？」

　りゅうたもいるし、自分をよっぽど信しん頼らいしているだろうことはわかるし、その信頼を裏切るつもりはさらさらないとはいえ……若さあふれる自分としては、これはある意味拷ごう問もんに近い。

「…………はぁ」

　色々と切実な花咲さんのため息が暗闇の中に吸い込まれていきました。合がつ掌しよう。




「おとうさん、がんばれー!!」

　花咲さんが悶もん々もんとした夜を過ごした次の日、御お伽とぎ学園野球部の練習試合の真っ最中に、実に場ば違ちがいな声せい援えんが響ひびいた。

「ねえ……花はな咲さきって、いつの間に妻子持ちになったのかな？」

　マウンドにやって来て、開口一番そう言ったのは花咲さんとバッテリーを組む、女房役の犬いぬ塚づかさん。結構な美少年さんですが……変な性せい癖へきを持つ実に残念な人だったりします。

「…………なっていない」

　そんな残念な犬塚さんに、花咲さんは相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらでそう答える。ですが『おとうさん、がんばれ!!』という声援は、明らかに花咲さんに向けたものだ。

「いやでも、地じ蔵ぞうさんと一いつ緒しよにいるし、おとうさんって言ってるし」

「……どう考えても、年ねん齢れい的におかしいだろう？」

　たしかに花咲さんが地蔵さんと付き合うようになってから、まだあまり日は経たってませんからね。

「そうなの？　今日は特に球走ってるし、応援パワーかなと思ったんだけど？」

「……否定はせんがな。で、今日のワシの調子はどうだ？　お前の言うとおり悪くないと思うが……」

「すごくいいね!!　今までで有数の出来だよ!!　今日、花咲って眠ねむたそうで、どうなることかと思ったけど、いい感じの痛さが伝わってきてるし、もう、ぞくぞくするね!!」

　この実に残念な美少年犬塚さんは、ごらんの通りすごいマゾで、キャッチャーミットでボールを受けたときの痛さが大好きだったりします。いやむしろ、その痛さを味わいたいがために野球をやっているという噂うわさすらあります。というか事実です。そしてその痛さを味わうために必死で努力し、高二でレギュラーになっちゃったりしてます。

　さらに、バッターに打たれたらミットにボールが届かず気持ちよくないので、花咲さんに三さん振しんを取らせるために、事前に相手チームの情報を収集し、限界まで脳みそを使って配球を組み立てたりもしています。

　おかげで犬塚さんって周囲の高校にも一いち目もく置かれるすごいキャッチャーになっちゃいました。まさに、マゾの一念岩をも通す。ちなみに犬塚さんの夢は、プロになって色々なプロの投手たちの球を受けることらしいです。

　そんなアブノーマル一直線な犬塚さんを気にもせず、花咲さんはどうやら犬塚さんの言葉にホッとしている様子です。

「……そうか」

　花咲さんの調子の良し悪しは、犬塚さんが一番よくわかっているんですよね、伊達だてにバッテリーを組んでません。まあ、調子のバロメーターが犬塚さんの快楽に直結しているという実に駄だ目めな理由で正確なんですが。

　……で、なんで花咲さんが自分の調子を気にしているのかというと、昨晩地蔵さんと同じベッドで寝ねたため悶もん々もんとし続けてあまり眠れなかったのです。おかげで眠いのは眠いんですが、そんなことを言っていられないのです。もし、今日勝てなかったり調子を崩くずしてしまったりしたら、地じ蔵ぞうさんが自分が泊とまったから負けたんだと気に病やんでしまうに違ちがいないので、花はな咲さきさんとしては絶対に勝たないといけません。せっかく応おう援えんしてくれるりゅうた君にもかっこいいところ見せたいですしね。

　というわけで、ある意味信しん頼らいしている犬いぬ塚づかさんに今日の自分の調子を聞いたのです。調子が悪いなら対策を立てないといけないですし。

「うん、今のままでいけばばったばったと三さん振しんの山だね！　それで、あの子はなんなの？　さすがに気になって集中できないからさ。ぼくもみんなも」

　花咲さんが周囲を見回すと、いつの間にか内野手がみんな集まってきていた。

「成り行きで預かることになった」

「ふ～ん。……じゃあ、お父さんと呼んでるのはなんでなのかな？」

「よくわからんが、あの子の父親とワシが似ているらしい」

「なるほど。じゃあ、かわいい奥さんと子供に、いいところを見せないとね」

「……話を聞け」

「というわけでいつも通りというかいつも以上にバシバシ投げてね～。あと、みんなでがんばって、花咲に勝利をプレゼントしよう。あの子にお父さんのかっこいいところ見せてあげないといけないからね」

「「「「おうっ!!」」」」

　そして盛り上がった選手の皆みなさんは、花咲さんの肩かたや背中などを叩たたいてから自分の守備位置に戻もどっていく。

「だから話を聞け……」なんて言っている花咲さんの言葉は思いっきりスルーです。

　昨日今日の出来事で、花咲さんもいい加減嫌いやになってきた。

　好きでこんな老ふけ顔がおに生まれたわけではないんだがな……なんて考えてややテンション下がる。

「おとうさん、がんばれー!!」

「…………はっ花咲、がんばれ!!」

　……が、花咲さんは聞こえてくる二人の声に、かすかに頰ほほを緩ゆるめた。

「まあいいか」

　この声援は力になる。声の方向に視線を向けると、そこには日ひ傘がさを差した地蔵さんと、その膝ひざの上に乗っているりゅうた君の姿が見えた。

　惚ほれた女と子供に、かっこいいところを見せたいという理由でがんばるのもいいだろう。

　花咲さんは帽ぼう子しをかぶり直し、気合いを入れ直した。

「さあ、やるか」

　花咲さん………………変な噂うわさが立ちそうなことについては、考えないことにしたらしいです。




「おとうさん、かっこよかった!!　ねぇ、あっちゃん！」

「あっああ、すごくかっこよかった」

「……そうか」

　いつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらで素っ気ない返事をする花はな咲さきさんだが……微び妙みように頰ほほが赤くなっている。どうやらちょっと照れてるみたいですね。

　今は練習試合の帰り道。いいところを見せようとがんばった花咲さんは相手バッターをばったばったと三さん振しんに切って取り大活かつ躍やくしたのだ。たしかにかっこよかった。ほかのチームメイトもそれにつられたのか、お父さんのいいところを子供に見せてあげようとしたのかわからないが奮起し、試合も勝利したのだ。

「びゅってボールがいったらバシーンって!!」

　そんなかっこよかった花咲さんの様子を、りゅうた君は少ない語ご彙いを身み振ぶり手振りでカバーしてどうにか伝えようとする。地じ蔵ぞうさんはそれに笑え顔がおでうんうんとうなずいている。

「じゃあ、今日はお祝いをしないとな」

「うん!!」

　りゅうた君は満面の笑みを浮かべてうなずく。

　隣となりには優やさしく笑う地蔵さん。反対側がわにはぶっきらぼうな顔をしながらも、りゅうた君を気き遣づかい、その遅おそい歩調に合わせてゆっくりと歩く花咲さん。

　それは誰だれもが微笑ほほえましく思うだろう幸せの光景。

　…………が、そんな幸せな光景もそこまでだった。

　三人が一いつ緒しよに花咲さんのマンションに到とう着ちやくすると、マンション前に立っていた女性が声を上げたのだ。

「隆りゆう太た!!」

「おっおかあさん」

　どうやら現れた女性はりゅうた君の母親のようだった。

　しかし、りゅうた君の表情は怯おびえているようで、花咲さんの後ろに隠かくれてしまう。

　そんなりゅうた君の許もとに女性は小走りで近づいてきて花咲さんに挨あい拶さつをしようとしたらしいのだが……

「このたびはどうもお世話になりました……っ!?　あなた!?」

　女性は花咲さんの顔を見て驚おどろきの声を上げた。

「…………いや別人？」

　が、どうにもおかしいことに気がつき、花咲さんもそれを肯こう定ていする。

「そうです、自分とあなたは初対面だ」

「他人のそら似……それにしても…………」

　この世に三人はいるというそっくりさんの一人に遭そう遇ぐうして動どう揺ようする女性だったが、考えても意味がないことに気がつくと、気を取り直し花はな咲さきさんに挨あい拶さつをする。

「……まあいいわ。警察から連れん絡らくが来て、ここにいると教えてもらったので待っていました。私はそこにいる隆りゆう太たの母親です」

「……そうですか」

「なにやら隆太がわがままを言って、面めん倒どうを見てもらったそうで……本当にお世話になりました」

　最低限の礼れい儀ぎはわきまえているらしく、りゅうた君の母親は礼の言葉を述べる。が、りゅうた君に対する態度は違ちがった。

「……隆太、帰るわよ!!　まったく手間かけさせて!!」

　そう不ふ機き嫌げんそうに言うと、女性はりゅうた君に乱暴に手を伸のばす。だが、りゅうた君はその手から逃のがれるように今度は地じ蔵ぞうさんにくっついた。

　だが、そこは子供。何度かその手を避さけたあとに、身体からだをつかまれ引き離はなされる。

「…………あ」

　身体から消えたりゅうた君のぬくもりに、地蔵さんは思わず声を漏もらしてしまう。

　だがそれ以上の言葉は出ない。なぜなら地蔵さんとりゅうた君は赤の他人でしかないのだ。

　自分たちがやっていた、おままごとのような家族ごっことは違う。目の前には正しよう真しん正しよう銘めいの母親がいる。

「いやーいやーおとうさんとあっちゃんといっしょにいるー」

「うるさい、黙だまりなさい!!　あの人はあなたのお父さんじゃないでしょう」

　嫌いやがり泣き叫さけぶりゅうた君を引きずるようにして女性は歩き出す。

「…………」

　そんな光景に地蔵さんは無言でうつむき、花咲さんのシャツをぎゅっと握にぎった。

　仕方ないと自分に言い聞かせ、自分のような子供が口を挟はさむ問題ではないと唇くちびるを嚙かみしめる。

　……が、それも次の言葉を聞くまでだった。

「あっちゃん、あっちゃん」

「………………っ!!」

　泣きながら自分の名前を呼ぶりゅうた君に、思わず地蔵さんは走り出した。そしてりゅうた君を再び奪うばい取ると、その胸に抱かかえ込む。

「なにするのよ!!」

「りゅうたはあなたには渡わたせない!!」

　そんな地蔵さんの行動に女性は激高し、地蔵さんを恐おそろしい目で睨にらみつけながら言う。

「……渡せないってどういうこと？　なにかしら？　あなたが隆太を育てるとでも？」

「それは……」

　地蔵さんは唇を嚙みしめうつむく。今の地蔵さんはただの学生でしかなく、子供を育てるなんて絶対に無理だ。

　りゅうた君の母親はそんな地じ蔵ぞうさんの態度に勝ち誇ほこったように言う。

「できないでしょう。できもしないくせに、子供を育てる大変さも知らない小こ娘むすめのくせに、なにを言ってるの!!　これはお遊びじゃないの。わかったら隆りゆう太たをさっさとこっちによこしなさい!!」

　鬼おにのような面相になった女性の言葉に地蔵さんは黙だまり込み、でも少しの沈ちん黙もくののち口を開いた。

「…………そうだ、私は子供も産んだことのない小娘で、親に守られているだけで子育てがどんなに大変かなんてわからない」

「だったら、黙ってなさ……」

「でも、わかることだってある！」

　そこで、地蔵さんはうつむけていた顔を上げる。

「こんないい子がたくさん痣あざを作ってやけどして……そんなのが正しいはずはない!!　そう、絶対に正しいはずはないんだ!!」

　今度は地蔵さんが女性をまっすぐ見つめた。

　そのまっすぐな瞳ひとみに気け圧おされたように女性は一歩下がる。

「ふっふん、うるさいわね。いいから渡わたしなさ……」

　だが、女性は気をとり直すと再び手を伸のばし、そんな女性から守るように地蔵さんはりゅうた君をぎゅっと抱だきしめる。

　……が、いつまで経たっても女性の手は地蔵さんに届かず、地蔵さんが顔を上げてみるとそこには大きな背中があった。

「なに、あなたも邪じや魔まするの？」

「……いや、ワシはなにもしない」

　地蔵さんとりゅうた君を守るように立ちはだかる花はな咲さきさん。しかし、出てきたのはそんな言葉だった。

　なら一体なんで出てきたの？　なんて女性が疑問を顔に浮かべると、それに答えるように花咲さんは言った。

「するのは……あの人だ」

　そこですっと花咲さんは視線を女性からずらした。

「隆太！」

「…………おとうさん!?」

　りゅうた君の視線の先にいたのは……花咲さんにうり二つの男性だった。そのあまりのうり二つっぷりに地蔵さんは硬こう直ちよくする。一方、りゅうた君の母親は驚おどろきを顔に浮かべていた。

「あっあなた、なんでここに？」

　その男性はりゅうた君に微笑ほほえんだあと、険しい表情でりゅうた君の母親を見ながら答えた。

「……この子たちに呼び出された」

　そう言うりゅうた君の父親の後ろには、おおかみさん・りんごさん・亮りよう士しくんの三人組の姿が見えた。

「お前が、隆りゆう太たを虐ぎやく待たいしているとな」

「そっそれは……」

　女性はその直球な言葉に口ごもる。

「お前……ちゃんと育てると言ったな。だから親権を譲ゆずったんだろう」

「ちゃっちゃんと育ててるわよ！」

　女性は虚きよ勢せいを張るようにそう言う。

「…………」

　男性は無言でりゅうた君の側そばに行くと、その服をめくり……身体からだについた痣あざとやけどの痕あとを見て顔をしかめたあと、女性を睨にらんだ。

　その視線に、女性はばつが悪そうに視線をそらす。

「それはしつけで……」

「しつけでここまで青痣ができるのか？」

「…………」

「たばこのやけど痕は？　お前はたばこを吸わなかったはずだな？　新しい男か？　それとも自分で吸って押しつけたのか？」

　女性は返す言葉がないらしく顔をそむける。

「これではもうお前に隆太は任せられないな」

「なにを言ってるの！　隆太は私のものよ!!」

「……なら裁判だな。前のときは親権は取れないと弁護士に言われて断腸の思いであきらめたが、今度は絶対に引かんぞ」

「裁判？　ふん、そんなのやったってまた私が勝つに決まっているでしょ!!　やるだけ無む駄だよ!!」

　女性は勝ち誇ほこるように言う。

「……あら、そうとは限りませんのよ、おばさん？」

「おっおば!!」

　ヒートアップしていた二人の会話に、りんごさんが割り込んだ。ちなみに、その言葉は二十代後半から三十代前半のデリケートな年ねん齢れいの女性に言ってはいけない言葉です。りんごさん、あなた何十年後かに後こう悔かいしますよ？

「これ、なんだかわかりますの？」

　そんな未来のことを考えない無む軌き道どうな若者りんごさんは、写真を何枚かひらひらと見せる。その写真には、りゅうた君の身体からだの痣あざややけどの痕あとが克こく明めいに写されている。

「あなたの虐ぎやく待たいの証しよう拠こですの。あなたが離り婚こんしたときに親権を取れたように、子供の親権は母性の優先で母親にいくことが多いんですけど……これがあれば、たぶんりゅうた君のお父さんは親権取れますの」

　この写真こそが亮りよう士しくんが昨夜花はな咲さきさんの許もとを訪おとずれた理由。そう、亮士くんが届けたのはカメラ……フィルムカメラで、花咲さんがそれを使ってりゅうた君の痣などを撮とり、朝一で取りに来た亮士くんにそれを渡わたしたのだ。

　そのあと、おおかみさん・りんごさん・亮士くんの三人で、「貸しの回収に来ました～」と、写真部員のところに押しかけ、休日の早朝でまだ夢の中にいた写真部員を叩たたき起こし、学校まで連行し、現像させたというわけだ。

　なんでフィルムカメラだったかというと、デジタルカメラよりそっちのほうが証しよう拠こ能力が高いから。りんごさんはすべてにおいて抜ぬかりがありません。

「これに加えて、あなたが子育てするには相応ふさわしくない、ダメダメな生活を送っていることを証明すれば完かん璧ぺきですの」

「というか、このクソババアはなんでそんなにりゅうたの親権に拘こだわるんだ？」

　おおかみさんのその問いにりんごさんは、皮肉げな笑えみを浮かべて答える。

「ん～まあ、養育費目当てなんじゃないですの？」

「うわっ、それは最悪っスね」

「そっそんなことは!!」

　りゅうた君の母親はなんとか言い返そうとするが、りんごさんは一笑に付します。

「ふん、新しい男ができて虐待するほど邪じや魔まになったはずのりゅうた君を、手放そうとしない理由なんて、それ以外に考えられないでしょうですの？　ま、そのへんのところは今探たん偵ていさんに調べてもらってるのではっきりしますのよ……こんなおばさんに引っかかるんですから、どうせヒモとかチンピラとかの、ろくでもない男なんでしょうし」

「ッキィー、このクソガキどもが好き勝手言いやがって!!」

「うわー、おばさんが切れましたの……涼りよう子こちゃん知ってますの？　人間って、図星を指されると怒おこるらしいですのよ？」

「ということは、ほんとにヒモなのか……」

「あれですのよ。いい年して俺は将来ビッグになるとか、かっこいいこと言ってんですのよ。本命ミュージシャン、対たい抗こうは役者、大穴がＩＴ長者って感じですの？」

「…………それはきついっスね」

「まあ、なるためにちゃんと努力してるなら、どうにか許せる気がするけどよ……」

「ちゃんと努力してたらヒモじゃないですのよ～。絶対何々するためにお金が必要なんだ～とお金せびって、それでパチンコにでも行ってるんですのよ……ねえ、おばさん？」

　にっこにっこしながら挑ちよう発はつするりんごさん。りんごさん、マジいい性格してますね。

「ッキィ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　しかし、これ以上挑ちよう発はつしたら、人間の言葉すら発せなくなりそうなので、りゅうた君の父親が会話に割り込んだ。

「まあ、そういうことだ。あとは弁護士を通そう」

「ふざけるんじゃないわよ!!　誰だれがあんたの言うことなんか……」

　実に往おう生じよう際ぎわの悪いりゅうた君の母親。が、次のりんごさんの言葉で黙だまり込んだ。

「そもそも虐ぎやく待たいって犯罪ですのよ？　今ここでお巡まわりさん呼んだっていいんですのよ？　証しよう拠こもありますし」

「ぐっ…………」

　得てしてこういう後ろ暗いところのある人間は公権力に弱いもので……

「………………覚えてなさい!!」

　りんごさんの言葉で形勢が悪くなったのを感じたのか、女性は大おお股またで立ち去っていった。

「ふんっおととい来やがれですの。涼りよう子こちゃん、塩撒まいて、塩っ」

「ねーよ」

　まあそりゃそうですね。マイ塩なんて持ち歩いてたら、かなりの上級者ですよ。

　ともかく、ぷんすか怒おこっているりんごさんとおまけ二人に、花はな咲さきさんが話しかけた。

「……また借りができたな」

「いいんですのよ～。知ってしまいましたし、なにもしないほうが寝ね覚ざめが悪いですの。それ以外にも、花咲先せん輩ぱいは絶対大物になりますから、今のうちに貸しを作っておきたいというのもありますし」

　そんなちゃっかりさんなことを言うりんごさんに、おおかみさんと亮りよう士しくんも相づちを打つ。

「だなー。というわけでまあ、花咲先輩には最悪でもプロになってもらいたいところだな」

「プロ野球選手に貸しがあるって、すごいことっスからね」

「できればメジャーあたりまで行って欲しいんですのよねー」

「………………お手て柔やわらかに頼たのむ」

　好き勝手言ってる三人に、花咲さんは苦笑したあと話を変える。

「それにしてもよくこんな短時間で見つかったな。昨日の今日だろう？」

「この街で興信所をやってる探たん偵ていさんに貸しがいくつかあったので、その貸しを使って寝ねないで色々調べてもらったんですの」

「……探偵？」

「そうですの。まあ、学校内のこと、学生の世界のことは私たちのほうがよく知ってるので、そういう情報を探偵さんが欲しいときに、私たちが協力してるんですのよ。で、ギブアンドテイクの関係なので、今回みたいにこちらから協力を頼むこともあるんですの」

「なるほど」

「それでまあ、探たん偵ていさんがりゅうた君のお父さんの居場所を突つき止めて……で、りゅうた君のお父さんは幸い、離り婚こんしたあとも仕事の関係で遠くに引っ越こしてなかったので結構近くに住んでて、私たちは写真持って朝イチで会いに行ったんですの。まあ、りゅうた君が来れるくらいですから、遠いわけはないですのよね。で、私たちはりゅうた君の現状を伝えて、証しよう拠この写真を見せて、ここまでついてきてもらったんですの。……ナイスタイミングみたいでしたけど」

「ああ……そうだな」

　とまあ、こんな感じで経緯の説明があったあと……花はな咲さきさんとりゅうた君の父親が間近で対面した。

「…………」

「…………」

　そっくりなおっさん二人……おっさんとおっさん顔少年の競演に、おおかみさんたちは改めてびっくりする。

「いやなんというか……」

「そっくりっスねぇ」

　そっくりな人はこの世に三人はいるといいますが、そのうちの二人が並んでいるとものすごく変な感じがします。

　この場合、花咲さんが老ふけていると言うべきか、りゅうた君の父親が若々しいと言うべきかわかりませんが、とにかくそっくりです。地じ蔵ぞうさんなんか、りゅうた君を抱だきしめた格好のまま固まってますよ。

「……あっすいません」

　あまりに自分にそっくりな人間に出会ってしまい、少しの間放心していたりゅうた君の父親だったが、我に返ると花咲さんと地蔵さんに頭を下げる。

「このたびは大変お世話になりました。私は隆りゆう太たの父の奥おき菜な隆りゆう一いちです」

「……花咲仁じんです」

　挨あい拶さつをする花咲さんに、地蔵さんも立ち上がり挨拶をするが……

「じっじ地蔵亜あ美みです」

　……少々口ごもってますが、気にしない方向で。

「どうも君たちが隆太の面めん倒どうを見てくれて、私に連れん絡らくもしてくれたそうで……本当にありがとう」

「いえ、ワシ……自分はただ頼たのんだだけで、骨を折ってくれたのは彼らです」

「そうです。私は……なにもできなかった」

　地蔵さんは悔くやしそうに顔を歪ゆがめる。

　そんな地蔵さんに、おおかみさんたち三人が口々に言った。

「まあまあ、謙けん遜そんしなくても」

「そうだな、花はな咲さき先せん輩ぱいがりゅうたを助けようとしたからこそ、オレらは動いたんだからな」

「そうっス。遠目にも、地じ蔵ぞう先輩がりゅうた君を守ろうとしていたのはわかったっスよ？」

　そんな三人に、りゅうた君の父親も続く。

「なにもできなかったのなら……隆りゆう太たもそこまであなたになつかなかったでしょう」

　そこで地蔵さんは自分のスカートをつかみ、心配そうな顔で見上げるりゅうた君に気がついた。

「あっちゃん、だいじょうぶ？　どっかいたいの？」

「いっいや、大だい丈じよう夫ぶ……」

　その気き遣づかう声に目を潤うるませた地蔵さんは、再びりゅうた君を抱だきしめる。

　そうだな……私たちといたとき、この子は笑っていた。ほんの微び々びたるものかもしれないが私も……この子になにかをしてあげられていたのかもしれない。

　地蔵さんはりゅうた君のぬくもりを感じながら大丈夫と繰くり返す。

「……大丈夫だ」

　そんな地蔵さんの姿に、花咲さんはかすかに笑え顔がおを浮かべる。

　が、実に心温まる光景を横目に見ながらりんごさんが口を開いた。

「あとは……りゅうた君の親権がお父さんのほうにいけば問題なしということですのね。……それで奥おき菜なさん」

　りんごさんは真面目まじめな顔でりゅうた君の父親と向かい合う。

「裁判で親権を争うつもりなら、弁護士さんを紹しよう介かいしましょうですの？　何人かにつてがあるんですけど……」

　感動的な場面にそぐわないちょー現実的なお言葉ですが、たしかにそこを解決しないとハッピーエンドにはなりません。

「きっ君は高校生なんだよね？」

　が、そんなりんごさんに、りゅうた君の父親は驚おどろきでちょっと口ごもってしまう。

　まあ、高校生……見た目はいいとこ中学校低学年なりんごさんに弁護士紹介しましょうかと言われたら、普ふ通つうこうなるでしょう。

「はい、もちろんですの。……なんでこんな人脈を持ってるのかというと、私がではなくて私の所属している団体がいろんなところにつてがあるんですのよ。口くち利ききするぐらいなら別に借りを作ることにはなりませんし、信しん頼らいできる方なのでその方に頼たのむか、都合がつかないならその方に離り婚こん問題に強いほかの弁護士さんを紹介してもらえばいいと思いますの。今探たん偵ていさんに調べてもらっている、あのクソ婆ばばあ……もといりゅうた君のお母さんの相手の情報や、生活環かん境きようの情報、虐ぎやく待たいの証しよう拠ことなる写真のネガは差し上げますので、よほどのことがない限り負けないはずですのよ」

　実にしっかりしたりんごさんに、りゅうた君の父親は思わず敬語を使ってしまう。

「そっそういうことならお願いします」

「はいですの」

　どうやら話がまとまったようです。女子高生といい大人が交かわす会話ではないですが。

「よかったな、お前の父親と暮らせることになりそうだぞ」

　それを見ていた花はな咲さきさんは、その大きな手をりゅうた君の頭の上に載のせてぐりぐりした。

　りゅうた君は笑え顔がおで花咲さんを見上げて言った。

「うん、ありがとうおとうさん!!」

　真のお父さんが登場したのに、まだりゅうた君は花咲さんをおとうさんと呼んでいる。疑問に思った花咲さんは聞いてみるが……

「……お前の父親はあそこにいるだろ？」

「おとうさんはおとうさんだし、おとうさんもおとうさんでしょ？」

「…………」

　……五歳児の言うこと考えることはわけがわかりません。

「…………まあいいか」

　しかしまあ、特に実害がないしと、花咲さんは放ほうっておくことにした。




「では、今日は本当にありがとうございました」

　今後のことをりんごさんたちと色々打ち合わせたあと、りゅうた君の父親が言った。

　気がつけば日も沈しずみかけ周囲は薄うす暗ぐらくなってきている。

　そして、とうとうやって来た別れに、地じ蔵ぞうさんは今にも泣きそうだ。

　たった二日しか一いつ緒しよにいなかったにもかかわらず、色々ありましたからね。

「りゅうた……」

「……元気でな」

　感極きわまったのか地蔵さんは泣きそうな声で名前を呼び、花咲さんはりゅうた君の頭をなでる。

　りゅうた君は気持ちよさそうに目を細めたのち、父親に手を引かれ歩き出した。

「ばいばい、あっちゃ～ん」

「ああ、ばいばい」

　本当の父親に手を引かれながらもう一方の手を振ふるりゅうた君に、地蔵さんも手を振り返す。

「おとうさんもばいば～い、またね～」

「ああまたな」

　花咲さんも寂さびしそうに微笑ほほえみながらそう言う。

　そんな二人を何度も何度も振り返り、りゅうた君は手を振る。

　地蔵さんはそんなりゅうた君の姿が見えなくなるまで手を振り続け……見えなくなったところで寂しそうに手を下ろした。

　さっきまでりゅうた君と繫つないでいた手を眺ながめ、地じ蔵ぞうさんはつぶやくように言った。

「花はな咲さき……」

「なんだ？」

「いつか……………………子供欲しいな」

「うぐ…………………………」

　たぶん地蔵さんは深い意味はなく言ったんでしょうが、聞きようによっては色々危ないその言葉は、花咲さんのハートのド真ん中をまっすぐ貫つらぬいた模様です。

　花咲さんはなんと答えるべきかさんざん考えたのち…………耳まで真っ赤にしてこう言った。

「……………………………………ワシが二人分養えるほどの甲斐かい性しようを持ってからな」

　この場合、二人というのは生まれてくる子供と地蔵さんということで……これはある意味プロポーズに近くて、地蔵さんは自分の言葉の恥はずかしさに今いま更さらながらに気づき、でもそれに答えてくれた花咲さんの言葉がとてもうれしくて、真っ赤になりながらも笑え顔がおで言った。

「あっああ……待ってる」




　そして翌々日、普ふ通つうに登校した地蔵さんですが……

　ざわざわ

　　　　　　ざわざわ

ざわ

　……なぜか歩くたびに周囲がざわざわします。

　いったいなんだ？　と思いつつも教室までやって来た地蔵さんに、待ちかまえていたらしい宇う佐さ見みさんが開口一番こう言った。

「ねえあみ、あんた実は子持ちってほんと？」

「ええっ!?　そっそんなわけないだろう!?　いやたしかにいつかは欲しいと思うが……花咲の子供ならいい子だと思うし」

　焦あせってなにやらすごいこと言ってる地蔵さんに、宇佐見さんはぽりぽり頭をかきながら聞いた。

「あー要するに子持ちじゃないのね？」

「あっああ」

「入にゆう籍せきずみだったりもしないのね？」

「ああ」

「実はもう何人か子供がいたりもしないのね？」

「あっ当たり前だろう」

「まーそうよねぇ」

　そんな地蔵さんの様子に、宇佐見さんは勝手に納なつ得とくしてる。

　なにがなんだかわからない地蔵さんは、なにごとかと聞いてみる。

「で、どうしてそんなことを聞いたんだ？」

「んーなんか、花はな咲さきは実は年ねん齢れいサバ読みまくってて、実は子持ちだったとかいう噂うわさが流れてんのよ。なんでも、その子供が練習試合に応おう援えんに来てたとか」

「ええっ!?」

　地じ蔵ぞうさんはのけぞるように驚おどろく。案あんの定じよう、一昨日おとといのことが噂になってたらしいです。

「で、母親があんたとか」

「えええっ!?　そっそそそそんなわけないだろう!!　そうなればいいと思うし、子供が欲しいと思ったし、花咲もそれを認めてくれたけど」

「ちょっとあんた、なにさりげなく超ちよう絶ぜつ重大情報を漏もらしてんのよ」

　……また新たな噂が生まれそうですね、まあ問題はないんでしょうけど。

「ええ？」

　どうやら、地蔵さんは自分が重大な情報を漏らしてしまったことに気がついてない。

「……まあいいわ。で、なにがあったの？」

「あっああ、それなんだが……」

　地蔵さんは一昨日と一昨昨日さきおとといのことを、かくかくしかじかと説明する。

「……へー、そんなことがあったんだ」

「ああ」

「なるほどねぇ。そりゃ噂にもなるわ」

　まあ、あそこまで派手にお父さんとか応おう援えんされれば、噂も広がりますよね。

　しかも、憶おく測そくが憶測を呼んで尾ひれや背びれがくっついちゃってます。

　でもまあ、問題ないだろうと宇う佐さ見みさんは言った。

「ま、花咲に悪い虫つかなくなるだろうし、いいんじゃないの？」

　子持ちに粉こなかけようという人は、そうそういないでしょうからね。

「そっそういうものか？」

「あんたはあんたで花咲と噂になるんならまあ、問題ないでしょ。うざったいようなら事実を噂で流せばいいわ。花咲とは違ちがってあんたの見た目は普ふ通つうに高校生だから、元々無理のある噂だしね」

「そうか……わかった」

　なんだかよくわからないが……まあいいかと地蔵さんはこくんとうなずいた。




　……その後、子持ちで年をごまかしてるという噂が流れても、なんの疑問も持たれないどころか納なつ得とくされた花咲さんが、地蔵さんに「ワシはそんなに老ふけているか？」ともう一度聞くことになるのはまた別の話です。


花咲さん以外めでたしめでたし
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　　　地じ蔵ぞうさん大きい器と小さい器のどちらを選ぶかの選せん択たくを迫せまられることになる







　わぁああああぁぁぁぁ──

　空気が、そして球場が震ふるえるほどの歓かん声せいの中、花はな咲さきさんとキャッチャーの犬いぬ塚づかさんはマウンドで抱だき合っていた。周りにはほかのチームメイトも集まってきている。

　ここは熱い熱い、甲こう子し園えん球場。夏の高校野球大会決勝。

　球史に残る熱戦を制したのは、御お伽とぎ学園野球部。

「やったな……花咲……」

　観客席で喜びの涙なみだを流す少女の──地蔵さんの視線の先には、三年生にして大輪の花を咲かせた大きな、とても大きな男がいた。夢を叶かなえ、そして次なる夢への足がかりを作った、大きな大きな男。

　そんな大きな花咲さんに拍はく手しゆをしている地蔵さんの心中に満ちているのは、とても大きな喜びと……かすかな寂さびしさ。

　花咲さんが自分の知らない人のように見え、手の届かないところに行ってしまったように思ってしまったのだ。大舞ぶ台たいでスポットライトを浴びている花はな咲さきさんと、数万人の観客の中で埋うもれている地じ蔵ぞうさん。スターと普ふ通つうの女の子。

　だがそんなことはない。花咲が私を置いていくなんてあり得ない……と、地蔵さんはかすかに浮かんだ負の感情を心の奥底に押し込める。そして、夢を叶かなえた花咲さんを讃たたえるために地蔵さんは手を叩たたく。満面の笑えみを浮かべて、手を叩く。

　しかし、こんなすばらしき日に地蔵さんの胸の奥に顔を出した不安の芽は、なかなか枯かれてくれそうにはなかった。




　野球少年たち──花咲さん（十八）含ふくむ──の暑い夏が終わり、新学期が始まった。

　まだ残暑が厳しいなか、相変わらず冬服を着ている地蔵さんが廊ろう下かを歩いている。

　朝なのでまだマシでしょうが、昼はきついでしょうに。まあ、地蔵さん的には［はしたなさ[image: ＞]暑さ］なので薄うす着ぎになるほうが嫌いやなのでしょう。半袖そでシャツでブラとか透すけちゃってたりしてたら、地蔵さんは家から出ることすらできないでしょうしね。見てみたいけど、花咲さん以外は見れない図ですよ。

　……なぜ花咲さんは例外かというと、花咲さんの場合は、お願いだから夏服を着てくれと土下座で紳しん士し的に頼たのめば、地蔵さんでも着てくれるはずなのです。いくらはしたなかろうが、花咲さんがお願いしたらなんでもやっちゃう、これもまた地蔵さんです。

　まあそれはともかく、廊下を歩く地蔵さんが持っているのはプリントの束で、どうやら今日もまた地蔵さんはクラス委員長の仕事をしているようだ。

　そんな地蔵さんが、ピシッとしたすばらしい姿勢で颯さつ爽そうと教室に向かっていると、見覚えのある後ろ姿を発見する。地蔵さんはほんの少しだけ足を速め、前を歩いていた小さな人物に追いつく寸前で、その後ろ姿に挨あい拶さつをした。

「おはよう、宇う佐さ見み」

「…………あ～あみ、おはよ」

　挨拶をされて振ふり向いたのは、ツインテールで真っ白いフリル満まん載さいの制服を着た、うさぎを彷ほう彿ふつとさせる小さな少女、宇佐見さんだった。

「だるいわ～」

　なんか宇佐見さん、ものすごくだるそうです。まあ、だらだら歩いてたからこそ、廊下を走るなんてはしたないことができない地蔵さんが追いつけたわけですが。

「今日も朝練か？」

「まあね～」

　どうやら、宇佐見さんは朝練帰りで疲つかれているようだ。

　今のやる気がない姿からは想像できないが、宇佐見さんは陸上をがんばっているのだ。走るのが得意で大会では結構いい成績を残している。うさぎっぽいのは伊達だてじゃないのです。

「精が出るな……引退はしないのか？」

「スポーツ推すい薦せんで上に上がることが決まってるから、身体からだをなまらせたくないのよ」

「なるほど。まあ、身体を壊こわさない程度にな」

「わかってるわよ。大事な商売道具だしね。……そういえばあんたも大学の推薦が決まったんでしょ？」

「ああ、栄養士──スポーツ栄養士になろうと思ってるから、それ関係の大学にな。毎日花はな咲さきの食事を作ってて、食事の方面で花咲を支えられたらと思ったんだ。今も色々調べて作ってるが、まだまだだからな」

「……本気みたいね」

「ああ、ほかには英語も特に力を入れて勉強してるぞ。どこまでもついていきたいからな」

　地じ蔵ぞうさん、もう花咲さんとこに永久就職する気満々ですね。花咲さんがメジャーでも通用する器だと信じてもいるんですね。

「…………ますます本気ね」

　この歳としでもう今後の人生ルートを構築しきっている地蔵さんに、宇佐見さんはあきれ半分感心半分だ。

「宇う佐さ見みも、将来食事のことでなにかあったら言ってくれ。オリンピックに行くんだろう？」

「あー、もしそうなったら世話になるわ。私の野望はかなり大きいから、一人じゃさすがに上れそうにないしね」

　と、こんな感じで友人同士が未来への夢と希望を語る青春っぽい会話から、普ふ通つうの一日が始まるはずだったのだが……。なにやら一限目、二限目と時間が経たつごとに、地蔵さんの周りが騒さわがしくなってきた。ほかのクラスの生徒もやって来て、外から教室を覗のぞき込んだりもしている。

「なあ宇佐見……なんか見られている気がするんだが」

　さすがの地蔵さんもこれにはおかしいと気がついた。

「そうね～……ほんとにね～…………はっ!?」

　だるだるでやる気なさげで机の上でたれてて、かわいいというよりは微び妙みように癒いやし系なキャラのまま生なま返へん事じをしていた宇佐見さんだったが、いきなり驚きよう愕がくの表情を浮かべたあと、きゃる～んとかきゃらり～んとかそんな頭悪そうな擬ぎ音おんを撒まき散らす、かわいい生物に変身して言った。

「ようやく私のかわいさにみんな気がついちゃったのね!!」

　あ、見てください、今星とハートが散りましたよ？　こんな変な浮遊物体を飛ばせるなんて、長年美少女やってるだけありますね、さすがです。

「かわいいって罪ねぇ～ほんと困ったわぁ」

　そんなことを言いながら、宇佐見さんはくねくねする。相変わらず自意識過か剰じようです。

「違ちがいますわよ」

　そのとき、そんな宇う佐さ見みさんの頭が、丸めた雑誌のようなものでぽこぽこと叩たたかれた。

「なにするのよ!!　……って田た貫ぬきじゃない」

　後ろに立っていたのは田貫さんだった。ドレスを着た幸さち薄うすいゴージャスお釜かまです。

　田貫さんはにっこり笑え顔がおで挨あい拶さつをする。

「ごきげんよう」

　今時、挨拶がごきげんようとかすごいですよね。

　ともかくそんな、下手な女性より女らしい田貫さんに、宇佐見さんはおざなりに挨拶を返したあと、聞いた。

「あーはいはいごきげんよう。で、あんたは理由を知ってるの？」

「うふふ……知りたいですか？」

　かわいらしくもったいぶる田貫さん。やはり男には見えないのだが、宇佐見さんは一刀両断。

「ぶってんじゃないわよ、お釜のくせに」

「心は乙女おとめですわよっ!!」

　田貫さんが叫さけぶ。ちなみにこの「ぶってる」は、ぶりっこともったいぶるの二つの意味があるんでしょうね。ほら、宇佐見さんは我ながらうまいこと言ったわ～と満足げな顔をしていますし。

「そっそれで、どういうことなんだ？」

　なにやらたぬきとうさぎが仲良く喧けん嘩かし始めたので、このままでは欲しい情報がいつになったら聞けるかわからないと、地じ蔵ぞうさんが口を挟はさんだ。

「…………これですわ」

　その地蔵さんの問いに田貫さんが差し出したのは、一冊さつの雑誌だった。

　ゴシップ誌に分類されるそれを開くと、「甲こう子し園えん優勝の陰かげには通い妻の存在が!?」といったセンセーショナルなタイトルと共に、地蔵さんのことが写真入りで書かれていた。もちろんモザイクをかけられているが、見る人が見ればわかるだろう。

「…………あ～見事にスクープされちゃってるわね」

　横から雑誌を覗のぞき込み、宇佐見さんがそう言う。

　ちなみに、甲子園のヒーローになった花はな咲さきさんですが、なんとか王子とかのあだ名はつきませんでした。花咲さんは老ふけ顔がおですし、さすがに無理があるか……とマスコミ関係者も思ったに違ちがいありません。

「通い妻ねぇ……まあ、たしかにその通りなんだけど」

　宇佐見さんは記事を読みながらそう言う。

　ちなみに地蔵さんはというと……

　通い妻通い妻通い妻通い妻通い妻通い妻通い妻通い妻通い妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻……

　通い妻の特に妻の部分で頭の中がいっぱいだった。

　そっそう見られているのか、うっうれし……じゃなくて、つっつつつっつつ妻とか、まだ早……せめて高校は卒業しないと……

　そんな風に地じ蔵ぞうさんがいい感じにトリップしていると、そこでまたまたお客さんが現れた。

「地蔵先せん輩ぱいはいらっしゃいますの？」

　三年生の教室に堂々と入ってきたのは、二年生になっちゃった赤い髪かみの少女──りんごさん。違ちがう学年の教室に入ると、ものすごいアウェーな空気に居い心地ごこちが悪くなるものだが、りんごさんはまったく平気のようだ。

　ものすごい面つらの皮かわの厚さです。あ、もちろんりんごさんの後ろには、これまた二年生になっちゃってるおおかみさんがくっついてます。

「……………………はっ？　ああ、赤あか井いに大おお神かみか」

「よう、地蔵先輩久しぶり」

　おおかみさんは妄もう想そうの世界から現世に帰き還かんした地蔵さんに挨あい拶さつし、適当にほかの二人にも声をかける。

「ついでに宇う佐さ見み先輩と田た貫ぬき先輩も」

「…………あんた、先輩をついで呼ばわりするなんていい度胸してるじゃない」

「いや、先輩って感じがしなくてよ……りんごと同レベルだし」

「誰だれがキャラがかぶってるのよ!!」

　宇佐見さん、まだ誰だれもそんなことは言ってませんよ。

　宇佐見さんは、先輩に対する態度が実になってないおおかみさんを見ながら言った。

「……まったく、彼氏がいるからって調子に乗っちゃって」

「なっ!?」

　おおかみさんが一いつ瞬しゆんで真っ赤になる。

　それを見て、りんごさんが急きゆう遽きよ参戦する。

「そうなんですのよ。調子に乗ってるんですのよ。トリオで一人あぶれた私の身になってもらいたいものですの」

　犬けん猿えんの仲の二人が、おおかみさんをいじるときだけタッグを組んでます。おおかみさんをおちょくるのが楽しすぎるのか、二人とも生き生きしてますね。なんというか、相変わらずキャラがかぶって……

「かぶってないわよ!!」

「かぶってないですの!!」

　……じゃなくて、相変わらず似た者同士です。

「意味変わってないわよ!!」

「意味変わってないですの!!」

　まあ、それはともかく、そんな二人からの口こう撃げきに、恋する乙女おとめのおおかみさんは真っ赤なままで叫さけぶ。

「いっ今、その話は関係ねーだろうが!!」

　実にプリチーでラブコメ的な光景ですが、この話のヒロインは地じ蔵ぞうさんですし、なによりこのままでは短い休きゆう憩けい時間が終わってしまいます。

　というわけで、田た貫ぬきさんが口を挟はさんだ。

「はいはいそこまでですわ。……で、なんでここに？」

　まあ、幸せ者をおちょくるのはこのへんで勘かん弁べんしてやろうと、宇う佐さ見みさんは話題の向きを変えて田貫さんの言葉に乗っかることにしたようだ。

「そうそう、なにしに来たのよ。用がないなら、さっさと視界から消えて欲しいんだけど？」

「宇佐見先せん輩ぱい。そんなに邪じや険けんにしなくてもいいじゃないですの」

「……あんたらと関かかわると、ろくな目に遭あわないじゃないのよ」

「言いたいことはわかるけどよ。今日はおとなしく聞いてくれ。地蔵先輩に関わることだしな」

　嫌いやな顔をする宇佐見さんに、話が彼氏のことからそれてほっとしたおおかみさんが言った。

　まあたしかに、宇佐見さんはおおかみさんたちの所属する怪あやしげな組織のせいで色々楽しくない目に遭ってるので、おおかみさんたちを敵と認にん識しきするのも無理ないのかもしれませんが。

「それで雑誌に地蔵先輩のことがスクープされちゃったのは、ご存じですのよね？」

「ちょうどその話をしていたところよ」

「そっそうなんだ、どうしよう。つっつつ妻つま妻……」

　やっぱり妻のところでいい感じに壊こわれる地蔵さん。

「あみ、落ち着きなさい。はい、息を止めて」

「あっああ、………………」

「………………」

「………………」

「………………」

「………………ぷはぁ!!」

　地蔵さん、それ前にもやられませんでしたか？

　ですが、地蔵さんは空気が遮しや断だんされたことで脳がリセット、再起動を果たしたらしく、少しだけ落ち着いたようだ。

「かっ通い妻とか、私は……そのかまわないし、うっうれしかったが、花はな咲さきに迷めい惑わくが……」

　花咲に迷惑が……のところで地蔵さんは泣きそうな顔をする。

「あみ、これはあんたのせいじゃないわよ」

「でも……」

　地じ蔵ぞうさんは予想外の事態に情じよう緒ちよ不安定になっているようだ。そんな地蔵さんにりんごさんが言う。

「それなんですけど、今回はまあスクープということで、編集部の独断に近い形で載のっちゃったらしいんですのよ。うちの生徒を見せ物にするということは御お伽とぎ学園、御お伽とぎ花ばな市し、そして荒あら神がみグループを敵に回すこと。天下の荒神グループをなめるなんてなかなかいい度胸だと褒ほめてあげたいところですの。けど、学園長が色々と圧力かけたらしいので、今は心の底から後こう悔かいしてるんじゃないですの？　泣いたり笑ったりできなくなるほどではなくても、色々と困ってるはずですし。ま、人の恋路を邪じや魔まするやつは～ってやつですのよ。ざまあみろですの」

　りんごさん、そんなかわいい純真無む垢くな笑え顔がおで、人の不幸で飯がうまい系のこと言わないでくださいよ。女の子への幻げん想そうがぶち壊こわされますから。

「……あの爺じじい、ただのエロ爺じゃなかったのね」

「まったくですわね」

　宇う佐さ見みさんと田た貫ぬきさんが感心したように言う。ですが、学園長の好感度はマイナスがようやくプラマイゼロになったくらいでしょうか。

「というわけで、今後はたぶん大だい丈じよう夫ぶだ。あれで金も名めい誉よも権力も人脈も持ってるからな」

　おおかみさんは学園長のことを、ある意味信用しているようだ。ちなみに、全面的に信用されてないのは、学園長の普ふ段だんの行いのせいです。

「とはいえ、一応気をつけるに越こしたことはないけどよ」

「そうね……あみ、ほとぼりが冷めるまで、花はな咲さきん家ちに行くのはやめときなさい」

「ええっ!?」

　宇佐見さんの言葉に、地蔵さんは思わず声を上げる。

「ええっ!?　じゃないわよ。そんなうろたえまくってる状じよう況きようで行ったって、花咲を心配させるだけでしょうが」

「地蔵先せん輩ぱい、行けないといったって、学園長が圧力かけてることが知れ渡わたるまでですのよ。それが知れ渡れば、マスコミがちょっかいを出してくることもなくなるでしょうし」

「あと、マスコミ以外のやつの目もあるからな～。人の噂うわさも七十五日っていうし、おとなしくしてるに越したことはねーだろ」

「たしかに、これで街中に知れ渡ってしまいましたものね。下世話な視線を浴びたり、花咲ファンの嫌いやがらせがあるかもしれませんわ」

　花咲さんはまあ、見た目おっさんですがヒーローなので、一応ファンがいるのです。花咲ギャルとかついてるのです。

「そんな……」

　りんごさんたちの言葉に、地蔵さんはまたまた衝しよう撃げきを受ける。ですが、それでも花咲さんの家に行きたいのか言いつのる。

「でっでも私は大だい丈じよう夫ぶ……」

「自分のせいであんたになにかあったら、花はな咲さきは自分を許さないわよ？　花咲にそんな辛つらい思いをさせるつもり？」

「っ!?」

　宇う佐さ見みさんにそう言われて、地じ蔵ぞうさんは言葉に詰つまる。

　そして……とうとう観念してうなずいた。自分のわがままで花咲さんに辛い思いをさせるというのは、地蔵さん的に許せないことでしょうからね。

「…………わかった、花咲の家に行くのはしばらくやめる」

「そうしなさいな。…………暇ひまなら勉強でも遊びでも付き合ったげるから」

　先ほどおおかみさんをおちょくってた姿とはまったく違ちがう、宇佐見さんは優やさしい笑え顔がおを見せる。

　いい娘むすめです。すごくいい娘です。この白うさぎバージョンで常にいたら、人気は急上じよう昇しようするに違ちがいありませんよ!!　……無理でしょうけど。

　そう、光あるところには闇やみができるんですよ…………と、かっこいい言い回しで言ってみましたが、ただ単に裏表があるだけです。

　敵には容よう赦しやしないが身内にはとことんまで甘い、それが宇佐見さんクオリティです。

「ああ、宇佐見、ありがとう」

　そんな宇佐見さんの優しさに、地蔵さんはようやく普ふ段だんの姿に戻もどる。

　空気の読めるりんごさんは黙だまって二人のこっぱずかしい友情物語を見ていたが、きりがいいなと思ったらしく、そこで口を開いた。

「地蔵先せん輩ぱい。花咲先輩と付き合っていくなら、そろそろ地蔵先輩も覚かく悟ごを決めないといけませんのよ。花咲先輩は有名人なんですもの」

「花咲先輩、スター街かい道どうまっしぐらだからな」

「今はまだ未成年で学生ということで守られてるからこの程度ですんでますけど、社会に出たらこうはいきませんのよ」

「有名税ってやつよね。私は金メダル取って人気者になるつもりだから、ある程度の覚悟はしてるけど、あみはまったくそういうの考えてなかっただろうしね」

「地蔵は、そういうのと縁えんのない感じですものねえ。いい男と付き合うのも楽じゃありませんわね」

「だなー」

　おおかみさんが田た貫ぬきさんの言葉にうなずく。ある意味、目立つ彼氏を持ってるので、思うところがあるのかもしれません。……おおかみさんが苦労するのは自分のツンデレが原因になっていることがほとんどなんですけどね。

「ではまあ、そういうことですの」

　必要なことは話したし、話がそれ出したので頃ころ合あいかと、りんごさんは地じ蔵ぞうさんに別れのご挨あい拶さつをする。

「ああ、知らせてくれて助かった」

「いいんですのよ。それではですの～」

「じゃあな」

　地蔵さんは、おおかみさんとりんごさんを見送り、後ろ姿が見えなくなったところで、真しん剣けんな顔でつぶやいた。

「覚かく悟ご……か」




「ただいま帰りました」

「あれ、どうしたの？　今日はえらく早いじゃない」

　帰宅した地蔵さんを出迎むかえたのは、家族のそんな声だった。

「そうよねえ。いつもならまだ彼氏のところにいる時間なのに」

　言葉の通り、いつもならまだ花はな咲さきさんの家にいる時間帯なので、そんな声が出るのも無理はないだろう。

　今、地蔵家の居間に集合しているのは、上は二十代後半から、下は十代後半のお年頃の娘むすめさんたちだ。

「まさか、別れたの!?」

「ちっ違ちがう!!」

　その言葉に、地蔵さんは思わず声を上げてしまう。

　この地蔵さんと同じ目をした美人さんたちは、地蔵さんのお姉さんだ。同じ目といっても、比ひ喩ゆ表現ではなく文字通り同じ目……要するに、お母さんからの遺伝で物理的に同じ目をしているのだ。地蔵さんのお母さんの遺伝子は強かったのです。

　この切れ長で凜り々りしい瞳ひとみのおかげで、地蔵さん家ちの娘さんは美人とは言われますが、かわいいとは言われないんですよ。

　ちなみにそんな美人姉妹の名前は、上から順に久く美み、宇う美み、奈な美み、絵え美み、由ゆ美みときて最後に地蔵亜あ美みとなる。

　そんなキャラ紹しよう介かいはともかく、地蔵さんがなんでこんなに早く帰ってきたのかというと、今日のお昼に、花咲さんと今後について話したのだ。

　昼ひる休きゆう憩けいにいつも通り、御お伽とぎ学園高等部の端はしの人ひと気けのないベンチに並んで座っていた地蔵さんと花咲さん。恒こう例れいのお弁当タイムです。

　…………が、いつも静かだったその場所が騒さわがしい。

　理由は遠巻きに二人を見ている野や次じ馬うまの皆みなさんのせいだった。

　他人の恋バナはすごく楽しいものですからね。しかもその片割れが今をときめく甲こう子し園えんのヒーローときたら、野や次じ馬うまってしまうのも無理がないのかもしれません。

　ですが……

「…………」

「…………」

　見られてる側がわからすれば、実に嫌いやな感じです。動物園のパンダはこんな感じなのか……とか思いながら、花はな咲さきさんが相変わらずの仏ぶ頂ちよう面づらで野次馬の皆みなさんをじーっと見ると、野次馬の皆さんは蜘蛛くもの子を散らすかのように逃にげ出した。

　まあ、花咲さんはおっさん面ですし、いつもの機き嫌げん悪そうな仏頂面で見られたら、その迫はく力りよくに逃げ出してしまうのも無理はありません。

　そして、周囲が静かになったところで花咲さんは言った。

「……すまんな、ワシのせいで」

「いっいや、花咲のせいなんかじゃない」

　まあたしかに、主な原因は空気読まずにスクープした記者のせいです。しかし大本の原因は花咲さんがヒーローになったからなので、花咲さんのせいでというのも間ま違ちがいではありません。なので花咲さんは地じ蔵ぞうさんのフォローにも仏頂面のままで──花咲さんはそのなにを考えてるんだかわかんない仏頂面で、静かに言った。

「……しばらく会わないほうがよさそうだな」

　その言葉に、地蔵さんはずーんと沈しずんで下を向く。

「…………ああ、宇う佐さ見みたちにもそう言われた。夕飯作りに行くのはしばらくやめておいたほうがいいと」

　宇佐見さんたちと話す前の地蔵さんなら、ええっ!?　と衝しよう撃げきを受けて、そんなの嫌いやだとか考えていただろう。だが、宇佐見さんたちにしっかりと言い含ふくめられた今の地蔵さんは、素す直なおにうなずくだけだ。

「そうだな。夜もやめておいたほうがいい」

「…………ああ」

　ですが……

「…………」

　下を向き、しょぼーんとしている地蔵さん。しょぼーんどころか、ぼを一つ増やして、しょぼぼーんといってもいいくらいに沈んでる地蔵さんを見て、花咲さんは思いきり心を痛める。

　まあ、この地蔵さんを見てそうならない人は、鬼おに以外の何ものでもないでしょう。もうそのくらい、地蔵さんはしょぼーんとしているのです。

　なので花咲さんはフォローをするように言う。

「会えないといっても、周囲が落ち着くまでだ」

「………………っ！　あっああ、そうだな!!」

　花はな咲さきさんに気を遣つかわせていることに気がつき、辛つらいのは自分だけではない、花咲だって色々困ってるんだから、迷めい惑わくをかけないようにしないと、と考え、地じ蔵ぞうさんは空から元気でそう答えた。

　…………とまあ、こういうことがあり、お昼もしばらくは別々に食べることに。毎日楽しみにしていた夕食時の二人きりの時間もなくなり、地蔵さんはクラスが違ちがうこともあって花咲さんと気軽に会うことすらできなくなってしまった。

　おかげで地蔵さんは不安や悲しみや寂さびしさなど様々な感情でぐちゃぐちゃで……そんな状態だったので、地蔵さんは別れたのかと言われて過か剰じように反応してしまったのです。

「じゃあ……はっ!?　もしや、若さゆえの過あやまちを犯おかしちゃったとか!!」

「だから言ったでしょ？　男は狼おおかみだって」

「亜あ美みちゃん……可か哀わい想そうに」

　ノリで適当なことを口にするお姉さんズに、地蔵さんは叫さけんだ。

「花咲はそんなことしない!!」

　地蔵さんなら、大声で叫ぶなんてはしたないと我が慢まんしそうなものですが、さすがに花咲さんが悪く言われるのには我慢ならなかったらしいです。おかしな精神状態ですしね。

　…………が、それは罠わなだった。

　地蔵さんの発言を聞き、お姉さんズはにやにやと怪あやしい笑えみを浮かべる。

「ふっふっふっ、聞いたわよぉ」

「聞いたわ～」

「聞いたわ」

「……聞いた」

「あみったら、秘密主義で彼氏の名前すら教えてくれなかったもんねぇ」

「この男嫌ぎらいが好きになるくらいだから、チャラ男おじゃないだろうし」

「ある意味、信しん頼らいして聞かなかったんだけど……」

「まあ、悪い男じゃないのは確かよ。外がい泊はくしたってのに、亜美は乙女おとめのままだしねぇ」

「……え？　奈な美み姉ちゃん、結構前に亜美がどっかに泊まったのってやっぱりそうだったの!?」

「たぶんね～」

　この外泊とは、花咲さんにこぶがついたときのことですね。

「おい、私は友達のところに泊まると聞いたぞっ!?」

「亜美からの電話取ったの私なんだけど、口では友達のところに泊まるとか言ってたけど、どう考えても態度がおかしかったのよ」

「まあ、亜美は素す直なおで噓うそつけない性格だからな」

「うん。だから亜美が噓をついてまで、どこかに泊まりたいと言い出すくらいだから、なにかよっぽど大切な理由があるんだろうと気づかなかったふりをしてあげたんだけど……ほんとのこと言ったら、久く美み姉とかうるさいし」

「そりゃうるさくもする。なにかあったらどうするんだ」

「亜あ美みの見る目を信じなさいよ……実際なんもなかったし」

「だが……」

　なお言いつのる、末っ子の地じ蔵ぞうさんのことが心配で仕方ないらしい長女の久く美みさんですが、それを無視してほかの姉妹は話を続ける。

「……なるほど。……信しん頼らいはできるみたい」

「みたいね」

「で、花はな咲さき君か～どんな子なのよ？　信用できることだけはわかったけど」

「個人的には真面目まじめな委員長タイプだと思うんだけど……」

「……亜美はオヤジ好き」

「いやいやここは意表を突ついて年下とか……」

　と、地蔵さんから話を聞き出そうとにやにやするお姉さんたちですが、そこで心配性すぎて無視されていた長女の久美さんが、なにかに気がついたらしく言った。

「…………なぁ宇う美み」

「なんだよ久美姉」

「……花咲ってなんか聞いたことないか？」

　そう言われて顔を見合わせるお姉さんズ。

「…………」

「…………」

「…………そういえば」

「…………一時期テレビのニュースでよく流れたような」

「…………うん」

「…………たしかに」

　そして、四女の絵え美みさんが答えにたどり着いた。

「……………………ああ！　花咲仁じんよ！」

　その名前が出たとたんビクッとなるウソのつけない地蔵さん。

　その反応に、お姉さんたちは大騒さわぎだ。

「ええ[image: ～][image: ～]!!」

「亜美の彼氏って、あの花咲仁だったの!?」

「甲こう子し園えんのヒーローじゃない!!」

「今年のドラフトの目玉で、プロ入りほぼ決定でしょ？」

「……玉たまの輿こしね」

「すっご[image: ～][image: ～]い!!」

　散々騒いだあと、地蔵さんのお姉さんズははぁ～と息を漏もらす。

「いやめでたいわねぇ」

「うちから有名人の嫁よめが出るとは……」

「まったくね。これで一人片付いた……あっごめん」

「…………なんで私を見て謝る」

　喉のどの奥から絞しぼり出すように言う長女の久く美みさん（二十代後半）。

「いや、行いき遅おくれとか思ってないぞ？」

「そうそう、妹に先を越こされて可か哀わい想そうとか思ってないわよ？」

「……もうすぐ大台とかも……思ってない」

「思ってないなら言うな!!　というか行き遅れてるんじゃなくて、行く気がないだけだ!!」

「またまたご冗じよう談だんを」

「冗談じゃない!!」

　地じ蔵ぞう家の姉妹たちは姦かしましい。

　地蔵さんは、弄いじられ役が長女の久美さんに代わったのをこれ幸いと、ため息混じりの息を吐はきながら、浮かない顔でそっとこの騒さわぎから抜ぬけ出した。

「はぁ……」




　そして時は流れ～

「はぁ……」

　地蔵さんはそれでもやっぱりため息をついていた。

　まあ仕方ありません。地蔵さんはスクープされてから一ひと月つきと少しの間、花はな咲さきさんとまともに会えてないのだから。

　有名人になってしまった花咲さんと一いつ緒しよに帰ると目立ってしまう。かといって、ドラフト会議が近づいてきた今は、野球部のグラウンドに行けばファンやらスカウトやらマスコミやらが集まっている。家には行けないし、お昼ご飯もどこで見られているかわからないから別々。一応お弁当は作って、朝早くに花咲さんの下げ駄た箱にそっと忍しのばせてはいるのだが……一緒に食べられないのは寂さびしすぎるのだ。

　地蔵さんが最近花咲さんの顔を見たのは、移動教室のときに偶ぐう然ぜんすれ違ちがったときぐらいだった。無む駄だにクラス数が多く学校も広いので、そのすれ違うことさえ難しいのだ。

　なら電話すればいいじゃんと思う人もいるでしょうが、地蔵さんは花咲さんが疲つかれてるといけないし……自分からかけるのははしたないし……とか考えて、できないのです。できるのはメールを迷めい惑わくじゃないだろうという時間帯を狙ねらって送るくらい。

　そのメールも、考えて考えて考えすぎて、いったいなにが言いたいのかわかんなくなっちゃってるありさまですよ。おかげで花咲さんは、どう返したらいいものかわからず困っちゃってます。

　以下地じ蔵ぞうさんのメール一部抜ばつ粋すい。

　その１

『拝はい啓けい　めっきり涼すずしくなって参りましたが、いかがお過ごしでしょうか。私は相変わらず元気にしております。

　さて、こうしてメールをしたためましたのは、最近は話すことも顔を見ることもできず、花はな咲さきが元気でいるかどうか心配になったからです。

　花咲、ご飯はちゃんと食べてますか？　怪け我がや病気はしていませんでしょうか？　夜はちゃんと眠ねむれていますか？　お腹なか出して寝ねてお腹を壊こわしたりしてませんか？　掃そう除じや洗せん濯たくはちゃんとしていますか？

（以下お母さん的心配事が続くので中略）

　時節柄がら、くれぐれもご自愛くださいますよう、お祈いのり申し上げます。


かしこ』



　地蔵さんの意図：はしたなくないように、失礼にならないようにという意識が先行しすぎて堅かた苦くるしくなりすぎた。あと、聞きたいことがありすぎて長くなった。制作所要時間は二時間。

　花咲さんの感想：堅いし長い。だが気持ちは伝わったので、心配をかけないよう、筆ふで無ぶ精しようなりにメールを送る回数を増やそう。それと、もう少し気楽に書くように言おう。

　その２

『おは』

　地蔵さんの意図：その１を送ったあとに返ってきた花咲さんのメールから、長すぎ堅苦しすぎたことを反省し、意味が伝わる限界までの文字削さく除じよに挑ちよう戦せんしてみた。

　花咲さんの感想：いや意味は伝わったが、削りすぎだろう。

　その３

『最近どぅ』

　地蔵さんの意図：その１から二週間ほど経過してなお花咲さんの世話が焼けず、地蔵さんの心配性がまた炸さく裂れつ。元気にしてるか聞こうとした。だが、最近どうだ？　怪我してないか？　病気してないか？　体調がよいかなど色々聞きたいことがありすぎて、どれを削るか迷ってたら手の震ふるえで押し間ま違ちがい、修正しようとしたがその際に誤送信。

　花咲さんの感想：なんとなく言いたいことはわかるが落ち着け。

　その４

『それはよかたはなさきもからだにきをつけてくだしい』

　地蔵さんの意図：花咲さんからの返信に、待たせないよう早く返事をしようとした。変へん換かんする手間、間違いを修正する手間すら惜おしかった。

　花咲さんの感想：だから落ち着け。

　その５

『　　　』

　地じ蔵ぞうさんの意図：パニックを起こしなにがなんだかわからなくなり、どういうことを書いたらいいのかわからなくなった。だが返事をしないのははしたないので、白紙のメールを送った。

　花はな咲さきさんの感想：日本語でおｋ。

　というわけで、一応どうにか最低限の意思の疎そ通つうはできていると思われるのですが、これで満足できる恋人同士がいたら見てみたいものです。

　そんなわけで地蔵さんは花咲さんからの電話を待つしかないのですが、花咲さんは花咲さんでこまめに電話をかけたりメールを送ったりするタイプでもなく、地蔵さんは寂さびしい思いをしているのです。

「はぁ……」

「地蔵さん、さっきからどうしたの？」

　びくっ!?

　急にかけられた男の声に、地蔵さんはビクッとなる。

「なっなんだ？」

　地蔵さんは固まったまま、錆さびた機械のようにぎこちなく顔を上げる。

　さっきからため息ばかりで自分の世界に沈しずみ込んでいた地蔵さんだったが、実は一人ではなかった。今いるのは放課後の教室で、地蔵さんはもう一人のクラス委員の男子と一いつ緒しよに、居残りでお仕事をしていたのだ。

「なっなんでもない……」

「いや、なんでもないことはないでしょ」

　その地蔵さんと向かい合うように座っているクラス委員の相あい方かたは、まあ普ふ通つうの男子生徒だった。強しいて言うなら眼鏡をかけているのでお利口そうに見えるくらいか。制服もあまり派手に着崩くずしていない。一言で表すなら、典型的な男委員長って感じです。

「だっだいじょうぶだ!!」

　若い男が側そばにいるとき、地蔵さんは常にテンパっているので、思わず大きな声を出してしまう。

「…………」

「…………」

　なんかギスギスとか、キリキリとか、硬かたそうな擬ぎ音おんをつけたくなる空気が二人を包む。

　あまり居い心地ごこちのいい空気ではない。

　そんな空気の中、クラス委員の相方──廿楽つづら君は言いました。

「……地蔵さんってさ」

「ななななんだ？」

「男苦手だよね」

「そそそそんなことはないぞ!!」

　地じ蔵ぞうさんは口ごもりながら否定する。図星を指されて口ごもったのか、若い男と話してるから口ごもったのかはわからないが、地蔵さんはそわそわし出し、無言できょろきょろしたあと、

「…………」

「…………」

「…………」

「…………ちょっちょっとだけ」

　白状した。地蔵さんは顔を真っ赤にしてうつむく。ごまかすのはさすがに無理があると思ったのだろう。

「だっだが、なんで今更そんなことを聞くんだ？　もう、クラス委員になって長いだろう？」

　たしかにもう三年の秋ですしね。

「いや、だからだよ。二年のときからだから……一年半。これだけ経たってもそのままだから、男嫌ぎらいとか関係なく実は嫌われてるんじゃないかと思って」

「そっそんなことはない!!」

　地蔵さんはがたっと立ち上がって言う。

「…………すまない」

　自分が叫さけんでしまったことに、地蔵さんは気づく。真っ赤になってイスに座り直す。

「ええと私は、さっき言ったように若い男の人が少し苦手で、話すときに少し身構えてしまうだけで、別に廿楽つづらのことが嫌いとかそういうことはないんだ」

「そうか……よかった。安心したよ。好きな子に嫌われてたら悲しいからね」

「そうだな……………………ええっ!?」

　さらっと言った廿楽くんの言葉に、地蔵さんはまたまたはしたなく立ち上がる。

「あ……え……その……なん……ええぅ!?」

「なんでって？」

　地蔵さんの口から漏もれる断片的な言葉を拾って、廿楽君は解読する。

「嫌いなわけではないと言われたからかな……嫌われてる人間には、告白なんてされたくないだろうから」

「っ!?」

　そんな廿楽君の言葉に、地蔵さんはたっぷり三分くらい時間を使ってようやく混乱から立ち直り、二分かけて考えをまとめて、さらに一分あわあわしたあとで言った。

「……………………その……ありがとう。こんな私を好きになってくれて、とてもうれしい」

　地蔵さんは真っ赤な顔で言う。

「ただ、私は花はな咲さきのことが好きだから……だから……すまない」

　そんな地じ蔵ぞうさんの返事を聞いて、廿楽つづら君は苦笑気味になる。

「真面目まじめに返事をくれてありがとう。…………まあ、わかってたんだよ。花はな咲さきと地蔵さんの仲を知らないやつなんていないしね。ただ、これでも一年のときからの想おもいだから、どうにかけじめをつけないと、思い出にできそうになかったんだ」

「一年!!」

　思った以上に前からだったので、地蔵さんはびっくりしてしまう。

「……一年のいつからなんだ？」

「いつから、僕が地蔵さんのことを好きになったのか？」

「あっああ」

「一年のときも地蔵さんは委員長してたでしょ？　それで、どう見ても男が苦手そうだったのに、男相手でも分わけ隔へだてなく接してた……というか接しようとしてた」

　地蔵さん一族に伝わるあの凜り々りしい目は、意志が強そうで、真面目そうで、しっかりしてそうで、なにか大人びて見えるのですごく頼たよりがいのあるように周りから思われるらしい。なので、いつも委員長に推すい薦せんされてしまうのだ。

　地蔵さんは普ふ通つうに黙だまって座ってても、なぜかただ者でないオーラを発してるように見えますからね。今日の晩ご飯はなににしようとか考えてても、周りから見たらなにかものすごく深いことを考えてるように見えるんですよ。なにも見てなくても、未来でも見据すえているように見えてしまうんです。

「だから気になって目で追ってたら、いつの間にかという感じかな。……というか地蔵さんが委員長やるから、僕もクラス委員に立候補したんだけどね？」

「ええっ!?」

「やっぱり気がついてなかったよね……」

「その……すまない。私はほんと若い男の人が苦手で、だからあんまりうまく話せないし、相手の気持ちを考える余よ裕ゆうがなくて……」

　そう。地蔵さんが花咲さんと一いつ緒しよにいられるのは、地蔵さんオリジナルの好感度補正とスーツでも着れば二十代後半どころか三十代前半でも通じそうな老ふけ顔がおのおかげなんです。五歳児を持つ父親とそっくりなくらいですからね。

　ちなみに地蔵さんの言う若い男というのは、十代中ちゆう盤ばんから二十代の後半までで、なぜこんなにも具体的なのかというと、お姉さんたちの愚ぐ痴ちに出てきた男たちがその年代だったから。というわけで地蔵さんは、その年代の若い男がダメなのです。

　それに微び妙みようにファザコン気味なことも加わり、地蔵さんはオヤジ趣しゆ味みになったのです。

　なので花咲さん以外の若い男と一緒にいるときは、名前通り石でできたお地蔵さんのように表情が固まっていて、必要最低限のことしかしゃべることができません。

「いやいやそれはお互たがい様だから。僕も緊きん張ちようしてたからあまり気の利きいたこと話せなかったし。けど……楽しかったよ。地じ蔵ぞうさんと一いつ緒しよにクラス委員ができてね」

　そこで廿楽つづら君が緊きん張ちようした顔で言った。

「……あの地蔵さん」

「なっなんだ？」

「もっもしよかったらだけど……」

「ああ」

「握あく手しゆしてもらえないかな」

「あっ握手か!!」

「なんというか……もう少しで終わるから」

　もう秋ですしね、たしかに高校三年の秋は色々思うところのある季節でしょう。

「…………」

　正直若い男が苦手な地蔵さん。しかもなにやら変な方向に進化した貞てい操そう観念をお持ちなので、手を握にぎるなんてもうかなりの大冒ぼう険けんというか、地蔵さんとしてはかなりはしたない行こう為いに違ちがいありません。

　ですが、地蔵さんは制服でごしごしと拭ふいたあと、怖おず怖ずと手を差し出して言う。

「あっああ…………色々世話になった」

　何度も言うように地蔵さんは若い男が苦手です。自分から話しかけるときはお堅かたい口調になり、いきなり話しかけられたりした日にはビックゥと固まり、触ふれ合ったりしちゃったらもう、まんまお地蔵さんのように動かなくなってしまいます。

　ですが、自分のことを好いていてくれた、そしてお世話になった廿楽君の想おもいに応こたえようと大冒険をしたのです。

「本当にありがとう。地蔵さんのおかげで楽しい高校生活だった。地蔵さんのこと、そして地蔵さんを好きだったことは、一生忘れないと思うよ」

「そっそうか、私も忘れない……ありがとう」

　手を握ったまま、硬こう直ちよくしていた地蔵さんですが、にっこりと笑え顔がおを浮かべました。

　男と触れているお地蔵さん状態の地蔵さんが、笑顔を浮かべる。これはすごいことです。

「…………」

「…………」

　二人はなにやら面おもはゆい空気の中で無言で見つめ合い……そしてその空気を振ふり払はらうかのように手を離はなしました。

「さあ、さっさと終わらせて帰ろう」

「あっああ、そうだな」

　そして何事もなかったように……いや、何事もなかったかのように装よそおって仕事を再開する二人。

　顔は真っ赤で、無言ですが、二人の間の空気は先ほどよりも間ま違ちがいなく和やわらいでいました。




　寂さびしくて、会えなくて、余計なことを考えてため息ばかりついていた地じ蔵ぞうさんですが、花はな咲さきさんは花咲さんで毎日物足りなさを感じていた。

　地蔵さんと会えないだけで、世界が色あせて見えるのだ。

　お昼ご飯は地蔵さんが朝早く下げ駄た箱の中に入れておいてくれるお弁当を食べているが、夜は外食。御お伽とぎ花ばな市しは学生が多い街なので、安くて量の多い定食屋がたくさんあるが、それは不特定多数に向けたもの。地蔵さんの作る料理のように、花咲さんの好みをピンポイントに突ついてくることはないのだ。しかも、食べるときに、ニコニコしている地蔵さんが側そばにいない。

　以前はそれで十分満足していたはずなのに……今はまったく物足りない。お腹なかではなく心が満腹にならないのだ。

　そんな花咲さんは放課後、野球部の練習が早めに終わったので地蔵さんを探していた。スクープされてからしばらく経たち、多少は周囲が落ち着いてきたこともあるし、今日はたまたま時間ができたからと、花咲さんは自分に言い訳をする。だが、なにより、花咲さんは地蔵さんに会いたかったのだ。

　というわけで、とりあえずいそうな場所に行ってみるかと、地蔵さんのクラスに向かっていた花咲さんですが、途と中ちゆうで見知った顔に出会いました。

「あら、花咲君じゃないですか☆☆☆」

「…………下した桐きりか」

「どうしたんで……って、あみちゃんに会いに来たに決まってますよね★★★」

　廊ろう下かの向こうからやって来たのは下桐すずめさんだった。前髪がみぱっつんで後ろ髪をちょろっと尾お羽ばねのように結んだ髪型と、すさまじいまでのアニメ声が特とく徴ちよう的な女の子です。

「いやあ、あみちゃんってば愛されてますねえ☆☆☆　まったくうらやましいですよ★★★　そういえば花咲君は、プロ志望届け出したんですよね☆☆☆　花咲君なら引く手あまたでしょうから、ドラフト一位指名でプロ野球選手になるのは決定☆☆☆　ということは、あみちゃんもとうとうプロ野球選手の奥さんですか☆☆☆　すずめなんか、最近まったくそういう話がなくて、ちょー困ってるんですよ★☆☆　この差はいったいなんなのか……かわいさならすずめは負けてないと思うんですけど☆★☆　というわけで花咲君、すずめに誰だれかいい人紹しよう介かいしてくれませんか？　あ、個人的には花咲君とバッテリー組んでる犬いぬ塚づか君とか好みなんですよ☆☆★　あの人すごい美少年だし、なかなか将来も有望そうだし、なによりマゾで打たれ強そうなところなんかがいいです★☆★　ほら、すずめはほんの少しだけおしゃべりで余計なこと言っちゃうことがありますから、相手が打たれ強くないと……」

　しかもピーチクパーチクうるさいです。あと、すずめさん。あなたはただ黙だまるだけで、地蔵さんとの差がかなり詰つまると思いますよ？

「下した桐きり」

「……なんですか？」

　会うなりいきなりマシンガントークをかましてきたすずめさんの口こう撃げきで、頭がキーンとしてきたし、なにより地じ蔵ぞうさんに早く会いたかったので、強引にすずめさんの言葉を遮さえぎって花はな咲さきさんは聞いた。

「亜あ美みがどこにいるか知っているか？」

「クラス委員のお仕事で教室に残っているはずですよ☆★☆」

「助かった」

「いいんですよ～☆☆☆」

　そして花咲さんは地蔵さんの教室に到とう着ちやくし……開いていたドアから見た光景に固まった。

　中では地蔵さんが男子生徒と握あく手しゆをしていたのだ。

　いやそれだけなら、ここまでショックを受けなかったかもしれない。

　花咲さんが一番ショックだったのは、地蔵さんが微笑ほほえみを浮かべていたこと。

　花咲さんは地蔵さんのことをすべてとは言わないまでもよく知っているつもりだった。だが花咲さんの知っている地蔵さんは、男と手を握にぎり合って微笑むなんてできないのだ。

　地蔵さんは若い男が苦手で、相手が近づくだけで動きがぎこちなくなり、触ふれたりなんかしたらお地蔵さんのように固まってしまう。

　固まらないのは、老ふけ顔がおで若く見えない自分くらいのものだろうと思っていた。

　だが……実際は違ちがった。

　花咲さんは、地蔵さんの笑顔を見ながら思う。

　あのような曇くもりのない笑顔を最後に見たのはいつのことだろうか。花咲さんは最近、寂さびしさを隠かくすような、本当の思いを心の奥底に隠したような、そんな無理矢理作った地蔵さんの笑顔しか見ていない。

　だが、今地蔵さんはすごくいい顔で微笑んでいる。

　その笑顔を見て花咲さんの心にもたげたのは、自分でないほうが地蔵さんが幸せになれるんじゃないかという思い。

　亜美は性格的に、波は瀾らん万ばん丈じような人生より普ふ通つうの人生が似合っている。

　自分がそれを提供できるかというと、否いなということになるだろう。

　野球しか能のない自分は、それに人生をかけるつもりでいる。

　それはひいき目に見ても、安定とはほど遠い人生だ。

　プロの世界は才能という花を咲かした者たちの集まりで、自分程度の才能では埋うもれてしまうかもしれない。怪け我がをしてしまうかもしれないし、どれだけ努力しても通用しないかもしれない。そうなったときはどれだけの苦労をかけてしまうことか。

　もし運よく通用し、成功したとしても、そのときは周囲の雑音が今とは比ひ較かくにならない大きさになるだろう。どちらにしろ、普ふ通つうの生活は送れないに違ちがいない。

　そんなことを考えて固まっていた花はな咲さきさんに話しかけたのは、野や次じ馬うま根性でついてきたらしいすずめさんだった。

「……花咲君、なにやら不ふ穏おん当とうなことを考えてるみたいですけど、あれはどう見ても浮気じゃないですよ？　あみちゃんに浮気なんてできるわけないですし☆★☆」

「……わかっている」

　そう、そんなことは花咲さんにはわかっている。

　地じ蔵ぞうさんに浮気なんてできるわけがない。堅かたくて融ゆう通ずうが利きかずまっすぐにしか歩けない地蔵さんの辞書には、浮気やら不ふ貞ていという言葉はないのだ。

「ただ…………いやなんでもない」

　花咲さんはなにかを言いかけ……しかしなにも言うことなく口を閉じた。

　そして、花咲さんは地蔵さんに顔を合わせることなくこの場を去り、一人残されたすずめさんは呆ほうけた顔でつぶやいた。

「これは……なにやら波乱の予感ですね☆★☆」

　…………このアニメ声で言われると、まったく緊きん張ちよう感がありませんけどね。




　地蔵さんの笑え顔がおを目もく撃げきしたあの日から何日か経たった昼ひる休きゆう憩けい。花咲さんはメールで地蔵さんを呼び出した。呼び出したのは、いつも昼食を一いつ緒しよに食べていた人通りのない校舎裏のベンチ。

　花咲さんは誰だれにも気づかれないように、大きな身体からだでこそこそしながらやって来た。

　相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づら……いや、いつもよりも不ふ機き嫌げんそうな顔で花咲さんがそこで待っていると、地蔵さんがそわそわしながらやって来る。

　久しぶりに花咲さんと会えるので、ものすごくうれしそうだ。

「はっ花咲!!」

　地蔵さんは、きょろきょろしたあと花咲さんを発見し、ぱあぁとつぼみが開くかのような笑顔を浮かべる。周りに人がいないのを確かく認にんしているので、小さく手を振ふっています。

　誰もいないんだから、もっと大きく振ってもいい気がしますが……まあそれが地蔵さんですよね。

「そっそれで、今日はどうしたんだ？」

　久しぶりに花咲さんと話せたことがよほどうれしいのか、地蔵さんはこぼれんばかりの笑顔を浮かべている。

「…………ああ、それはな」

　花咲さんは地蔵さんになにかを言い出そうとし……ですが言い出せない。

　久しぶりに見た地蔵さんの心からの笑顔。これを見れば、決意が鈍にぶってしまうのも無理はない。

「それは……」

　そんな花はな咲さきさんを見て、地じ蔵ぞうさんはなにかを言い出そうとしていることに気がつき、話しやすい空気を作り出そうといつものベンチを指さす。

「まっまあ座ろう」

「……ああ」

　そしていつもの定位置に並んで座る地蔵さんと花咲さん。

　一ひと月つきと少し前までは当たり前だった光景。

　一いつ緒しよにご飯を食べて、一緒にお茶して、あるときは無言で、あるときは話しかける地蔵さんに、花咲さんが言葉少なに返事をする。

　そんな、二人にとってかけがえのない時間。

　だが……今の花咲さんは難しい顔をして黙だまったまま。

　前は無言でも優やさしく感じられた空気が、今はなぜか冷たく重い。

「…………」

「…………」

　あの熱い夏の日に胸の奥に芽生えた不安の芽が、急速に育っていくのを感じながらも、地蔵さんはなんでもない風を装よそおって花咲さんに話しかけた。

「なっなあ、花咲。元気にしてたか？　怪け我がとか病気とかしてないか？　ちゃんとご飯食べてるか？」

　地蔵さんのこの台詞せりふはどう聞いても、上京した我が子に久しぶりに電話をかけたときのお母さんの台詞です。

　こんな台詞を言ってしまうくらい、花咲さんに会えなかった時間は長く、地蔵さんは寂さびしかったのでしょう。

「……ああ」

「そっそうか。そっそういえば、そろそろドラフト会議だな。いい球団に指名されるといいな」

「……ああ」

　地蔵さんがしゃべり、花咲さんが言葉少なに返事をする。いつもと同じ光景なのですが……やはり空気が違ちがう。

　地蔵さんはそんな空気に不安を感じつつも、

「……その……花咲？　あれから時間が結構経たったし、そっそろそろご飯を作りに行ってもいいか？　もうあんまり噂うわさを聞かなくなったし、なにもおかしなことは起きなかったしな……」

　と、地蔵さんがそこまで言ったところで、意を決した花咲さんは言った。

「いや、もう食事は作らなくていい」

「……え？」

　地じ蔵ぞうさんは花はな咲さきさんの言葉に、呆ぼう然ぜんとしたあと、

「あ、そうか。花咲の周りはまだ色々あったりするん……」

　ウソであって欲しい、聞き間ま違ちがいであって欲しいと、曖あい昧まいな笑え顔がおで花咲さんの顔を見て、

「あ……」

　その拒きよ絶ぜつの表情に、絶望の声を漏もらした。

　地蔵さんの胸の中で様々な思いが暴風雨のように荒あれ狂う。

　信じられない信じたくない。理解できない理解したくない。花咲がそんなことを自分に言うなんてあり得ない。だって花咲は私のことを好きだと言ってくれた。言ってくれたんだ。言ってくれたのに……。そう心の中で繰くり返し、真実でないという理由を探そうとするが、地蔵さんはどうしようもなく理解してしまった。…………この花咲の言葉は拒絶だ。

　別れよう。花咲はそう言っているのだ。

　地蔵さんは思う。信じたい、信じたい。これにはなにか理由があるのだと。たちの悪い冗じよう談だんなのだと。悪い夢で現実ではないのだと。

　だが……現実は残ざん酷こくで、目の前で別れを告げる花咲さんは夢ではない。

「あぁ…………」

　地蔵さんは、不安の芽が真実となって花開いたことを理解した。

　姉たちは言っていたではないか。男なんて……と。

　花咲も男なのだから、心変わりをしても仕方ない。

　花咲の心が私の心から離はなれてしまったのだから仕方ない。

　私になにか至らないところがあったのだろう。あたりまえだ。思い返してみればわかる。私が花咲にどれだけのことができたというのか。男が苦手で、迷めい惑わくばかりかけてて。

　支えていると思っていたが、私はただ花咲に寄りかかっていただけだったのだ。それが花咲の重荷になっていたのだ。

　ならば、いい夢を見させてもらったことを感謝するべきだ。

　だから……そうだ、せめて最後くらいは、ちゃんとしよう。花咲に嫌いやな女だと思われないように……花咲の心の隅すみにほんのかすかでも残れるように……

「…………はっ花咲が……そう言うなら……」

　しばしの沈ちん黙もくのあと、地蔵さんは絞しぼり出すようにしてそう言った。

　目は涙なみだで潤うるんでいるが、涙はこぼれていない。泣いては花咲さんを困らせるとどうにかこらえている。

　この期ごに及およんでまで、わがままを言えない、引き留めることすらできない地蔵さん。理由すら聞こうとしない。どこまでも自分ではなく花咲さんのことを思い、自分が悪いと断じて、花咲が言うなら仕方ないと、地蔵さんはすべてを受け入れている。

　そんな地じ蔵ぞうさんを見て、花はな咲さきさんの心は揺ゆれるのだが……

「……そういうことだ。今後はあまり話しかけないでくれ」

　未練を断ち切るかのように地蔵さんに背を向け、それだけ言って去っていった。




　昼ひる休きゆう憩けいに花咲さんに呼び出され、地蔵さんはうれしそうにどこかに行ったっきり、いつまで経たっても教室に戻もどってこなかった。あまつさえ授業をさぼるなんていう前代未聞の行動を取った地蔵さんに、宇う佐さ見みさんはいったいどうしたことかと探し回っていた。ちょうど側そばにいたすずめさんまで動員し、ようやく地蔵さんを見つけたときはもう、日が沈しずみかけていた。

「あみ、あんたそこでなにしてるのよ……」

　いつも花咲さんと二人で座っていたベンチに、地蔵さんは一人きりで丸まるようにして座っていた。

　そんな地蔵さんに宇佐見さんは走り寄り、無理矢理自分のほうを向かせると、そこには涙なみだでぐちゃぐちゃになった地蔵さんの顔があった。

「どっどうしたのよ!!」

「…………花咲に…………嫌きらわれた」

「なっ!!」

　地蔵さんのかすれたような声に、宇佐見さんは信じられないという顔をする。

　ですが、この地蔵さんを見る限り勘かん違ちがいということはなさそうで……あのおっさん顔がぁああ!!　と、宇佐見さんは心の中でぶち切れる。はらわたが煮にえくり返るとはこのことか。

　しかし、今優先するべきなのは、地蔵さんのこと。

「あみ、とにかく、帰るわよ」

「…………」

　ですが生気が抜ぬけたような青白い顔をした地蔵さんは、まるで石像になったかのように動かない。

　仕方ないと宇佐見さんは、探すのを手伝わせていたすずめさんを呼び寄せる。そして、二人がかりで固まっていた地蔵さんを、なだめすかしてどうにか家まで送り届けた。

　そのあと、地蔵さんの家からの帰り道で、すずめさんが宇佐見さんに話しかけた。

「うさちゃん、うさちゃん☆★☆」

「なによ。私は花咲をどうやってとっちめるか考えるのに忙いそがしいのよ……絶対、目に物を見せてカチカチ言わせてや……」

「ええと、そのことなんですけど……一応すずめに心当たりっぽいものがありまして☆★☆」

「それを早く言いなさい!!　で、なにっ!?　なにがあったのよ!!」

　ものすごい剣けん幕まくに気け圧おされつつ、すずめさんは少し前に目もく撃げきした出来事を詳くわしく話す。

「ええとですね、かくかくしかじか～ということがあったんですよ☆★☆」

　それを聞いた宇う佐さ見みさんは、花はな咲さきさんが取った行動の意味がなんとなく見えてきた。

「…………なるほどほかの男と仲良くしてるの見て、色々な迷めい惑わくをかける自分とくっつくよりは、ほかの男とくっついたほうがあみは幸せになれるんじゃないかとか変なことを考えて、こんな暴挙に出たのね」

　合が点てんがいったと宇佐見さんはつぶやく。なんというか、花咲さんらしい行動だと思っているんでしょう。

「で、あみと仲良くしてたのは？」

「廿楽つづら君ですよ☆★☆」

「廿楽か……」

　宇佐見さんはクラスメイトである廿楽君の顔を思い浮かべる。

「……まあいいやつよね」

「ずっといいお友達でいようねと言われるタイプですよね★★★」

「それに……あいつあみのことが好きでしょ？」

「あみちゃん目当てでクラス委員に立候補したっぽいですしね☆☆☆」

「でも……たしかにあいつならあみは幸せになれそうね」

「普ふ通つうって感じだし、あみちゃんとはぴったりですよねぇ☆☆☆　小市民的な幸せをゲットしそうな感じですよ★★★」

　……言いたい放題ですね。

「ただ、すずめとしては、とりあえず、あみちゃんと花咲君にはくっついて欲しいんですよ☆☆☆　ほら、友達の旦だん那なが野球選手だと色々便利なんで★★★」

「便利……ああ、そういやあんた女子アナ志望だっけ」

「そうです☆☆☆　すずめは人前で話すのが大好きだし、しゃべりには自信があるので、アナウンサーが第一志望、第二志望がラジオのパーソナリティ、第三志望がイベント司会のお姉さん、大穴で声優って感じなんですよ☆☆☆」

「人のことは言えないけど……あんたもなかなか吹ふくわよね、女子アナとか」

　たしかに人のことは言えません。宇佐見さんは、オリンピックに出る、金メダルを取ると常々言ってますからね。

「言うだけならただですしね★★★」

「まーね。口にするのは自己暗示になるとか聞いたことがあるし、言って損がないなら言っとくべきでしょ」

「現実的には……しゃべってご飯が食べられればいいって感じですか☆☆☆　それより上に行けるかはすずめの器次し第だいですよ☆☆☆　そこそこは行ける程度の大きさの器は持ってるつもりですけどね☆☆☆　学園長とも色々仲良くさせてもらってますし★★★」

　現実的なのか夢見がちなのかわからないお二人です。

　仲良くというのは、すずめさんが学園長主しゆ催さいのお馬ば鹿かなイベントで司会をやってることでしょう。そしてすずめさんはそのコネも使って、自分の道を切り開こうと思ってるのでしょう。

　あ、お馬鹿なイベントが気になる方は、オオカミさんシリーズ本編を見てね☆☆☆

　……………………いやほんとまじですいません。

「ま、どうなるにしろ、親友の旦だん那なが大物プロ野球選手ってのは、いいコネになるわよね」

「花はな咲さき君がスターになればなるほど生きてくるコネですよ★★★　独どく占せんインタビューとかできそうですし★★★　だから、ちゃんとくっついてもらわないと、すずめの人生設計めちゃめちゃになるんですよ★★★」

「……なかなか生なま臭ぐさいわね」

「手を出さないだけいいじゃないですか★★★　すずめは一時期、花咲君に目をつけてたこともあったんですよ★★★　ただ、顔がおっさんですずめの趣しゆ味みじゃなかったので、器の大きさを見定めてから手を出そうと考えてたら、あみちゃんに先に取られちゃったんですよ～★☆★　結果花咲君はすんごい大器だったので、惜おしいことしました★★★　ちなみに、花咲君とすずめは放送部で野球部取材したときに知り合いになって、会ったら挨あい拶さつするくらいの仲でした☆☆☆」

　さっきから打算にまみれまくってるすずめさん。……すずめさんはかわいい顔して恐おそるべき女の子です。

「ふ～ん、じゃあ今はどうなの？　花咲が大物になるのはほぼ決定。しかもあみと絶賛すれ違ちがい中で、今なら奪うばい取ることができるかもよ？」

　宇佐見さんがそう探さぐるように聞くが、すずめさんは相変わらず笑え顔がおのままで言う。

「あみちゃんって裏表がないから一いつ緒しよにいると落ち着くんで、すずめはずっといい友達でいたいんですよ☆★☆　ほら、そういう業界とか行けたとしても、中はどろどろねちゃねちゃしてそうなので、一服の清せい涼りよう剤ざいになるような友人もいないと、人間不信になっちゃいそうですし★★★」

　いやいや、そんなすずめさんの発言聞いてるこっちが人間不信になりそうですよ。

「最初は隙すきあらば～ということで近づいたんですけど、あみちゃんのいい子さにすずめはすっかり毒気抜ぬかれちゃったんですよ★★★」

　毒気抜かれたにしては、すごい発言が黒いですけどね。

「あんたどんだけ黒いのよ……」

　腹の黒さには定評のある黒うさぎ宇う佐さ見みさんすら、すずめさんの黒さには引いてます。

　すずめってお腹なかの部分は白いんですが……。

「それにうさちゃんにもメリットがあるでしょう？　金メダリストからスポーツキャスターになって人気者～というコースを狙ねらっているんですし★★★」

「……まあね」

　コネはコネを呼ぶので、スーパースターとぶっとい繫つながりがあれば、色々有利そうです。

「だいたい、友情ってなにか利がないと続かないものですよ★★★」

「それには心の底から同意だわ」

　同意なんですか。心の底からですか。

　いやまあたしかにそうかもしれませんが、身みも蓋ふたもなさすぎでしょう。

　このお話は一応少年向けなんですから、もっときれい事を言いましょうよ。

「じゃ、あみのためにも私たちの未来のためにも、キューピッド役をやるとしますか」

「はい、そうしましょう★★★」

　笑え顔がおで誓ちかい合う二人。

　こうして腹黒同盟が結成されました。

　見た目はかわいいお二人ですし、友人のためにというその動機もすばらしく尊いものなのですが……どうしてまとっている空気がこんなにも黒いのか。

　どう見てもなにかを企たくらんでいるようにしか見えませんよ。

　そんな真っ黒な空気をまとわせた宇う佐さ見みさんは、あごに手を当てるという典型的な考えるときのポーズで考え込みながらつぶやいた。

「となれば、あいつらも巻き込むか……」




　そして翌日、臨時タッグの腹黒コンビがやってきたのは、もちろん御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会。

「……というわけで、来てやったわけよ。あんたらも最初から関かかわってるんだから、ハッピーエンドが見たいでしょ？」

「あ、借りは花はな咲さき君につけといてくださいね★★★　これは元はと言えば、花咲君が小こ賢ざかしくも物わかりのいい男を気取ったせいで起きたことですし★★★　女の子を傷つけた大馬ば鹿か者には拒きよ否ひ権はありません★★★」

　どうやら御伽銀行の面々も巻き込むようです。

「なるほどですの。たしかにハッピーエンドが見たいですし、協力するのもやぶさかではありませんのよ」

　ということは、性しよう根ねが腐くさって毒がある……じゃなくて少々ちゃっかりさんだと評判のりんごさんも仲間に加わるわけです。これで腹黒三人娘むすめ勢せい揃ぞろいですね。なんか向かうところ敵なしって感じですよね。

　あ、ここで説明しておきますと、今御伽学園学生相互扶助協会のプレハブ小屋にいるのは、宇佐見さんにすずめさん。あとは見た目はヤンキー中身はかわいい女の子なおおかみさん。見た目は小さくてかわいい女の子で中身は真っ黒、宇佐見さんと激しくキャラがかぶってるりんごさんです。

「かぶってないですの!!」

「かぶってないわよ!!」

　ちなみにすずめさんはかぶってません。すずめさんはそこそこ小こ柄がらですが、宇う佐さ見みさんやりんごさんほどではないですし、なにより胸があるのです。これは大きな違ちがいですよ。

　で、最後に、この場にいる唯ゆい一いつの男……百七十センチあるおおかみさんよりもさらに背の高い、オールバックですごく男らしい雰ふん囲い気きの少年です。

「問題は二人にどうやって行動を起こさせるかだな。あの二人は生なま半はん可かなことでは考えを曲げないだろう」

　なにやら声まで男らしくてかっこいいです。

　…………なんというか、こんな風にもったいぶって書いてても、どうしようもないくらい正体バレバレですが…………色々な事情で少年と呼ばせていただきます。

「花はな咲さき先せん輩ぱいも地じ蔵ぞう先輩も頑がん固こですしね……」

　困ったものですの～と、りんごさんはかわいく小首をかしげる。宇佐見さんといい、このりんごさんといい、他人の視線を意識した芝しば居いがかった動作はぶりっこ族の習性かなんかでしょうか。

「それに、花咲先輩の考えもあながち間違っちゃいないからな。地蔵先輩には、あんまりどろどろした世界は似合わねー」

「プロ野球選手の奥さんって色々ありそうですものねぇ。旦だん那なは家にいないことが多いでしょうし、旦那がエラーや不調で大事な試合落としたりしたら、戦せん犯ぱい扱あつかいされて関係ない家族まで色々言われたりしそうですし、高給取ったら取ったで嫉そねみ妬ねたみがありそうですし」

　おおかみさんとりんごさんは思ったことを言う。たしかに花咲さんの考えもわかるのだ。

　そんな二人の言葉に少年が続ける。

「まあたしかに、今ならドラフト前で花咲先輩は私人だから、ここで別れれば地蔵先輩の周囲もそこまで騒さわがしくはならないだろうし、別れを切り出した花咲先輩の考えもわかる。今を逃のがして今度のドラフトで人気のある球団が交こう渉しよう権を獲かく得とくしたら……花咲先輩の周囲は今よりもっと騒がしくなるだろうからな」

「なるほど、だから今なんですね☆☆☆」

　オールバックの少年の言葉に納なつ得とくと、すずめさんは声を上げる。

　宇佐見さんもそれには納得したのかうなずく。

　ただ、花咲さんの行動には、欠けているものがあると宇佐見さんが口を開いた。

「だけど……それは、あみ自身が決めることよ」

　そう、花咲さんの考えはわかる……が、そこには地蔵さんの意志が存在していなかったのだ。

　その宇佐見さんの言葉に、この場にいる女の子たち全員が同意する。

「そうですのね」

「まったくですよ☆☆☆　女の子のピュアな想おもいをなんだと思ってるんですか★★★」

「こりゃ、がつんと花はな咲さき先せん輩ぱいに言ってやらないとな」

　女の子たちは、勝手に考え、勝手に結論出し、勝手に先走って地じ蔵ぞうさんを泣かせた花咲さんに対してかなり怒おこっているようだ。

「……ではやることは決まったな。地蔵先輩と花咲先輩を会わせて、無理矢理二人きりにさせて、お互たがいの想おもいを伝えさせる。そのあとは二人次し第だいだ。決行は……」

　そこでにやりと笑う少年。

「ドラフト会議当日にするか。しかも会議の最中に」

「それはなかなかドラマチックですねっ★★★」

「ああ、すげー盛り上がりそうだ」

　すずめさんとおおかみさんがにやりとし、りんごさんが黒さ漂ただよう策士的な笑え顔がおを浮かべながら続ける。

「でもたしかに、いい手かもしれませんの。ドラフト会議のあとは、花咲先輩はスターへのレールに乗っちゃいますからそれを利用して、今行かないと満足に話すこともできなくなりますのよ～、もうあとがないですのよ～という状じよう況きようで地蔵先輩をたきつければ、さすがの地蔵先輩も動くんじゃないですの？　いったん動けば地蔵先輩はどこまでも一直線に突つっ走っちゃう人ですしね。

　……で、ドラフト会議の真っ最中にやって来て、公衆の面前で花咲先輩に想いをぶちまける地蔵先輩!!」

「おいおい、そりゃどこの少女漫まん画がだよ…………おもしろすぎるだろ」

「それはいいわね。ふっふっふっ、こうなったら思いっきり派手にやってやろうじゃない!!　あみを泣かせたことを後こう悔かいさせてやらないと私の気がすまないしね!!」

「すずめも賛成です☆☆☆　これで、花咲君の人生をあみちゃんルートに固定しちゃいましょう☆☆☆」

　というわけで、全会一いつ致ちで、ドラフト会議で大騒さわぎすることに決定しました。

「では、話を詰つめるとするか」

　そして、その少年の言葉で、地蔵さんと花咲さんの恋の行方ゆくえをかけた悪わる巧だくみが始まった。




「こんにちは、あみはいますか？」

　ドラフト会議当日。地蔵さん家ちにやってきたのは、宇う佐さ見みさんとすずめさん。

　インターホンを鳴らししばらくして出てきたのは、地蔵さんと同じ目をしたおば……年配のご婦人、地蔵さんのお母さんでした。

「あら、亜あ美みのお友達？」

「はい」

「そうで～す☆☆☆」

「でも、せっかく来てもらったところ悪いんだけど、亜あ美みはここ数日学校にも行かず部屋に閉じこもっちゃって……理由を聞いてもなにも話さないし……」

「今日はそのことで来たんです。絶対に連れ出してみせますから、任せてください！」

「あらそうなの？　……ならお願いね、友達にしか話せないこともあるだろうし」

「はい、すずめたちに任せてください☆☆☆」

　そして地じ蔵ぞうさん家ちにおじゃました宇う佐さ見みさんとすずめさんは、地蔵さんの部屋にノックもなく突とつ入にゆうする。

「邪じや魔まをするわよ!!」

「…………なんだ？」

　すると、パジャマのまま部屋の隅すみで体育座りで膝ひざの間に顔を埋うめるという、わかりやすい凹へこみ方をしていた地蔵さんが顔を上げた。突然の闖ちん入にゆう者にも、全然驚おどろこうともしない。どうやら感情が完全に麻ま痺ひしているようです。

「……宇佐見に下した桐きりか……どうしたんだ？」

「どうしたんだ？　じゃないでしょうよ!!　そんな死にそうな顔して!!」

「…………そんなことないぞ？　私は大だい丈じよう夫ぶだ」

　地蔵さんには、まったく生気が感じられない。そんな地蔵さんに宇佐見さんは言う。

「あみ、今日なんの日か知ってる!?」

「…………知らない」

　宇佐見さんが尋たずねるが、地蔵さんはボーとしてどこを見ているのかわからない。

　そんな地蔵さんの生なま返事にとうとう宇佐見さんが切れた。

「ドラフト会議のある日よ!!　あんたはいいの!?　花はな咲さきの人生が決まる大事な日に、こんなところで引きこもってて!!」

「……別にいい。花咲に嫌きらわれた私には………………関係ない」

「球団によっちゃ、簡単に会えないところに行っちゃうかもしれないのよ!!　なのにこのまま卒業まで顔を合わせないつもりなの!!」

「いい……もういいんだ」

「しっかりしなさい!!」

　宇佐見さんは、地蔵さんの肩かたに手を置き言った。

「花咲はね、自分のせいであんたに寂さびしい思いをさせ、辛つらい思いをさせた。そんな自分では幸せにできないと身を引いたのよ」

　宇佐見さんはがくがくと地蔵さんを揺ゆする。

「花咲は、あんたのことが嫌いになったわけじゃない。……だったら、あと重要なのはあんたの気持ちよ!!」

「私の……気持ち」

　地じ蔵ぞうさんの顔に少しだけ生気が戻もどり、それを見た宇う佐さ見みさんは諭さとすような優やさしい口調に変えて言った。

「今日を逃のがせば……ドラフト終わっちゃったら、花はな咲さきは遠くに行っちゃうわよ？　スター街かい道どうまっしぐらで、一足先に大人になっちゃうわ。そうなったら、色々な責任が、しがらみが出てきてしまう。あんたのことだけを考えることができなくなるかもしれない。でも今ならまだ、あんたはただの花咲仁じんに想おもいを伝えることができるし、花咲もただの花咲仁としてあんたの想いを聞くことができるわ」

「私の想い……」

　地蔵さんの凜り々りしい瞳ひとみにかすかな灯ひがともる。

　そして、さああと一息……というところで、黙だまって話を聞いていたすずめさんが口を開いた。

「あみちゃん、あなたの前には今二つの未来があります」

　すごく真面目まじめな声こわ音ねで、星が散ってません。……こんな声も出せたんですね、すずめさん。

「ひとつは花咲君と別れ、花咲君のことを忘れ、新たな恋をして、普ふ通つうに生きていくこと。もう一つは、花咲君と添そい遂とげ、普通じゃない人生を生きること。

　花咲君と添い遂げようというなら、大変です。花咲君はすごく大きな男なんですから。プロ入りはほぼ確実で、開幕一軍も夢じゃなく、メジャーに行っても通用する器だと言われてます。そんな花咲君と生きていくなら普通とはほど遠い、波は瀾らん万ばん丈じような人生を送ることは間ま違ちがいないでしょう。……なぜなら大きな葛籠つづらにはお化けが入っているものですから。嫉そねみ妬ねたみ憎にくしみ怒いかり敵意……花咲君と生きていくことは、そんなどろどろとした悪意が漏もれなくついてくるということです」

　すずめさんはゆっくり、淡たん々たんと話す。ですが、その言葉は地蔵さんの心にしみ込んでいく。

　しゃべりには自信があるというだけのことはありますね。

「あみちゃんが望むような普通の結婚生活。サラリーマンの優やさしい旦だん那なさんに、かわいい子供たち。白い犬に、三十年ローンの海の見える小さなマイホーム。お給料をやりくりして、子供たちのために貯金をし、月に一度の贅ぜい沢たくとして外食。年に一回は家族旅行。……そんな普通の人生はとてもじゃないけど送れないでしょうね。プロ野球選手になった場合、花咲君は外を歩けばサインをねだられ、私生活をマスコミに嗅かぎ回られ、花咲君が不調なら顔も知らない人たちから色々言われ、好調なら好調で注目が集まる。……そういう特別が好きな人もいるでしょうけど、あなたは違う。でも、それでも花咲君のことが好きなら、今すぐ学校に行きなさい。これが最後ですよ？　…………というかそうでないとすずめは困っちゃうんですよ★★★」

　すずめさん、いいところなんですから、本音漏らさないでくださいよ。

　ですが、幸いなことに最後の本音は地蔵さんには聞こえていなかったようでした。

「私は…………私は!!」

　すずめさんの言葉を黙だまって聞いていた地じ蔵ぞうさんですが、いつのまにかその凜り々りしい切れ長の瞳ひとみに意志が戻もどり、紅潮した頰ほほには生気が戻っていた。

　そして地蔵さんは勢いよく立ち上がった。

「私は花はな咲さきに会って、想おもいを伝える!!　そうだ思いっきりぶつけてやる!!　私は花咲が好きだ!!　私は花咲と一いつ緒しよにいたい!!　私をこんな欲張りにしたのは花咲だ!!　大きな葛籠つづらにはお化けが入ってる？　……望むところだ!!　そんなもの花咲と一緒にいられるならお安いものだ!!」

　地蔵さんはそう叫さけぶと部屋を飛び出した。

　地蔵さん、キャラが完全に変わってますよ……よっぽど二人の言葉が効きいたんですね。特にすずめさんの言葉が。……少々効きすぎた気がしますが。

　すずめさんが変なセミナーとか主しゆ催さいしないことを祈いのるばかりです。

　そして、かっこよく宣言して飛び出した地蔵さんだったが………………すぐ戻ってきた。

「おかえり」

「おかえりなさい☆☆☆」

「………………ただいま」

　まあ、パジャマでしたからね。あれだけの啖たん呵かを切って飛び出したのにすぐに戻ってきた地蔵さんは、あまりの恥はずかしさに真っ赤になっています。

　やっぱり地蔵さんは地蔵さんでしたね、よかったです。

「それで、着き替がえたいんだが……」

「うん、そうね。早く着替えなさいな」

「そうですよ、どうぞ着替えてください★★★」

「いや……その……」

　いやマジ、地蔵さんは地蔵さんですね。この期ごに及およんでまで、お堅かたい貞てい操そう観念が発揮されたらしく、赤い顔でもじもじしてます。時間がないのに。

「だから……」

　ですが、一番悪いのは、

「どうしたんですか☆☆☆　女同士なんですから、すずめたちのことは気にしないでいいですよ★★★」

「そうそう、ぱーっと脱ぬいじゃいなさい！　ぱーっと!!」

　この悪ノリ二人組です。この二人、絶対地蔵さんの言いたいことわかってますよ。わかっててあえてわかってないふりしてますよ。

「早くしないとドラフト始まっちゃうわよ？」

「そうですよ☆☆☆　早くしないと時間ないですよ★★★」

　たとえ相手が同性でも、こうガン見されてる中で着替えるのは、恥ずかしいでしょう。

　それをわかってて、この場に居座ってる宇う佐さ見みさんとずずめさん。鬼おにですね。

　ですが、せかす二人と迫せまる時間に押され、地じ蔵ぞうさんはとうとう観念した。

「ほら、はっなさき！　はっなさき!!」

「はなさきくん★★★　はなさきくん★★★」

　そんな二人のかけ声と手て拍びよう子しの中、地蔵さんは全身を真っ赤にし、ぷるぷる震ふるえながらパジャマを脱ぬぎ始める。

　その細い指がパジャマのボタンを一つ一つ外していき、地蔵さんの白くなめらかな肌はだが次し第だいにあらわになっていく。

「……うぅ」

　恥はずかしさのあまり声を漏もらす地蔵さんと、さらされた地蔵さんの華きや奢しやな身体からだとほのかに赤く染まった肌に歓かん声せいを上げる悪ノリコンビ。

「おおー」

「ヒューヒューですよ★★★」

「…………うー」[image: ←]ぷるぷる震える地蔵さん。

　いやはや、こんなクライマックス直前といったところでなにをやってるんだか。……まあ、すごく眼福でしたけどね!!




　そして、そんな空気を読んでないけど実に素す敵てきなサービスシーンのあと、制服に着き替がえた地蔵さんは今度こそ部屋を飛び出した。

　階段を駆かけ下り、靴くつを乱暴に履はき、出かけるときになんの挨あい拶さつもせず、周囲の視線も、なにもかもを無視して、地蔵さんは走る。

　走る走る走る。一心不乱にただただ走る。変な貞てい操そう観念を持っている地蔵さんが走るのは、体育の授業など走るのが当たり前のときだけだった。……花はな咲さきさんと出会うまでは。

　はっ……はっ……はっ

　地蔵さんは荒あらい息を吐はきながら、脇わき目めもふらず学校へと向かう。

　ですが……

「あっ!?」

　数日間の引きこもり状態から準備運動もせず走り出したものだから、地蔵さんは足をもつれさせて転んだ。

「うう～」

　地蔵さんは痛みに涙なみだ目めになる。

　だが、そんなものは……こんな痛みは花咲を失う痛みに比べれば!!　と地蔵さんは立ち上がり、血のにじんだ膝ひざにハンカチを巻きつけ、再び走り出す。髪かみの毛はほつれ汗あせで張りつき、制服は乱れ、スカートは走るたびに翻ひるがえっている。

　実にはしたない地じ蔵ぞうさん。ですが……地蔵さんは気にしていない。そんなことを気にしている余よ裕ゆうなんてないのだ。

「花はな咲さき!!」

　花咲の許もとへ……ただそれだけを考え、地蔵さんは走り続けた。




　その頃ころ、花咲さんは体育館にいた。学生服に身を包み、緊きん張ちようした面おも持もちでステージの前に作られた席に着いている。目の前の折りたたみテーブルの上にはたくさんのマイク。花咲さんの後ろにある、ステージの緞どん帳ちようは閉まっている。

　これは、テレビのスポーツニュースやなんかでドラフトの時期に見る光景。花咲さんは今年のドラフトの目玉なので、マスコミが大挙してやってきているのだ。

　そんなざわめきの中で、花咲さんが考えていたのは地蔵さんのことだった。

　考えるな考えるなと考えるほど考えてしまう。

　そして、考えれば考えるほどわかってしまう。自分がどれだけ地蔵さんのことを想おもっていたのか、自分がどれだけ地蔵さんに救われ支えられていたのか。

　地蔵さんが支えてくれたから野球に打ち込め、怪け我がをすることも体調を崩くずすこともなく、甲こう子し園えん優勝という大きな結果を残すことができた。あの大舞ぶ台たいでも、地蔵さんが見ていると思えば闘とう志しがわいた。ピンチのときでも地蔵さんに貰もらったお守りに触ふれれば心が落ち着いた。地蔵さんの顔を思い浮かべれば、どんな打者でも怖こわくなかった。

　体調だけではない、身の回りの世話だけではない、心を支えてくれていたのが、地蔵さんだったのだ。

　花咲さんは目の前に大量に集まっているカメラや記者たちを見る。

　こんな騒さわがしい世界に地蔵さんは似合わないと考え、別れを告げたのは間ま違ちがいではなかったと思う。

　だが……それでも、思い出すのは地蔵さんの姿。

　照れたような控ひかえめな笑え顔がおを浮かべる地蔵さん。

　予想外の出来事にあわあわとテンパる地蔵さん。

　真面目まじめでどんなことでも真しん剣けんな顔でがんばる地蔵さん。

　地蔵さん、地蔵さん、地蔵さん。

　こんな晴れの場だというのに、考えるのは地蔵さんのことだけ。

　目の前のモニターの中ではドラフト会議が中ちゆう継けいされ、今後の自分の人生が決まろうとしているが、まったく頭に入ってこない。

　ワシは……こんなにも、亜あ美みのことが……

　花咲さんが心の中で弱音を吐はこうとしたまさにそのとき、ばんっと体育館の扉とびらが開き、

「花咲っ!!」

　地じ蔵ぞうさんの声が聞こえた。あまりに地蔵さんのことを想おもうあまり幻げん聴ちようまで聞こえるようになったか……と思いつつ声の聞こえたほうを見ると、そこには地蔵さんがいた。

　体育館の入り口に荒あらい息を吐はきながら地蔵さんが立っている。髪かみはほつれ、制服は乱れ、ニーソックスの膝ひざのところが破れ、ハンカチらしきものを巻いていて……、いつもきっちりしている地蔵さんとは思えないその姿。普ふ段だんの地蔵さんなら、はしたなさすぎると引きこもるレベル。

　だが地蔵さんは、たしかにそこにいた。

「亜あ美み……」

　花はな咲さきさんは思わず名前を呼んでしまう。

　が、地蔵さんはその場からまったく動かず、瞬まばたきすらせずに顔を真っ赤にしてぷるぷるしている。花咲さんがぽかんとしていると、開いた扉とびらが蝶ちよう番つがいの作用で閉じ、地蔵さんの姿はフェードアウト。盛り上がる感動のシーンが不発のまま終しゆう了りようしました。

「…………」

「…………」

「…………」

　シーンとなる体育館。

　どうやら地蔵さんは、扉を開き叫さけんだ瞬しゆん間かんに見えた光景、テレビカメラにマイクにマスコミ関係者という非日常の光景に、思考が完全に停止してしまったようです。まあ、かっこよく突とつ入にゆうしたあと、カメラの前で告白なんて真似まねは地蔵さんには無理ですよね。

　……でも地蔵さん、行動が中ちゆう途と半はん端ぱすぎました。おかげで花咲さんは、自分の脳を疑い始めちゃいましたよ。いえ、精せい一いつ杯ぱいがんばったのはわかるんですけどね。

「…………」

　自分は思ったより参っているのかもしれんと、花咲さんは目を閉じる。

　幻聴の次は幻覚か？

　いやだが、それにしては、周りの人間も注目していたように見えたが……

「今のはいったいなんだ？」

「女の子……がいたよな」

「花咲とか言ってたぞ？」

　いきなり現れ、いきなり消えた地蔵さんに、今のはいったいなんだったんだと、体育館がざわめく。

　最初はあっけにとられていたマスコミ関係者も、しだいにあれが花咲さんと噂うわさになった少女だと気がつき始めたようだ。

　これはスクープか？　と、一人の記者が立ち上がろうとした瞬間、体育館中の遮しや光こうカーテンがいきなりすべて閉まり、あらゆる扉も閉まり、体育館が暗闇に包まれた。

　闇にうごめくいくつかの影かげが見えるが、その中の一つになにやら見たことのあるシルエットがあった。

　体育館二階の廊ろう下かにいる、小さくて、白くて、ツインテールなその影かげは……もちろん宇う佐さ見みさん。地じ蔵ぞうさんが走って学園に向かったあと、先回りしていたのだ。たぶん自転車かなにかを用意していたのだろう。

　え？　ならそれで地蔵さんを送ればよかったんではって？　そんなもの演出ですよ演出。どう考えても走ってきたほうが盛り上がるじゃないですか。先回りする必要もありましたしね。

「…………あみにはあれが限界か……まあ仕方ないわね。プランＡのマスコミとカメラの前で告白がダメになったからプランＢに変へん更こうか。……にしても、私、友達思いすぎるでしょ。ここまでやってあげるなんて」

　下を見下ろしながらそうつぶやく宇佐見さんに、お団子二つとドレスのようなシルエットの人物が話しかけた。

「自分をふった男のために骨を折るアタクシほどじゃないですわよ」

　……田た貫ぬきさんですね。

「あら。田貫あんた、今の自分の人生に文句でもあんの？」

「…………色々思うこともあったけど……今はないわね。花はな咲さきに恋したからこそ、宇佐見とも知り合えたわけですし」

「でしょ？」

　暗くら闇やみの中で二人は笑い合ったあと、ステージに目を向ける。

「まあ、やることはやったし、あとはあみのがんばり次し第だいよ」

「そうですわね……あ、始まりましたわよ」

　というわけで、宇佐見さんたちの暗あん躍やくで真っ暗になった体育館に、今度は実に特とく徴ちよう的なアニメ声が響ひびいた。すずめさんの声だった。すずめさんも、宇佐見さんたちと一いつ緒しよに先回りをしていたようだ。

『レディ～スエ～ンドジェントルメン☆☆☆　え～ドラフト会議真っ最中ですが、これからしばらく、御お伽とぎ学園学園長☆☆☆　荒神アラガミ洋燈ランプのありがた～いお話がありますので、マスコミ各社、記者の皆みなさんはご静せい聴ちようください☆☆☆　あ、独ひとり言ごとなんですけど、荒神グループって、色々な媒ばい体たいに、たくさん広告出してるんですよね～★★★　政界や財界にもすんごいコネ持ってますし★★★』

　そんな無茶ぶりのもとに、閉まっていたステージの緞どん帳ちようが上がると、そこにスタンバってる学園長の姿があった。

　スポットライトに照らされて威い風ふう堂どう々どうと立っている学園長は、威厳たっぷりに言った。

「儂わしは御伽学園学園長、荒神洋燈である!!」

　……ですが、ドラフト会議真っ最中、さあ花咲さんを指名する球団は？　といったところでこれです。哀あわれ学園長、空気が読めてないクソ爺じじいにしか見えません。

　普ふ通つうなら、ドラフト会場を映しつつ、画面右下の小さな窓に、花はな咲さきさんの顔が映っているはずの時間帯ですよ。

　だが、その悪目立ちっぷりのおかげで、花咲さんが何者かに連れ出されていくのに気がついている人は少なく、気づいた人もその場を離はなれることができない。

　花咲さんと付き合っているという噂うわさの少女が現れ、花咲さんが体育館を出ていく……ものすごくスクープの匂においがするが、それを追いかけるマスコミ関係者はいない。

　重要なスポンサーの機き嫌げんを損そこねたい人はいないだろうし……二人の関係をすっぱ抜ぬいた記者の末路をみんな知っているのだろう。

「いったいなんだ？　というかさっきのは亜あ美みか？」

　そう疑問を口にしたのは花咲さん。

「そうだ」

「まったく手間かけさせてくれるぜ」

　花咲さんを体育館から連れ出したのは、オールバックの少年とおおかみさんだった。そしてそのまま花咲さんをどこかに案内し始める。

「亜美が来たのか……」

　地じ蔵ぞうさんが来たと聞いて、花咲さんの心の中にわき上がった感情は喜びだった。だが、虫がよすぎる話だとその感情を押し殺し、花咲さんは言う。

「しかし、ワシは亜美をふった。もう関係がないはずだ……」

「それは、花咲先せん輩ぱいの都合だな」

　だが少年は、そんな花咲さんの言葉を一刀両断する。

「まったくだ。それに、花咲先輩は後こう悔かいしてねーか？　地蔵先輩をふって」

「…………」

　さっき散々地蔵さんのことを考えていた花咲さんなので、おおかみさんの言葉に返すことができたのは沈ちん黙もくだけだった。

「花咲先輩は、一つだけ間ま違ちがった。それは、地蔵先輩の意見を聞かずに勝手に別れを決めたことだ」

「それは……」

「たしかに、地蔵先輩は普通に生きていくのが合っているかもしれない。花咲先輩と生きるといらぬ苦労を背負うかもしれない。でも、その苦労から逃にげるのか、受け入れ背負うのかは、地蔵先輩が決めることだ」

「…………」

「この先に、地蔵先輩がいるから、地蔵先輩の覚かく悟ごと想おもいを聞いて、もう一度結論を出してくれ。くっつくにしろ別れるにしろ……な。あの地蔵先輩がマスコミ関係者であふれる体育館に突とつ入にゆうするくらいなんだから、そうしないと地蔵先輩は前に進めない」

「……花はな咲さき先せん輩ぱい、地じ蔵ぞう先輩は本気だ。だから……その想いに本気で、本音で答えねーと許さねーからな」

「…………ああ」

　オールバックの少年の言葉を継ついだおおかみさんの言葉に、花咲さんはうなずいた。

「……あ、話つけるならさっさとつけてくれよ。今なら邪じや魔まするやつは誰だれもいねーが、もたもたしてるとわからねーからな。さすがに大スポンサー様が色々話しているときに、会場を抜ぬけ出す馬ば鹿かはいねーと思うけどよ」

　地蔵さんに公開告白をさせるのがプランＡでした。そして、虎とらの子この学園長への貸し、それを使って呼び出した学園長を足止めに使い、マスコミ関係者を体育館に釘くぎ付づけにする。そのうえで花咲さんを連れ出して地蔵さんと会わせるというのがプランＢなのです。実際はプランＡはおまけで、これが本命なんでしょうけどね。地蔵さんがあんな大勢の前で告白なんていう大それた真似まねができるわけがないですし。

「……さあこの先だ」

「ここは……」

　連れてこられた場所を見て、花咲さんは声を漏もらした。

「花咲先輩が地蔵先輩をふった場所だよ。人がいないし……なにより、やり直すにはちょうどいい場所だ」

「…………………………そうだな」

　そして花咲さんは歩いていつもの校舎裏に向かい、花咲さんと入いれ替かわりでりんごさんが戻もどってきた。

「りんご、おつかれ」

「おつかれですの～」

「首しゆ尾びは上々みたいだな」

「もちろんですの。ちゃーんと引っ張ってきましたのよ」

　どうやらりんごさんのほうは、地蔵さんをここに連れてきたようです。

「……さて、どうなるかな」

「ハッピーエンドに決まってる」

　おおかみさんが自信満々に言う。

「そうですのよ。好き合う二人には幸せになってもらわないと」

「……まあ、そうだな。宇う佐さ見み先輩の言葉じゃないが、二人のなれそめから付き合ってるんだから、ここまで関かかわったならハッピーエンドが見たい」

「色々と助けてもらいましたし？」

「まあ、それもあるが……一番は花咲先輩の活かつ躍やくが見たいからだ。護まもる者ができれば男は変わるもんだからな……俺みたいに」

「そっそんな恥はずかしいことをこんなところで言うな!!」

　少年の言葉に真っ赤になって怒ど鳴なるおおかみさん。でも、なんだかうれしそうです。

　そんな二人に、一人あぶれているりんごさんが言いました。

「けっこのバカップルが……」




「花はな咲さき！」

　いつもの校舎裏で待っていた地じ蔵ぞうさんは、やって来た花咲さんに叫さけんだ。

「花咲、私は、私は……」

　地蔵さんは話そうとするが、話したいことがありすぎて、なにから話せばいいのかわからず混乱してしまう。

　そんな地蔵さんを落ち着かせてから花咲さんは言った。

「説教された。亜あ美みの考えを無視していたとな。……たしかにその通りだったかもしれん」

　花咲さんは地蔵さんに向き直り、その目をまっすぐに見つめる。

「ワシは野球をやめられない。コレしか能がないからな……だからプロに行く。まだなれるとは完全に決まったわけではないが、もしなれた場合、お前は今回のように嫌いやな思いをすることもあるだろう。そんなのは亜美には似合わない……お前に似合うのは平へい穏おんな日常だ」

　週刊誌に写真を撮とられて、周囲が騒さわがしくなる。騒がしいのが苦手な地蔵さんにとっては、辛つらいことだろう。

「でも……それでも私は……花咲じゃないと嫌だ」

「……」

「どんなに平穏な日常でも、花咲がいないなら意味がない。平穏とはほど遠い毎日だって、花咲がいるならそれだけで私は幸せだ。大きな葛籠つづらにはお化けが入っているらしいが、それが花咲ならば、私は花咲を選ぶ。私をこんなに欲張りにさせたのは花咲だ。だから……置いていかないでくれ。私から離はなれないでくれ。どうか一いつ緒しよにいさせてくれ」

　地蔵さんは涙なみだながらに想おもいを語る。

　そんな地蔵さんを見て、花咲さんは覚かく悟ごを試ためすかのようにいくつも質問をする。

「色々迷めい惑わくをかけることになるぞ」

「かまわない」

「プロ野球選手なんて明日をも知れない仕事だぞ」

「なにかあったら私が働く」

「二人で外を歩くのも難しくなるかもしれないぞ」

「家の中なら二人きりだ」

「家にあんまり帰れないかもしれないぞ」

「家は私が守るから安心してくれ」

　なんかもう、問答が結婚後の生活にまで及およんでますが、結婚する気満々の地じ蔵ぞうさんはよどみなく答えます。

　そんな地蔵さんに、花はな咲さきさんも覚かく悟ごを決めた。

「……ならワシは、お前に降りかかるどんな悪意の雨からもお前を護まもる傘かさになろう。これでもお前を護ることができるくらいの器の大きさは持っているつもりだからな」

　その花咲さんの言葉に、地蔵さんは心の底からの……花咲さんが見てきた中でも最高の笑え顔がおを浮かべて言った。

「じゃっじゃあ、わっ私はいつも花咲をこの手で支えよう……花咲が重圧や困難という風に打ち克かてるように。大きな傘は雨は防げるが、風で煽あおられてしまうからな。これでも強ごう情じようさ……堅かたさには自信があるんだ。そう簡単には手を離はなしたりしない」

　返ってきた思いもかけぬ言葉に、花咲さんは驚おどろきで目を見開いたあと、いつかのように空を仰あおぎ見た。

「…………かなわんな」

　万感の思いを込めてつぶやいたその言葉は、花咲さんの完全な敗北宣言だった。




　地蔵さんと花咲さんが元の鞘さやに収まってから数日後、二人は並んで学校から帰っていた。

　天気はあいにくの雨。だが、そんな雨を利用して相合い傘なんてしている二人。

　地蔵さんの手には開いてない傘があります。相合い傘のためにわざと使っていないようです。

　バカップルです。バカップルがいます。

　今回の出来事が、二人の仲をより深めたのでしょうが……バカップルにも程ほどがあります。

　地蔵さんはわかりますが、花咲さんまでこうなるとは……恋は盲もう目もくといいますが、お互たがいしか見えてないにも程があるでしょう。

　……そういえば、あのあともすごかったんですよ。

　花咲さんが敗北宣言したあと体育館に戻もどってみると、御お伽とぎ学園学園長、荒神アラガミ洋燈ランプの実に空気の読めてないありがたいお話が、荒神洋燈神童幼少期編、荒神洋燈青春少年期編を終え、荒神洋燈波は瀾らん万ばん丈じよう青年期編にさしかかっていた。

　真面目まじめに話を聞いてる……というか聞かざるを得ない状じよう況きようになってるマスコミ関係の皆みなさんを横目に、花咲さんは普ふ通つうに入り口から入り、普通に席に戻る。そんな花咲さんにマスコミの皆さんはなにが起きたのか聞きたいところなのだが、空気の読めてない爺じじいが演説かましているので聞くことができない。空気読めてない権力者ほどうっとうしいものはないですよね。

　が、そんなマスコミ関係者の皆さんに救いの手が。花咲さんが席に着くと、緞どん帳ちようが下りてきて、ステージ上で気持ちよくしゃべっていた学園長の姿を覆おおい隠かくしたのだ。

「なっ!?　ちょっと待て、これからがいいとこなんじゃぞ……プツッ」

　あ、マイクも切られました。

　それでも聞こえていた学園長の声だったが、誰だれかに無理矢理つれ出されたのかどんどん小さくなり、ついには聞こえなくなる。

　学園長はおおかみさんたちによって無理矢理つれてこられたんですが……話しているうちに気持ちがよくなり、当初の目的を見失ってしまっていたようです。

　そのあとは、超ちよう絶ぜつ空気読めてなかった邪じや魔ま者がいなくなったこともあり、ドラフト会議は何事もなく順調に進んだ。

　いや、問題が起こってたのはこの体育館だけなんですけどね。

　で、そうこうしている間に……

『交こう渉しよう権は……が獲かく得とくしました』

　花はな咲さきさんの交渉権を獲得した球団が決定した。

　花咲さんは複数の球団から指名を受け、抽ちゆう選せんにまでもつれ込んだのだ。さすが、甲こう子し園えんのヒーローだけのことはある。

　そのあと、インタビューを受けることになった花咲さん。

　当あたり障さわりのないというか、お世話になった皆みな様に感謝を～とか、支えてくださった皆様のおかげで～とか、精せい一いつ杯ぱいがんばります～とかの、実に青春さわやか高校生的なコメントをしていましたが、

「それで先ほどの女性は……」

　この言葉で、

「将来を誓ちかい合った女性です」

　……馬ば鹿かになりました。

「ええっ!?」

　お付き合いをしているとか、親しくさせてもらっているとか、そのへんの言葉が貰もらえれば御おんの字じかと思っていたら、返ってきたのがど真ん中のストレートだったのでびびるインタビュアー。

「しょっ将来ですか？」

「そうです。メンタル面でもフィジカル面でも、いつも支えてくれていたのが彼女でした。彼女がいなければ自分はこの場にいないでしょう」

　のろけまくってますね。

「そっそうですか」

「はい。彼女という支えがなければ、自分はあの甲子園で決勝まで投げ抜ぬけなかったでしょう。もうダメだとあきらめかけたとき、それでも最後の最後で踏ふみ止とどまれたのはこれがあったからです」

　そう言って花咲さんが取り出したのはお守りだった。ミサンガとか写真の入ったロケットなどのミーハーなものではなく、ただの必勝祈き願がんの勝ち守りというのが地じ蔵ぞうさんらしい。

　……地じ蔵ぞうさんのことですから、もしかしたら甲こう子し園えん予選が始まる前くらいから百度参りとかもしていたかもしれませんね。さすがにあの毛はお守りに入れてないとは思いますが……いや、地蔵さんですからあり得ない話ではないかもしれません。なんか変な影えい響きようを受けるタイプですし。

　まあ、それはともかく、絶賛のろけ中の花はな咲さきさんはさらに続ける。

「これがあったから……彼女が側そばにいると感じられたから、自分はいつも通りの平常心で力を出しきることができ、それが結果に繫つながりました」

　……花咲さん、言うまでもないことかもしれませんが、カメラありますよ？　お願いですから、公共の電波にのろけをのっけないでくださいよ。これを見て絶対嫉しつ妬とで血の涙なみだを流しているもてない男たちがいますよ？　鬼おにですかあなたは！　ちくしょう!!　ちくしょおおぉう!!

「自分は彼女に返しきれないだけの恩がありますし、なにより彼女がいないと世界が色あせて見えるほどに、自分は彼女を必要としています」

　それにしても花咲さんのキャラが崩ほう壊かいしているんですが……これが恋の魔ま力りよくか。

「なので彼女を護まもり支え、一生を共に歩めるだけの甲斐かい性しようのある男になるためにも、プロという場で活かつ躍やくして……」

　そのあとも。「はあ、もう結構です」というインタビュアーの声を遮さえぎってまで、花咲さんはのろけ続けた。

　もちろん前代未聞でした。

　スポーツニュースとかで愉ゆ快かいな出来事として流されましたし、新聞にも載のりました。

　あの場でのろけまくるって、器が大きいにも程ほどがあります。大物すぎですよ。

　花咲さん、あなたがもし活かつ躍やくして球界を代表する選手になったりしたら、これ絶対珍ちんプレー好プレー的な番組で流されますよ？　トーク番組とか出たら思いっきりつっこまれますよ？　いやまあ、それでもかまわないのかもしれませんが……

　ともかく、そんな伝説を作ってしまった花咲さんと、うれしそうに花咲さんにくっついてる地蔵さん。

　そんな幸せな二人を遠巻きに眺ながめているのは……

「いやまあ、たしかに元もと鞘さや狙ねらったのは私たちなんだけど……」

「これはこれで実にむかつきますね★★★」

「たしかにむかつかないと言えばウソになりますけど……アタクシをふったんだから、幸せになってもらわないと困りますわよ」

　……絶賛幸せ募集中の宇う佐さ見みさんにすずめさんに田た貫ぬきさんだった。

　この三人はあの会見を見て爆ばく笑しようして、二人を祝福もしたのだが…………毎日こうもいちゃいちゃしているところを見せられると、さすがに辟へき易えきしてきたのだ。ほんと、バカップルは法で取り締しまるべきだと思いますよね。

「…………ま、いっか。じゃあ、あのバカップルへの愚ぐ痴ちでも言い合いながらお茶でもしましょ」

「ちょー賛成です☆☆☆」

「わかりましたわ」

　そう言いながらこちらも帰かえり支度じたくを始める三人。

　この三人はあぶれた者同士でつるんでいるみたいですね。

　一ひと癖くせ二ふた癖くせどころじゃないほど癖のあるお三方かたですが…………まあ実にしぶとそうな三人なので、今後もそれなりにやっていくんでしょう。

　オリンピックで金メダル、アナウンサー、お嫁よめさんというそれぞれの夢が叶かなうかどうかは、今後の努力と神のみぞ知るって感じですが。……え？　最後のは神に聞かなくてもわかるって？　いや、そっそんなことないですよ！　ほら！　なんというか……ほら!!

　…………まあ、脇わき役やくの皆みなさんのことはおいておいて、主役のお二人です。

　周りの視線なんか気にせず、地じ蔵ぞうさんと花はな咲さきさんは二人だけの世界を作って歩いています。

　あのラブラブフィールドを突とつ破ぱできるのは、同じ強度のフィールドを張れるバカップルくらいですよ。

　ほんと、腹をくくったバカップルは強いです。




「……亜あ美み」




　波は瀾らん万ばん丈じような人生を送りそうな大器の花咲さんと、そんな花咲さんについていくことを決めた地蔵さん。二人がしっかりかっちりくっついちゃったので、地蔵さんと花咲さんの恋のお話を語るのは、これにておしまい。




「なんだ？　花咲」




　でも二人のお話はこれからも続きます。普ふ通つうじゃない二人の今後の人生おはなしは、やっぱり普通とはほど遠いものになりそうですが……どんな困難が降ってこようと、二人は相あい合あい傘がさで乗り越こえていくのでしょう。

　花咲さんの差す大きな傘を地蔵さんが支えているのですから、雨が降ろうが風が吹ふこうが、槍やりが降ってきたってへっちゃらですよ。

　まさに、天下無敵のバカップル。




「……これからもよろしく頼たのむ。ワシはお前とならどこまでも行けそうな気がするからな」

「あっ、ああ！　こちらこそだ!!　私もどこまでだってついていくぞ!!」




　こんな二人なので、その後を見るまでもなく、話をこう締しめてしまってもなんの問題もないでしょう。

　え～ごほん。じゃあ、いきますよ？

　こうして……




　　　　お堅かたい地じ蔵ぞうさんと器の大きな花はな咲さきさんは、末永く幸せに暮らしたそうな。


めでたしめでたし
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　　　あとがき




　初めましての方は初めまして、お久しぶりの方はお久しぶりです。沖おき田た雅まさしです。

　今回は四ヶ月で、本が出ました。……まあ、「電でん撃げき文ぶん庫こＭＡＧＡＺＩＮＥ」で連れん載さいをしていたので、書きためがあり、出ないほうがおかしいのですが。ていうか、なによりの問題は、唯ゆい一いつ書き下ろしの最終話が短編なのに、締しめ切きりを一ヶ月近く延ばしてしまったことです。

　予定では、このスピンオフで時間に余よ裕ゆうを作り、崩ほう壊かいしたスケジュールを元に戻もどそうとしてたのに……なんかもう……すいません。次が遅おくれたら間ま違ちがいなくこれが原因です。

　で、この本はオオカミさんスピンオフです。オオカミさんシリーズに出てきた地蔵さんの話です。もう、一冊さつまるまる地蔵さん。まさに地蔵さん祭りです。

　ただ、スピンオフとはいっても、一応この本だけでも楽しめるようになっている……はずです、おそらく、たぶん。そのつもりで書きましたし。

　なのでオオカミさんシリーズを読んだことのない方も、お試ためしで読んでいただけるとうれしいなと。その上で気に入っていただけたなら、オオカミさんシリーズのほうもよろしくお願いします。この本に出てきたキャラのほとんどはオオカミさんシリーズにも出ていますし、だいたい同じノリですので、この本を楽しんでいただけたのなら同じように楽しんでいただけるかと思います。

　花はな咲さきさんメインの花はな咲さかじいさんがモチーフのお話とか、ウサギとカメがモチーフで白いお嬢じようさんキャラだった宇う佐さ見みさんが正体をばらされる話とか、分ぶん福ぶく茶ちや釜がまな田た貫ぬきさんの次の恋の話とかを、ツンデレおおかみさんとヘタレな亮りよう士しくんの恋模様に絡からめつつ書いています。あ、もちろん地蔵さんもちょこちょこ顔を出してますよ？

　とまあ、そんなあざとい宣伝はともかく、なんでスピンオフを書くことになったのかですが、これらの話は初めはオオカミさんシリーズで考えていたんですが、地蔵さんが動きすぎてまとまらない。なら、地蔵さんをメインで考えてみるか……と考えてみたら、あっという間にまとまったので、担当さんに無理にお願いして書かせてもらいました。……それなのに遅れまくった私はもう、人としてどうよというレベルですね、すいません。

　…………ともかく、オオカミさんシリーズは、見ておわかりの通りお伽とぎ噺ばなしの登場人物を下地にキャラを作っているのですが、地蔵さんは笠かさ地蔵のほかにもおばあさん役を当てはめたキャラなので使える話が多かったんですよね。というわけで、とうとう地蔵さんがメインヒロインになっちゃいました。

　それでは言い訳が終わりましたので、各話の解説に入っちゃいます。これよりネタバレなので、気をつけてくださいませ。




【地じ蔵ぞうさんが不法侵しん入にゆうしたあげくにうきゅーとかいう話～元ネタ、笠かさ地蔵】

　笠地蔵って、なんか少女漫まん画がっぽくね？　ほら雨宿りしている女の子に傘かさ貸して恋が始まる～みたいな？　というアイデアをふくらませて、書いた話。

　特になんの思い入れもなく書き始めたんですが、うきゅーで地蔵さんが色々フィーバーして、それが伝説の始まりとなりました。いやなんか異常に書きやすかったんですよね……。とはいえ、書いたときは、まさか地蔵さんがヒロインで一冊さつ出るとは思いもしませんでしたが。

　あ、ダブルデートでおおかみさんたちが別れたあとどうしたのかは、『オオカミさんと〝傘〟地蔵さんの恋』に載のってますので気になった方は是ぜ非ひ。（しつこい）




【地蔵さんが色々誤解してがんばる話～元ネタ、かちかち山】

　女に化けた田た貫ぬきさんが、おばあさん役の地蔵さんと入れ替かわろうとしたけれども、田貫さんはいい人すぎたので入れ替わりに失敗したあげく、恋の応おう援えんまでしてしまう話。

　いや、田貫さんはいいですよね。幸さち薄うすい感じが。この人はこのあとに書いた『分ぶん福ぶく茶ちや釜がま』でも幸薄さを全開にしてました。地蔵さんが困ったときの八の字眉まゆ毛げが似合うキャラなら、田貫さんはアンニュイなため息が似合うキャラです。

　この話はかちかち山の前半部分で終わってますが、後半部分はもしかしたらオオカミさんシリーズのほうで書くかもしれません。宇う佐さ見みさんと田貫さんメインで。

　いやほんとは書く気はなかったというか、オオカミさんシリーズは全十巻の予定だったので、その話は入れる気も余よ裕ゆうもなく（お話的に、たぶんおおかみさんたちは出ないし）、こうなったら楽しいなとか一人で妄もう想そうしてにやにやしてたんですが、皆みな様の温かいご支援のおかげでもう少しだけ書いていいことになったので、書けるかな～とか。まあ、書かないかもしれませんが。この世で私ほど信じられないものはそうそうありませんので、話半分に聞いておいてください。




【地蔵さんが色々誤解したあと母性全開になる話～元ネタ、こぶとりじいさん】

　童話や昔話をモチーフに話を作ってるこのシリーズ、うまく使えたな～という話と、まあまあでしたという話と、原型とどめてねーじゃん！　という話があるわけです。

　それでこの話は…………なんかうまく使えたな～という話です。子持ちのことをこぶつきといいますが、この話でのこぶの流れは昔話そのまんまですよ。

　爺じじいにこぶができる[image: →]鬼おに（婆ばばあ）に取られる[image: →]もう一人の爺にこぶが移動みたいな？

　話的には虐ぎやく待たいとか重い話なんですが、意地でもハッピーエンドにしたい私なので、もちろん都合のいいハッピーエンドになりました。ご都合主義万歳です。

　それはそうと、この話を書いてるときに気がついたんですよ。

　あれ、地蔵さん、毎回脱ぬいでない？　……と。　一話目でお姉さんたちに脱がされて、二話目で宇う佐さ見みさんに脱ぬがされて、この三話目ではなにがとは言いませんが「出ないから！」とかお風ふ呂ろで叫さけんでたり。

　……まあいいか。読者サービスって必要ですし、こうなったら毒を喰くらわば皿までというわけで、四話目でも無理矢理脱がすことにしました。

　いや、本当はこんなの書きたくないんですよ？　私は本当はハートウォーミングなメッセージ性のある、子供たちに夢を与えられるような感動的なお話が書きたいんですよ？

　………………………すいませんウソつきました。書いててスゲー楽しかったです。

　地じ蔵ぞうさんはお地蔵だけにお堅かたいという設定なので、脱がすとなんか楽しいんですよね。

　あと、花はな咲さきさん。名前の通り花はな咲さかじいさんがモチーフで灰を投げるから野球少年なのですが、最初はここまでおっさんを押す予定はありませんでした。オオカミさんシリーズのほうの初登場時は、雰ふん囲い気きがじじむさくて美形ではないけど、まあそこそこみたいに書いてますしね。しかし、うなじさんからのイラストが届いて、想定してたのとは少々違ちがうけど……このイラストの通りおっさん顔で押したほうがおもしろくね？　つーかこっちのほうがいいぞ？　なんて思ったんです。実際老ふけ顔がおを押しておもしろくなった気がします。書きやすくもなりましたし。

　というわけで、この話は特に、うなじさんのイラストから生まれた話と言っていいでしょう。オオカミさんシリーズを書くとき私の脳内では、完全にうなじさんの絵でキャラが動いてますし、気づかされることも多々あるので本当にありがたいです。




【地蔵さんが欲張って大きな器を選ぶ話～元ネタ、舌した切きり雀すずめ】

　地蔵さんはあまりにもお堅すぎて融ゆう通ずうが利ききません。壁かべとなるなにかが現れた場合でも、乗り越こえたり、遠回りしたり、あきらめてほかの方向に向かったりとかせず、ただまっすぐ走って、真っ正面からぶつかって、勢いでぶち破るという行動しか取れないので、必然的に話の展開がべたべたになります。マスコミ関係者が集まる体育館に乗り込んで花咲さんに告白しようとするとか、べたべたすぎて最近見ませんよ。どこの中学生の妄もう想そうですか。

　ですが…………それがよい!!

　私の既き刊かんを読んでいただければわかるんですが、私はこういうべたべたな感じ、王道な感じが大好きなのです。使い古された王道だって、そこを通るキャラが違ちがえば違う話になると私は思うんですよ。元々少女漫まん画が的な雨の日の雨宿りで傘かさを借りた～なんて始まりをしたんだから、こういう終わり方が合ってる気もしますしね。スターと普ふ通つうの女の子というのもありがちですし。

　……まあ、少女漫画では、ヒーローはイケメンでおっさん顔ではないでしょうけど。

　ちなみにここでいう少女漫画っぽいとかありがちとかは、私の独断と偏へん見けんです。

　この話は、花咲さんと地蔵さんが三年生の秋の頃ころの出来事です。時系列的にオオカミさんシリーズはおおかみさんたちが一年生のうちに終わるので、本編終しゆう了りよう後の話になります。

　なので、二年生おおかみさんと謎なぞの少年とか出てるんですが、どこまで出すかで悩なやみました。とりあえず、ハッピーエンドになるのは皆みなさんわかってるでしょうから──つーか、バッドエンドにしたら皆さんぶち切れるでしょうし、私も書きたくないし──くっついたことは書いていいだろう。男らしくなること、オールバック、このあたりも色々書いてて予想できる範はん囲いだろう。彼はまあちょこちょこ男らしくなってきてますし、オールバックもいつぞやのおおかみさんの恥はずかしい夢で出てきましたし……なんて考え、あんな感じに。名前はバレバレすぎて隠かくす必要性すら感じませんでしたが、まあなんとなく隠したままに。

　ただ、当たり前ですが全部は見せていません。この二人は変わってないようで変わってて、変わってるようで変わってないのですが……どう変わってどう変わってないのかは、オオカミさんシリーズのほうで見てください。…………ちゃんと終わらせられればですが。いや、がんばります、はい。




　それではお世話になった皆さんへの感謝を。

　担当の高たか林ばやしさん。またまたまたご迷めい惑わくをおかけしました。私のわがままで始めたのにこんなことに……。でもおかげさまで、なかなかいい感じのお話になったんじゃないかと思ってます。ありがとうございました。

　イラストのうなじさん。相変わらず素す晴ばらしいイラストをありがとうございます。もうほんと、うなじさんの絵には助けられてばかりです。今後ともよろしくお願いします。

　この本が出るにあたってお世話になった皆様。これでオオカミさんシリーズも九冊さつ目。ここまでこれるとは……これも皆様のおかげです。ありがとうございました。

　そして最後にこの本を読んでくださった皆様。本当にありがとうございました。

　この本は特に、胸が温かくなるような話を目指したので、読んだあとの皆様がそんな気持ちになっていたとしたら、これ以上の喜びはありません。

　それでは次の本でお会いできたらと思います。





沖おき田た 雅まさし
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沖おき田た 雅まさし

地蔵さんはたしか素直クールのつもりだったはずなんですが……違いますよね。あわあわするし。というわけで、暇な人は地蔵さんの属性に名前をつけてください。もし、もうあるなら教えてください。……使わせていただきますので!!
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イラスト／うなじ

広島在住イラストレーターという名の無職ひきこもりといえど太陽の力は偉大であります。ビタミンＤも何度でもよみがえります。暑さへの怒りから溶けたりもします。許さん！
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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